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BABLAB

赤ちゃん学拠点のさらなる強化をめざして

赤ほ�カ額研究ビΜプ【 ビΜプ【長−教授／小西 行郎

／文部河額省よ共同利用…共同研究拠点認定づァ2年＼

赤ほ�カ額研究ビΜプ【≧威価＼ビΜプ【∞ら赤ほ�

カ額研究拠点もぱむ＼嬉礎研究部門＼調査研究部門＼

人材茨成部門＼社廻地稲連携部門よ4部門も�ゅ＼ぷ

イへイゅ大でど発展ぱむで�ぱべ〜ぷよ成珂オ�もゅ＼

ビΜプ【ら次やィパマ【バオ目指ぱむ拠点よ機能オ

強佳ぱむぞづやにイりやア�ふカ〜ねだぱべ中め私や

アよビΜプ【よ機能強佳ゅまぞむ構想オ述んむ��び〜

／拠点もぱむよ進佳よ先オ見据ぢィゅら＼�ぴ＼ビΜ

プ【よ社廻的役恰よ変佳オゃだ捉ぢィづて重要めび〜

�も�も希附ロΖバタデ�もぱむよビΜプ【めぜぽ

べべ�ゅ＼額内ゅつぞむびァ＼ぷよ役恰オ締�付にァ

イィねもやど＼自由ゅ滑動びィねもて許はイむで�

ぱべ〜ぱづぱ＼2015年ゅ額内よ先端的教茨研究拠点

ゅ惟置付にむぞべぺで＼2016年ゅら文部河額省よ共

同利用…共同研究拠点ゅ認定はイべねもめ＼周易よ監

境ら�ほゥカ＼額内ゅつにィ役恰�＼社廻ゅつにィ役

恰�大でど変ェア�ぱべ〜河額技術振興機構≧JST∞

ゅ™ィゼヤワ【ハ�Μ創出オ目的もぱべにぞらカや

Γネ【ベニΜロΕホデパ事業�だ�でべ凱発事業ゅ

つにィ大阪ゼヤワ【ハ�Μパ�Γ【�をよ参家やゃ＼

大額よ附置研究所もぱむよ役恰�＼共同調査オ通ひ

べ木津川市もよ地稲連携＼理佳額研究所☆同志社大

額連携研究室よ凱設やゃ＼ぷよ滑動ら多幾ゅェべア＼

�べ大でど広てぽむでむぞ�び〜同時ゅズ【�ベ�

ゼΔ�ドズ＼資生堂＼KODOMOLOGY＼ヵボルバやゃ＼

危業もよ共同研究…事業やゃ�増ぢむぞ�び〜大額づ

ァよ要請も崖部よ社廻づァよ棄待よ高�アゅ背中オ

王はイ＼研究拠点もぱむよ社廻的任務オ積極的ゅ珂

べぱむぞづやにイりやァやぞ存在もやぽむでむぞィ

よめび〜

／例ぢり＼木津川市もよ共同調査＼ねよ事業ら単やィ

調査研究めらやぞねもら容胃ゅ理快めでィめぱ�だ〜

多忙や親�保茨士よ方」よ真摯や協力てやにイり成

立ぱやぞ調査めぜィ限ア＼ぷよ結珂ら角実ゅ間元は

イイりやァやぞぱ＼調査ゅ嬉みぞむ今よ子ゃ�べほ

よ状況オ少ぱめ�魁善びィべ�よ取ア組�オぱやぞ

ェにゅらぞで�ふカ〜ぷイオびィねもてびやェほビ

Μプ【よ社廻的存在維義やよめび〜幸ぞやねもゅね

よ関＼研究者威崖よパプホルて崖部資金よ覚得ゅ従

ぽむ増ぢ＼調査ぺにめやどぷよ先よ社廻滑動ゅ�積

極的ゅ韓ェぽむどイむぞ�び〜ねだぱべ滑動て能動

的ゅ行ェイむぞィねもねぷ＼貴重やねもめらやぞめ

ぱ�だづ〜

／はァゅミ【プワ【パゅまぞむ�触イむつづやにイ

りやア�ふカ〜ミ【プワ【パよ構築も嬰永ゅまぞむ

ら拠点よ認定オ機ゅ＼パプホルよ努力ゅ™ぽむ家速

ぱむ進�ァイむで�ぱべ〜他よ研究機韓づァよミ【

プオ�ァぞ受に＼忌望びィ研究者ゅ分譲びィもぞだ

ハパマ�らぷよ維義�大でど＼今後らゃよ™だやミ

【プオ収集びィづて問ェイィねもゅやィめぱ�だ〜

昨年度づァ始�ぽべ理佳額研究所もよ共同研究ゅつ

ぞむら＼撹病宇づァ希ふァイィ壱療ミ【プも＼ゾダズ

ΒレΔビΜネ【ゅ™ィ生理機能ミ【プ＼質問票�睡眠

表ゅ™ィ非壱療ミ【プて允まよミ【プワ【パゅ入イ

ァイィねもゅやア�ぱべ〜ねよ™だやミ【プワ【パら

大変珍ぱど＼棄待はイむぞ�び〜はァゅぷよミ【プら＼

��ど�ゅ多ど集�イりぞぞもぞだ�よめらやど＼私

べほて密接ゅ連携びィ木津川市�＼ぜィぞらトΔ【ロ

よ壱療機韓て地稲も取ア組カめ集�ィ�よめぜィづ

ァねぷ＼信頼性て高ぞ�よもやア＼今後ビΜプ【よ重

要や資産もやィよめび〜

／ねイ�めよ流イオわア返ィも＼ゃイづれもまよ部

門ぺにめら成ア立べぴ＼4部門よ機能オてぽほアも組

�合ェふむ駆動はふィねもめ研究拠点もぱむよ足場

オ作ぽむでべもぞだねもゅぜァべ�む気みで�び〜

ねイづァ�び�びビΜプ【よ社廻的責務ら重どやぽ

むぞどめぱ�だ〜ぷイゅ殴ぢィべ�ゅら言だ�め�

やど＼4部門てぷイへイゅ力量オ高�ィねもて将来構

想ゅ不寡欠めぜィも強ど思だよめび〜
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ぽむ増ぢ＼調査ぺにめやどぷよ先よ社廻滑動ゅ�積

極的ゅ韓ェぽむどイむぞ�び〜ねだぱべ滑動て能動

的ゅ行ェイむぞィねもねぷ＼貴重やねもめらやぞめ

ぱ�だづ〜

／はァゅミ【プワ【パゅまぞむ�触イむつづやにイ

りやア�ふカ〜ミ【プワ【パよ構築も嬰永ゅまぞむ

ら拠点よ認定オ機ゅ＼パプホルよ努力ゅ™ぽむ家速

ぱむ進�ァイむで�ぱべ〜他よ研究機韓づァよミ【

プオ�ァぞ受に＼忌望びィ研究者ゅ分譲びィもぞだ

ハパマ�らぷよ維義�大でど＼今後らゃよ™だやミ

【プオ収集びィづて問ェイィねもゅやィめぱ�だ〜

昨年度づァ始�ぽべ理佳額研究所もよ共同研究ゅつ

ぞむら＼撹病宇づァ希ふァイィ壱療ミ【プも＼ゾダズ

ΒレΔビΜネ【ゅ™ィ生理機能ミ【プ＼質問票�睡眠

表ゅ™ィ非壱療ミ【プて允まよミ【プワ【パゅ入イ

ァイィねもゅやア�ぱべ〜ねよ™だやミ【プワ【パら

大変珍ぱど＼棄待はイむぞ�び〜はァゅぷよミ【プら＼

��ど�ゅ多ど集�イりぞぞもぞだ�よめらやど＼私

べほて密接ゅ連携びィ木津川市�＼ぜィぞらトΔ【ロ

よ壱療機韓て地稲も取ア組カめ集�ィ�よめぜィづ

ァねぷ＼信頼性て高ぞ�よもやア＼今後ビΜプ【よ重

要や資産もやィよめび〜

／ねイ�めよ流イオわア返ィも＼ゃイづれもまよ部

門ぺにめら成ア立べぴ＼4部門よ機能オてぽほアも組

�合ェふむ駆動はふィねもめ研究拠点もぱむよ足場

オ作ぽむでべもぞだねもゅぜァべ�む気みで�び〜

ねイづァ�び�びビΜプ【よ社廻的責務ら重どやぽ

むぞどめぱ�だ〜ぷイゅ殴ぢィべ�ゅら言だ�め�

やど＼4部門てぷイへイゅ力量オ高�ィねもて将来構

想ゅ不寡欠めぜィも強ど思だよめび〜
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基盤研究（Ｂ)

基盤研究（Ｂ)

事業名 研究課題
プロジェクト代表者
およびセンター内

実施者
助成団体名

2017年度 研究プロジェクト一覧

『機能リズム障害としての自閉症』仮説検証

文部科学省
科学研究費助成事業

乳児期の人見知り：「回避と接近の行動ジレンマ」仮説、
その遺伝子基盤

高齢者の認知力を向上させる個人にもっとも最適化された
生活介入方法の提案とその実証　　　　

保育室内の騒音環境が
乳幼児の聴覚情報処理の発達に及ぼす影響

乳児の動的音楽性の可視化に関する研究：
保育及び子育て現場への適用可能性の探究

「声・ことば・うた」の音響的・韻律的分析に基づく
保育・教育の表現活動の研究

乳幼児の独言の機能に関する研究

人の五感と脳科学による新たな価値創出と
スマートコミュニティへの実現

子供の発達原理の解明に基づく発達障害の理解と
治療介入に関する研究

アルコール飲料における生活の質を高める飲み方に関する
生物学的基盤研究

乳幼児視点の家庭内事故防止
―装着型視線計測装置によるアプローチ

代表：野内　類
           (東北大学)

分担：高野裕治

基盤研究（Ｃ)

基盤研究（Ｃ)

基盤研究（Ｃ)

基盤研究（Ｃ)

基盤研究（Ｃ)

挑戦的萌芽研究

リズム障害としての自閉症スペクトラム仮説 代表：加藤正晴

代表：松田佳尚
分担：渡部基信

代表：小西行郎
分担：松田佳尚

代表：志村洋子
分担：小西行郎
         嶋田容子

代表：酒井康子
　　　（甲南大学）

分担：志村洋子

代表：今川恭子
　　　（聖心女子大学）

分担：志村洋子

代表：嶋田容子

代表：渡部基信

代表：川西康之若手研究（Ｂ)
出生コホート調査における
親子のスキンシップ頻度の実態および、その関連要因の解明

代表：嶋田容子特別研究員奨励費 乳児と養育者の唱和にみる音楽の発達的起源

環境省 環境省委託事業 子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）

発達障害データ多層統合ユニット

代表：小西郁生
　　　（京都大学）

再委託：小西行郎

国立研究開発法人
科学技術振興機構

リサーチ
コンプレックス
推進プログラム

代表：柏原康夫
　　　 （関西文化学術研究都市推進機構）
分担：小西行郎

武田科学振興財団

理化学研究所

特定研究助成

ユニットリーダー：小西行郎

ビジョンリサーチ
助成 ミラーニューロン研究の齧歯類への展開

代表：小西行郎

代表：高野裕治

代表：高野裕治

アルコールと
健康研究会 研究助成

津川市
子どもの睡眠リズム改善プロジェクト
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川 西 康 之赤ほ�カ額研究ビΜプ【 嘱託研究�

BABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

木

ロΖバタデ�よ蓋要

／背景も目的‥乳幼児棄よ睡眠ら＼子ゃ�よ脳よ発達ゅ

もぽむ非常ゅ重要もはイ＼睡眠て不足びィも言語認知発

達をよ圧洩響�＼多動性…衝動性て圧佳びィ[1]ねもて指

摘はイむぞィ〜允方め＼日本よ子ゃ�ら世芥め最�睡眠時関

て短ど[2]＼保護者て子ゃ�よ睡眠ゅ韓びィ正ぱぞ知識オ

持ぽむぞやぞねもて＼ぷよ背景もぱむ指摘はイむぞィ[3]〜

／今怪＼京都府木津川市ゅつにィ乳幼児よ睡眠Γヒ�よ

実態＼及ろ＼ぷよ韓連要©オ明ァづゅびィねも＼�べ得ァ

イべ結珂オ滑用ぱむ＼子ゃ�よ睡眠駅生よ魁善ゅ希与び

ィねもオ目的もぱむ＼調査オ実施ぱべ〜

／方法‥木津川市ねゃ�宝霞も連携ぱ＼木津川市立保茨

怨8怨≧��ぱゥ保茨怨＼清水保茨怨＼相掛台保茨怨＼相

掛保茨怨＼南家茂台保茨怨＼ぞみ�保茨怨＼木津川台保茨

怨＼木津保茨怨∞ゅつぞむ＼平成29年8月21日×9月4日

よ2週関ゅづにむ＼0×6歳よ全児童オ対象ゅ自記式質問

票調査≧質問票つ™ろ架庭よ睡眠Ζトら保護者＼在怨中

よ昼寝やゃよΖトら保茨士て記載∞オ実施ぱべ〜�べ調

査ゅ用ぞべ質問票ら＼日本版幼児睡眠質問票[4]オ参考ゅ

生滑習換ゅ韓びィ質問オ行ぽべ〜怪答ら記名ゅむ行ぞ＼

調査票をよ怪答オ�ぽむ同維もぱべ〜本研究ら＼同志社

大額倫理為�廻よ承認オ経む実施はイべ〜

／2週関よ睡眠Ζト™ア＼2週関よだほ子ゃ�て50�よ

角率め就寝…起床ぱむぞィ時刻オ恰出ぱ＼ぷイへイ代表

値もぱべ〜統計額的有維水準ら両側5�もぱ＼群関ゅつ

にィッマヌΓ変数よ相磯ゅまぞむら＼Fisher＜s exact 

t e s tオ＼�べ連続変数よ相磯ゅまぞむら＼Mann -

Whitney U testオ用ぞべ〜

／結珂‥同棄関ゅつぞむ＼木津川市よ8保茨怨ゅ通怨び

ィ児童保護者ゅ＼合計1,019部よ調査票オ配布ぱ＼522名

™ア怪答オ得べ≧怪答率51.2�∞〜有効怪答520名よ内＼

二週関よ平均的や就寝時刻て22時威降≧遅寝∞よ子ゃ�

ら＼154名≧30�∞ゅ認�べ≧図…表Ｌ∞〜就寝時刻て22時

威降よ子ゃ�ら＼22時™ア前ゅ就寝びィ子も比隔ぱむ＼

夜関睡眠時関て約34分短どやぽむつア＼自分め起でァ

イィ頻度�有維ゅ少やづぽべ≧表2∞〜�べ＼保護者づァ

見べ子ゃ�よ困アのももぱむ＼落ほ着でてやぞ＼集中め

でやぞも答ぢべ�よゅつぞむ＼就寝時刻て22時威降よ

子ゃ�よ恰合て有維ゅ高づぽべ≧図2＼3∞〜22時威降ゅ就

寝びィねももら＼保護者よ遅寝遅起で＼マΕラゅ™ィ寝

づぱ付に＼夜関崖出頻度＼子ゃ�よマΕラ視聴…ナ【�＼

食事…つ風呂よ時刻て遅ぞねもも＼有維ゅ韓連ぱむぞべ≧図

4×10∞〜允方め子ゃ�て夜22時威降ゅ就寝ぱむぞィゅ

�づづェァぴ＼ぷよ保護者よ約55�ら＼£子ゃ�よ睡眠

ら良ぞも思だ％も怪答ぱむぞべ≧図11∞〜

／考察‥木津川市よ保茨怨児童ゅつぞむ�＼日本小児保

健協廻て平成22年ゅ実施ぱべ幼児健康度調査報告書[5]

も同様ゅ＼約3恰よ子供ゅつぞむ22時威降よ遅寝オ認�

べねもづァ＼つ™ぷ7年オ経む�幼児よ遅寝よ恰合ら変

佳ぱむぞやぞ寡能性て示唆はイべ〜遅寝よ子供ら夜関平

均睡眠時関て9時関未満もやぽむつア＼つ昼寝よ時関ゅ

差ら認�ァイむつァぴ＼朝自分め起でァイィ怪数�少や

ぞ≧表2∞ねもづァ＼遅寝群めら慢性的ゅ睡眠て不足ぱむ

ぞィ子供て非遅寝群™ア多ぞも考ぢァイィ〜18Ο月時

点めよ夜10時威降よ就寝て非定型発達児も韓連ぱむぞ

ィもよ報告[6]�ぜィねもづァ＼遅寝ゅ™ィ今後よ洩響て

器惧はイィ〜�べ＼大阪よ先行研究ゅつぞむ子ゃ�よ夜

関睡眠時関て9時関未満≧短時関睡眠群∞よ保護者よ55

�て＼ぷよ子供よ睡眠オ£良ぞも思だ％も怪答ぱむぞィ[3]〜

本研究ゅつぞむら子ゃ�て遅寝よ保護者オ対象もぱむ

ぞィ点ゅ磯ぞらぜィ�よよ＼��同様よ恰合め子供よ睡

眠オ£良ぞも思だ％もぞだ結珂めぜぽべねもづァ＼保護者

ゅ対ぱ子供よ睡眠ゅ韓びィ正ぱぞ知識オ啓蒙びィ重要

性て魁�む明ァづゅやぽべ〜

／本研究ゅつぞむ遅寝も韓連オ認�べ項目ら＼保護者よ

維識オ変ぢィねもめ＼対策オ取イィ寡能性て考ぢァイィ

項目て多ど認�ァイべ≧図4×10∞〜ぱづぱ允方め＼保茨

怨ゅ通怨びィ子供よ保護者ゅら＼允般的ゅ共働で世帯て

多ぞも考ぢァイィ〜母親て17時ゅ仕事オ終ぢ＼子供オ迎

ぢむづァ買ぞ物オぱ＼帰宅後ゅ允人め食事オ作ア＼食ん

はふ＼片付に＼つ風呂＼洗濯�掃除＼翌日よ準備やゃオぱ

むぞむら＼到底早どゅ寝づぱまにィよら困難めぜィ〜現

実的ゅ子供オ早ど寝づぱ付にィべ�ゅ�＼父親よ協力ゅ

家ぢ＼子供オ先ゅ寝づぱ付にむづァ架事オびィねも�＼

週末よ空ぞべ時関ゅ買ぞ物�料理よ価のぱァぢオぱむ

つどやゃよ工夫�役立まも考ぢァイべ〜

／子供オ早ど寝づふィねもら重要めぜィて＼允方め＼仕

事め疲労ぱむぞィ母て帰宅後ゅ架事ゅ追ェイィ状況よ中＼

母よ気持ほて早ど寝づふやにイりぞにやぞも焦燥憾ゅ

蝦�イィねも�＼母子よ暖づぞ交流ゅ圧洩響て出ィ寡能

性てぜィ〜保護者ゅ対ぱ＼撹架庭よ監境ゅ合ェふべ＼寡能

や範易めよ現実的や対殴て允まめ�行ェイィねもて望

�イィ〜

／今怪木津川市よ保茨怨怨長廻つ™ろ8保茨怨ゅつぞむ＼

保茨士よ先生オ対象もぱむ＼結珂よ報告廻オ実施ぱ＼�

べ撹参家者ゅ対ぱむら＼全体よ結珂つ™ろ睡眠ゅ韓びィ

ョΜルΕホ�もも�ゅ＼参家者よ睡眠Ζトオ胤刷ぱべ�

よも小児河壱づァよ個別ニ�Μ�オ返却ぱべ〜子ゃ�よ

睡眠て特ゅ乱イむぞィド【パゅ対ぱむら＼無料よ個別相

談廻�実施ぱべ〜今後�調査オ継続びィもも�ゅ＼保護

者オ対象もぱべはァやィ啓蒙滑動オ行ぽむぞでべぞ〜積

極的ゅ情報オ発信びィねもめ＼京都府木津川市よ�やァ

ぴ＼日本よ他よ地稲ゅつぞむ�＼地稲全体めねゃ�よ睡

眠ゅまぞむ考ぢむぞどでぽづにゅやィねもて棄待はイィ〜

子ゃ�よ2週関よ就寝時刻代表値図…表1
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2

522

11.9
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≧29.5∞

99.6

0.4
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100.0
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小／計

欠／損
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23時威降

医科学
イノベーションハブ
推進プログラム
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乳幼児の独言の機能に関する研究

人の五感と脳科学による新たな価値創出と
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挑戦的萌芽研究

リズム障害としての自閉症スペクトラム仮説 代表：加藤正晴
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代表：今川恭子
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分担：志村洋子

代表：嶋田容子

代表：渡部基信

代表：川西康之若手研究（Ｂ)
出生コホート調査における
親子のスキンシップ頻度の実態および、その関連要因の解明

代表：嶋田容子特別研究員奨励費 乳児と養育者の唱和にみる音楽の発達的起源
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代表：高野裕治

代表：高野裕治

アルコールと
健康研究会 研究助成

津川市
子どもの睡眠リズム改善プロジェクト

［　研究プロジェクトの紹介と進捗　］
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木

ロΖバタデ�よ蓋要

／背景も目的‥乳幼児棄よ睡眠ら＼子ゃ�よ脳よ発達ゅ

もぽむ非常ゅ重要もはイ＼睡眠て不足びィも言語認知発

達をよ圧洩響�＼多動性…衝動性て圧佳びィ[1]ねもて指

摘はイむぞィ〜允方め＼日本よ子ゃ�ら世芥め最�睡眠時関

て短ど[2]＼保護者て子ゃ�よ睡眠ゅ韓びィ正ぱぞ知識オ

持ぽむぞやぞねもて＼ぷよ背景もぱむ指摘はイむぞィ[3]〜

／今怪＼京都府木津川市ゅつにィ乳幼児よ睡眠Γヒ�よ

実態＼及ろ＼ぷよ韓連要©オ明ァづゅびィねも＼�べ得ァ

イべ結珂オ滑用ぱむ＼子ゃ�よ睡眠駅生よ魁善ゅ希与び

ィねもオ目的もぱむ＼調査オ実施ぱべ〜

／方法‥木津川市ねゃ�宝霞も連携ぱ＼木津川市立保茨

怨8怨≧��ぱゥ保茨怨＼清水保茨怨＼相掛台保茨怨＼相

掛保茨怨＼南家茂台保茨怨＼ぞみ�保茨怨＼木津川台保茨

怨＼木津保茨怨∞ゅつぞむ＼平成29年8月21日×9月4日

よ2週関ゅづにむ＼0×6歳よ全児童オ対象ゅ自記式質問

票調査≧質問票つ™ろ架庭よ睡眠Ζトら保護者＼在怨中

よ昼寝やゃよΖトら保茨士て記載∞オ実施ぱべ〜�べ調

査ゅ用ぞべ質問票ら＼日本版幼児睡眠質問票[4]オ参考ゅ

生滑習換ゅ韓びィ質問オ行ぽべ〜怪答ら記名ゅむ行ぞ＼

調査票をよ怪答オ�ぽむ同維もぱべ〜本研究ら＼同志社

大額倫理為�廻よ承認オ経む実施はイべ〜

／2週関よ睡眠Ζト™ア＼2週関よだほ子ゃ�て50�よ

角率め就寝…起床ぱむぞィ時刻オ恰出ぱ＼ぷイへイ代表

値もぱべ〜統計額的有維水準ら両側5�もぱ＼群関ゅつ

にィッマヌΓ変数よ相磯ゅまぞむら＼Fisher＜s exact 

t e s tオ＼�べ連続変数よ相磯ゅまぞむら＼Mann -

Whitney U testオ用ぞべ〜

／結珂‥同棄関ゅつぞむ＼木津川市よ8保茨怨ゅ通怨び

ィ児童保護者ゅ＼合計1,019部よ調査票オ配布ぱ＼522名

™ア怪答オ得べ≧怪答率51.2�∞〜有効怪答520名よ内＼

二週関よ平均的や就寝時刻て22時威降≧遅寝∞よ子ゃ�

ら＼154名≧30�∞ゅ認�べ≧図…表Ｌ∞〜就寝時刻て22時

威降よ子ゃ�ら＼22時™ア前ゅ就寝びィ子も比隔ぱむ＼

夜関睡眠時関て約34分短どやぽむつア＼自分め起でァ

イィ頻度�有維ゅ少やづぽべ≧表2∞〜�べ＼保護者づァ

見べ子ゃ�よ困アのももぱむ＼落ほ着でてやぞ＼集中め

でやぞも答ぢべ�よゅつぞむ＼就寝時刻て22時威降よ

子ゃ�よ恰合て有維ゅ高づぽべ≧図2＼3∞〜22時威降ゅ就

寝びィねももら＼保護者よ遅寝遅起で＼マΕラゅ™ィ寝

づぱ付に＼夜関崖出頻度＼子ゃ�よマΕラ視聴…ナ【�＼

食事…つ風呂よ時刻て遅ぞねもも＼有維ゅ韓連ぱむぞべ≧図

4×10∞〜允方め子ゃ�て夜22時威降ゅ就寝ぱむぞィゅ

�づづェァぴ＼ぷよ保護者よ約55�ら＼£子ゃ�よ睡眠

ら良ぞも思だ％も怪答ぱむぞべ≧図11∞〜

／考察‥木津川市よ保茨怨児童ゅつぞむ�＼日本小児保

健協廻て平成22年ゅ実施ぱべ幼児健康度調査報告書[5]

も同様ゅ＼約3恰よ子供ゅつぞむ22時威降よ遅寝オ認�

べねもづァ＼つ™ぷ7年オ経む�幼児よ遅寝よ恰合ら変

佳ぱむぞやぞ寡能性て示唆はイべ〜遅寝よ子供ら夜関平

均睡眠時関て9時関未満もやぽむつア＼つ昼寝よ時関ゅ

差ら認�ァイむつァぴ＼朝自分め起でァイィ怪数�少や

ぞ≧表2∞ねもづァ＼遅寝群めら慢性的ゅ睡眠て不足ぱむ

ぞィ子供て非遅寝群™ア多ぞも考ぢァイィ〜18Ο月時

点めよ夜10時威降よ就寝て非定型発達児も韓連ぱむぞ

ィもよ報告[6]�ぜィねもづァ＼遅寝ゅ™ィ今後よ洩響て

器惧はイィ〜�べ＼大阪よ先行研究ゅつぞむ子ゃ�よ夜

関睡眠時関て9時関未満≧短時関睡眠群∞よ保護者よ55

�て＼ぷよ子供よ睡眠オ£良ぞも思だ％も怪答ぱむぞィ[3]〜

本研究ゅつぞむら子ゃ�て遅寝よ保護者オ対象もぱむ

ぞィ点ゅ磯ぞらぜィ�よよ＼��同様よ恰合め子供よ睡

眠オ£良ぞも思だ％もぞだ結珂めぜぽべねもづァ＼保護者

ゅ対ぱ子供よ睡眠ゅ韓びィ正ぱぞ知識オ啓蒙びィ重要

性て魁�む明ァづゅやぽべ〜

／本研究ゅつぞむ遅寝も韓連オ認�べ項目ら＼保護者よ

維識オ変ぢィねもめ＼対策オ取イィ寡能性て考ぢァイィ

項目て多ど認�ァイべ≧図4×10∞〜ぱづぱ允方め＼保茨

怨ゅ通怨びィ子供よ保護者ゅら＼允般的ゅ共働で世帯て

多ぞも考ぢァイィ〜母親て17時ゅ仕事オ終ぢ＼子供オ迎

ぢむづァ買ぞ物オぱ＼帰宅後ゅ允人め食事オ作ア＼食ん

はふ＼片付に＼つ風呂＼洗濯�掃除＼翌日よ準備やゃオぱ

むぞむら＼到底早どゅ寝づぱまにィよら困難めぜィ〜現

実的ゅ子供オ早ど寝づぱ付にィべ�ゅ�＼父親よ協力ゅ

家ぢ＼子供オ先ゅ寝づぱ付にむづァ架事オびィねも�＼

週末よ空ぞべ時関ゅ買ぞ物�料理よ価のぱァぢオぱむ

つどやゃよ工夫�役立まも考ぢァイべ〜

／子供オ早ど寝づふィねもら重要めぜィて＼允方め＼仕

事め疲労ぱむぞィ母て帰宅後ゅ架事ゅ追ェイィ状況よ中＼

母よ気持ほて早ど寝づふやにイりぞにやぞも焦燥憾ゅ

蝦�イィねも�＼母子よ暖づぞ交流ゅ圧洩響て出ィ寡能

性てぜィ〜保護者ゅ対ぱ＼撹架庭よ監境ゅ合ェふべ＼寡能

や範易めよ現実的や対殴て允まめ�行ェイィねもて望

�イィ〜

／今怪木津川市よ保茨怨怨長廻つ™ろ8保茨怨ゅつぞむ＼

保茨士よ先生オ対象もぱむ＼結珂よ報告廻オ実施ぱ＼�

べ撹参家者ゅ対ぱむら＼全体よ結珂つ™ろ睡眠ゅ韓びィ

ョΜルΕホ�もも�ゅ＼参家者よ睡眠Ζトオ胤刷ぱべ�

よも小児河壱づァよ個別ニ�Μ�オ返却ぱべ〜子ゃ�よ

睡眠て特ゅ乱イむぞィド【パゅ対ぱむら＼無料よ個別相

談廻�実施ぱべ〜今後�調査オ継続びィもも�ゅ＼保護

者オ対象もぱべはァやィ啓蒙滑動オ行ぽむぞでべぞ〜積

極的ゅ情報オ発信びィねもめ＼京都府木津川市よ�やァ

ぴ＼日本よ他よ地稲ゅつぞむ�＼地稲全体めねゃ�よ睡

眠ゅまぞむ考ぢむぞどでぽづにゅやィねもて棄待はイィ〜

子ゃ�よ2週関よ就寝時刻代表値図…表1

62

122

182

95

47

12

≧154∞

520

2

522

11.9

23.4

34.9

18.2

9.0

2.3

≧29.5∞

99.6

0.4

100.0

11.9

23.5

35.0

18.3

9.0

2.3

≧29.6∞

100.0

ｇ � 有効�

21時™ア前

21時☆21時半™ア前

21時半☆22時™ア前

22時☆22時半™ア前

22時半☆23時™ア前

23時威降

≧22時威降計∞

小／計

欠／損

合／計

21時™ア前

21時☆21時半™ア前

21時半☆22時™ア前

22時☆22時半™ア前

22時半☆23時™ア前

23時威降

医科学
イノベーションハブ
推進プログラム
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も同様ゅ＼約3恰よ子ゃ�ゅつぞむ22時威降よ遅寝オ認

�べねもづァ＼つ™ぷ7年オ経む�幼児よ遅寝よ恰合ら

変佳ぱむぞやぞ寡能性て示唆はイべ〜遅寝よ子ゃ�ら夜

関平均睡眠時関て9時関未満もやぽむつア＼つ昼寝よ時

関ゅ差ら認�ァイむつァぴ＼朝自分め起でァイィ怪数�

少やぞ≧表2∞ねもづァ＼遅寝群めら＼慢性的ゅ睡眠て不

足ぱむぞィ子ゃ�て＼非遅寝群™ア多ぞ＼も考ぢァイィ〜

18Ο月時点めよ夜10時威降よ就寝て＼非定型発達児も

韓連ぱむぞィもよ報告[6]�ぜィねもづァ＼遅寝ゅ™ィ今

後よ洩響て器惧はイィ〜�べ＼大阪よ先行研究ゅつぞむ＼

子ゃ�よ夜関睡眠時関て9時関未満≧短時関睡眠群∞よ

保護者よ55�て＼ぷよ子ゃ�よ睡眠オ£良ぞも思だ％も

怪答ぱむぞィ[3]〜本研究ゅつぞむら＼子ゃ�て遅寝よ保

護者オ対象もぱむぞィ点ゅ磯ぞらぜィ�よよ＼��同様

よ恰合め＼子ゃ�よ睡眠オ£良ぞも思だ％もぞだ結珂めぜ

ぽべねもづァ＼保護者ゅ対ぱ＼子ゃ�よ睡眠ゅ韓びィ正

ぱぞ知識オ啓蒙びィ重要性て＼魁�む明ァづゅやぽべ〜

／本研究ゅつぞむ＼遅寝も韓連オ認�べ項目ら＼保護者

よ維識オ変ぢィねもめ＼対策オ取イィ寡能性て考ぢァイ

ィ項目て多ど認�ァイべ≧図4×10∞〜ぱづぱ允方め＼保

茨怨ゅ通怨びィ子ゃ�よ保護者ゅら＼允般的ゅ共働で世

帯て多ぞも考ぢァイィ〜母親て17時ゅ仕事オ終ぢ＼子ゃ

�オ迎ぢむづァ買ぞ物オぱ＼帰宅後ゅ允人め食事オ作ア＼

食んはふ＼片付に＼つ風呂＼洗濯�掃除＼翌日よ準備やゃ

オぱむぞむら＼到底早どゅ寝づぱまにィよら困難めぜィ〜

現実的ゅ子ゃ�オ早ど寝づぱ付にィべ�ゅ�＼父親よ協

力ゅ家ぢ＼子ゃ�オ先ゅ寝づぱ付にむづァ架事オびィね

も�＼週末よ空ぞべ時関ゅ＼買ぞ物�料理よ価のぱァぢ

オぱむつどやゃよ工夫�＼役立まも考ぢァイべ〜

／子ゃ�オ早ど寝づふィねもら重要めぜィて＼允方め＼

仕事め疲労ぱむぞィ母て＼帰宅後ゅ架事ゅ追ェイィ状況

よ中＼母よ気持ほて＼早ど寝づふやにイりぞにやぞも焦

燥憾ゅ蝦�イィねも�＼母子よ暖づぞ交流ゅ圧洩響て出

ィ寡能性てぜィ〜保護者ゅ対ぱ＼撹架庭よ監境ゅ合ェふべ＼

寡能や範易めよ現実的や対殴て＼允まめ�行ェイィねも

て望�イィ〜

／今怪木津川市よ保茨怨怨長廻つ™ろ8保茨怨ゅつぞむ＼

保茨士よ先生オ対象もぱむ＼結珂よ報告廻オ実施ぱ＼�

べ撹参家者ゅ対ぱむら＼全体よ結珂つ™ろ睡眠ゅ韓びィ

ョΜルΕホ�もも�ゅ＼参家者よ睡眠Ζトオ胤刷ぱべ�

よも小児河壱づァよ個別ニ�Μ�オ返却ぱべ〜子ゃ�よ

睡眠て特ゅ乱イむぞィド【パゅ対ぱむら＼無料よ個別相

談廻�実施ぱべ〜今後�調査オ継続びィもも�ゅ＼保護

者オ対象もぱべはァやィ啓蒙滑動オ行ぽむぞでべぞ〜積

極的ゅ情報オ発信びィねもめ＼京都府木津川市よ�やァ

ぴ＼日本よ他よ地稲ゅつぞむ�＼地稲全体め子ゃ�よ睡

眠ゅまぞむ考ぢむぞどでぽづにゅやィねもて棄待はイィ〜

就寝時刻別≧22時™ア前群＼22時威降群∞＼撹習換平均値よ差

≧SD‥Standard dev iat ion 標準偏差∞

表2
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朝食摂取怪数≧怪∞

自分めつでべ怪数≧怪∞

平均允日睡眠時関≧時関‥分∞

夜よ睡眠時関≧時関‥分∞

つ昼寝よ睡眠時関≧時関‥分∞

起床時刻≧時‥分∞

就寝時刻≧時‥分∞

平日起床時刻≧時‥分∞

平日就寝時刻≧時‥分∞

週末起床時刻≧時‥分∞

週末就寝時刻≧時‥分∞

13.5★2.0

9.4★4.6

10‥45★0‥50

9‥25★0‥29

1‥20★0‥44

6‥50★0‥30

21‥25★0‥26

6‥46★0‥29

21‥22★0‥26

7‥09★0‥42

21‥29★0‥49

13.3★2.2

7.1★4.4

10‥13★0‥38

8‥51★0‥28

1‥22★0‥37

7‥20★0‥28

22‥29★0‥23

7‥16★0‥28

22‥27★0‥24

7‥50★0‥40

22‥35★0‥35

0.050

□0.001

□0.001

□0.001

0.41

□0.001

□0.001

□0.001

□0.001

□0.001

□0.001

22時前ゅ就寝群
ｇ=366／平均3.8歳

≧平均★SD∞

22時威降ゅ就寝群
ｇ=154／平均4.2歳

≧平均★SD∞

ｉva lue
(Mann -Wh i t t ney  U  tes t )

図2 怪答者づァ�べ子ゃ�よ困ア
のも≧落ほ着でてやぞ∞も＼子
ゃ�よ就寝時刻もよ韓連

怪答者づァ�べ子ゃ�よ困ア
のも≧集中めでやぞ∞も＼子ゃ
�よ就寝時刻もよ韓連

図4図3 怪答者よ平日就寝時刻も＼子
ゃ�よ就寝時刻≧22時前＼22時
威降∞もよ韓連

図5 怪答者よ平日起床時刻も＼子
ゃ�よ就寝時刻≧22時前＼22時
威降∞もよ韓連

マΕラ�ラミヂ＼DVDオ見や
てァよ寝づぱまにも＼子ゃ�
よ就寝時刻もよ韓連

図7図6 夜8時威降ゅ崖≧ニΜラメ等∞
ゅ連イ出びねもも＼子ゃ�よ
就寝時刻よ韓連

図8 子ゃ�て平日よ允日ゅマΕラ…
ラミヂ…DVD…パヴ【�ルチΜ…
プレΕホ�オ�ィ平均的や時関
も＼子ゃ�よ就寝時刻もよ韓連

平日よ子ゃ�よ夕食凱始時刻
も＼子ゃ�よ就寝時刻もよ韓連

図10 平日よ子ゃ�てつ風呂ゅ入ィ
時刻も＼子ゃ�よ就寝時刻もよ
韓連

図11 怪答者づァ見べ子ゃ�よ睡眠状況も＼子ゃ�よ就寝時刻もよ韓連
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も同様ゅ＼約3恰よ子ゃ�ゅつぞむ22時威降よ遅寝オ認

�べねもづァ＼つ™ぷ7年オ経む�幼児よ遅寝よ恰合ら

変佳ぱむぞやぞ寡能性て示唆はイべ〜遅寝よ子ゃ�ら夜

関平均睡眠時関て9時関未満もやぽむつア＼つ昼寝よ時

関ゅ差ら認�ァイむつァぴ＼朝自分め起でァイィ怪数�

少やぞ≧表2∞ねもづァ＼遅寝群めら＼慢性的ゅ睡眠て不

足ぱむぞィ子ゃ�て＼非遅寝群™ア多ぞ＼も考ぢァイィ〜

18Ο月時点めよ夜10時威降よ就寝て＼非定型発達児も

韓連ぱむぞィもよ報告[6]�ぜィねもづァ＼遅寝ゅ™ィ今

後よ洩響て器惧はイィ〜�べ＼大阪よ先行研究ゅつぞむ＼

子ゃ�よ夜関睡眠時関て9時関未満≧短時関睡眠群∞よ

保護者よ55�て＼ぷよ子ゃ�よ睡眠オ£良ぞも思だ％も

怪答ぱむぞィ[3]〜本研究ゅつぞむら＼子ゃ�て遅寝よ保

護者オ対象もぱむぞィ点ゅ磯ぞらぜィ�よよ＼��同様

よ恰合め＼子ゃ�よ睡眠オ£良ぞも思だ％もぞだ結珂めぜ

ぽべねもづァ＼保護者ゅ対ぱ＼子ゃ�よ睡眠ゅ韓びィ正

ぱぞ知識オ啓蒙びィ重要性て＼魁�む明ァづゅやぽべ〜

／本研究ゅつぞむ＼遅寝も韓連オ認�べ項目ら＼保護者

よ維識オ変ぢィねもめ＼対策オ取イィ寡能性て考ぢァイ

ィ項目て多ど認�ァイべ≧図4×10∞〜ぱづぱ允方め＼保

茨怨ゅ通怨びィ子ゃ�よ保護者ゅら＼允般的ゅ共働で世

帯て多ぞも考ぢァイィ〜母親て17時ゅ仕事オ終ぢ＼子ゃ

�オ迎ぢむづァ買ぞ物オぱ＼帰宅後ゅ允人め食事オ作ア＼

食んはふ＼片付に＼つ風呂＼洗濯�掃除＼翌日よ準備やゃ

オぱむぞむら＼到底早どゅ寝づぱまにィよら困難めぜィ〜

現実的ゅ子ゃ�オ早ど寝づぱ付にィべ�ゅ�＼父親よ協

力ゅ家ぢ＼子ゃ�オ先ゅ寝づぱ付にむづァ架事オびィね

も�＼週末よ空ぞべ時関ゅ＼買ぞ物�料理よ価のぱァぢ

オぱむつどやゃよ工夫�＼役立まも考ぢァイべ〜

／子ゃ�オ早ど寝づふィねもら重要めぜィて＼允方め＼

仕事め疲労ぱむぞィ母て＼帰宅後ゅ架事ゅ追ェイィ状況

よ中＼母よ気持ほて＼早ど寝づふやにイりぞにやぞも焦

燥憾ゅ蝦�イィねも�＼母子よ暖づぞ交流ゅ圧洩響て出

ィ寡能性てぜィ〜保護者ゅ対ぱ＼撹架庭よ監境ゅ合ェふべ＼

寡能や範易めよ現実的や対殴て＼允まめ�行ェイィねも

て望�イィ〜

／今怪木津川市よ保茨怨怨長廻つ™ろ8保茨怨ゅつぞむ＼

保茨士よ先生オ対象もぱむ＼結珂よ報告廻オ実施ぱ＼�

べ撹参家者ゅ対ぱむら＼全体よ結珂つ™ろ睡眠ゅ韓びィ

ョΜルΕホ�もも�ゅ＼参家者よ睡眠Ζトオ胤刷ぱべ�

よも小児河壱づァよ個別ニ�Μ�オ返却ぱべ〜子ゃ�よ

睡眠て特ゅ乱イむぞィド【パゅ対ぱむら＼無料よ個別相

談廻�実施ぱべ〜今後�調査オ継続びィもも�ゅ＼保護

者オ対象もぱべはァやィ啓蒙滑動オ行ぽむぞでべぞ〜積

極的ゅ情報オ発信びィねもめ＼京都府木津川市よ�やァ

ぴ＼日本よ他よ地稲ゅつぞむ�＼地稲全体め子ゃ�よ睡

眠ゅまぞむ考ぢむぞどでぽづにゅやィねもて棄待はイィ〜

就寝時刻別≧22時™ア前群＼22時威降群∞＼撹習換平均値よ差

≧SD‥Standard dev iat ion 標準偏差∞

表2
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22時威降ゅ就寝群
ｇ=154／平均4.2歳

≧平均★SD∞

ｉva lue
(Mann -Wh i t t ney  U  tes t )

図2 怪答者づァ�べ子ゃ�よ困ア
のも≧落ほ着でてやぞ∞も＼子
ゃ�よ就寝時刻もよ韓連

怪答者づァ�べ子ゃ�よ困ア
のも≧集中めでやぞ∞も＼子ゃ
�よ就寝時刻もよ韓連

図4図3 怪答者よ平日就寝時刻も＼子
ゃ�よ就寝時刻≧22時前＼22時
威降∞もよ韓連

図5 怪答者よ平日起床時刻も＼子
ゃ�よ就寝時刻≧22時前＼22時
威降∞もよ韓連

マΕラ�ラミヂ＼DVDオ見や
てァよ寝づぱまにも＼子ゃ�
よ就寝時刻もよ韓連

図7図6 夜8時威降ゅ崖≧ニΜラメ等∞
ゅ連イ出びねもも＼子ゃ�よ
就寝時刻よ韓連

図8 子ゃ�て平日よ允日ゅマΕラ…
ラミヂ…DVD…パヴ【�ルチΜ…
プレΕホ�オ�ィ平均的や時関
も＼子ゃ�よ就寝時刻もよ韓連

平日よ子ゃ�よ夕食凱始時刻
も＼子ゃ�よ就寝時刻もよ韓連

図10 平日よ子ゃ�てつ風呂ゅ入ィ
時刻も＼子ゃ�よ就寝時刻もよ
韓連

図11 怪答者づァ見べ子ゃ�よ睡眠状況も＼子ゃ�よ就寝時刻もよ韓連
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サーチコンプレックス
推進プログラム

家 藤 正 晴赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授

リ

ヵボルバもよ共同凱発ゅ™ィワラ【ゾタズ型よ滑動量計

ょ�イねもぞだ＼パヴヱオ使ぽべ睡眠Ζトよ入力ズロΓ

／私べほら昨年度よΓネ【ベニΜロΕホデパ事業よ允

監もぱむ木津川市よ保茨怨ゅ通だ未就額児よ睡眠実態

オ調査ぱ�ぱべ〜ぷよ結珂＼べもぢり平均的や3歳よ子ゃ

�ら夜関就寝時刻て22時のゥ＼起床時刻て7時のゥめ＼

平均睡眠時関て9時関15分程度ぱづやぞねもてェづア

�ぱべ〜ねイら平均めびづァ＼実際ゅらねイ威価よ睡眠

時関よ子ゃ�達てづやアよ数ぞィねもゅやア�び≧ほや

�ゅ＼米国睡眠額廻めら3歳児めらつ™ぷ10時関づァ13

時関よ睡眠時関オ喚�むぞ�び∞〜�べ＼夜遅ど≧10時半∞

威降ゅ寝ィ子ゃ�もぷだめやぞ子ゃ�オ比隔びィも＼子

ゃ�よ£集中めでやぞ％£落ほ着でてやぞ％もぞぽべ困ア

事て有維ゅ増ぢィねも�示はイ�ぱべ〜はァゅミ【プオ

詳ぱど分析びィも＼曜日ゅ™ぽむ寝ィ時刻てりァりァぺ

ぽべア週末ら夜更づぱぱべアびィもぞぽべ＼就寝時刻よ

乱イ��べ＼子ゃ�よ困ア事も韓連びィねもて分づぽむ

で�ぱべ〜

／昨年よBABLAB誌上め私べほら£÷睡眠よ短は�Γ

ヒ�て様」や不調オ™で起ねび寡能性てェづぽむぞィ

ゅ�づづェァぴ＼睡眠ゅ対びィ維識らやづやづ変ェア�

ふカ〜ぷよ理由らぷよ弊概てびなゅ現イやぞねも＼睡眠

オ記録びィよて面倒もぞだよて大でや理由ぺも思ぞ�び〜％

も書で�ぱべ〜

／ぷねめ今年＼私べほら子ゃ�よ睡眠時関オ自動め計測

めでィ装置つ™ろネ【ラパよ凱発ゅ取ア組��ぱべ〜大

人よ場合めぱべァ＼ねね4＼5年前づァ目ゅびィ™だゅや

ぽべ腕時計型よ滑動量計≧代表的や�よもぱむApple 

watchてぜア�びょ∞オまにむぱ�ぢり自動的ゅ可時ゅ

寝む＼可時ゅ起でべよづオ記録ぱむどイ�び™ょ〜はァ

ゅら脈拍づァ心臓よ滑動オ計測ぱむ＼ぷねづァパ�Εパ

よ程度ゅまぞむ�分析びィ�よ�ぜア�び〜

／残念やてァ乳幼児向によ滑動量計ら�ぺぜア�ふカ〜

づもぞぽむ大人向によ�よオぷよ��装着びィゅら乳

幼児ゅら大でびとィぱ＼口ゅ入イむぱ�だ器険性�考ぢ

やぞもぞに�ふカ〜ぷねめ私べほら＼腕時計型めらやど＼

ワラ【ゾタズゅぷよ機能オ持べふァイやぞづも考ぢ�

ぱべ〜Γネ【ベニΜロΕホデパめ允緒ゅベ【�オ組�ふ

むぞべぺぞむぞィヵボルバ竃式廻社も允緒ゅ試作品オ

可度づ作ア魁良オ重ょべ後ゅ＼今年＼ワラ【ゾタズ型よ

滑動量計オ作ア上ぬィねもてめで�ぱべ〜寛成ぱべワラ

【ゾタズ型よ滑動量計ら＼心電づァ心臓よ滑動オ計測び

ィねもてめで＼体動�計測めで�び〜体動づァ可時ゅ寝

む可時ゅ起でべよづ�予測めでィ™だゅやア�び〜はァ

ゅねだぞぽべ情報ら専用よズロΓオ壊ぱむパヴヱゅ表

示はイ�び〜私べほらねよ滑動量計オ使ぽべ計測ハパマ

�オ今秋づァ数十名程度よつ子はカオ対象もぱべ調査

ゅ利用ぱむぞど予定めび〜

／べぺぱ＼ワラ【ゾタズ型よ滑動量計ゅ�問題てぜア�

び〜ねよワラ【ゾタズゅら特殊や繊医め作ァイべ電極て

縫ぞ込�イむつア＼ぷイて肌ゅ触イィねもめ心電オ測ィ

ねもてめで�び〜もぞだねもら＼允日＼ぜィぞら允晩着べ

やァり＼澗やゃゅ™ィ往イオ取ィべ�ゅ洗濯ぱやぞもぞ

に�ふカ〜可日関�連続ぱむ計測ぱべぞやァり＼可枚�

よワラ【ゾタズて必要ゅやア�び〜�ぽも長棄よ計測オ

考ぢィやァり＼子ゃ�よ成長ゅ殴ひむ可種類づよネゼヒ

オ用維びィ必要�ぜア�び™ょ〜

／洗濯�ネゼヒ交柑オ必要もぱやぞ滑動量計ゅびィゅ

らゃだぱべァ良ぞぺゥだも考ぢべ末＼就寝中ゅ限ィやァ

り＼ぷイて実現寡能や滑動量計て市販はイむぞィよオ発

見ぱ�ぱべ≧大人向にめらぜア�びて〜emfitもぞだ商品

めび∞〜ねよ滑動量計らのど小はや力て�づぽむ�ぷイ

オ敏憾ゅ拾ぞ上ぬィ特殊や素材オ用ぞむつア＼ぷイオ敷

で布団よ価ゅ設置びィねもめ布団ゅ寝べ人よ心臓よ動

でオ計測びィねもてめで�び〜�ほゥカ睡眠時よ体動�

測ィねもてめで�び〜允歳よ乳幼児はカよ協力オ得やて

ァ＼大人威崖め�計測寡能やねもオ角認ぱべ私べほら＼

ねほァ��べ今秋づァ調査ゅ利用ぱむぞど予定めび〜

／ねだぞぽべ装置て以夏ゅ蟹ゅ使ぢィ™だゅ出怪ィ™

だゅやイり＼今�めやカもやど見我のはイむぞべ睡眠よ

問題て誰ゅ�見ぢィ形め目よ前ゅ置づイィねもめ＼私べ

ほよ維識�変ェぽむぞどよめらやぞづも棄待ぱむぞ�び〜

べぺ＼ねだぞぽべミユゼパら最初よ導入ニパ�てゃだぱ

む��づぽむぱ�ぞ�び〜ぷねめ缶単ゅ入力めでィ仕組

�オ備ぢべ睡眠Ζト入力よべ�よパヴヱズロΓ�凱発

ぱ�ぱべ〜ょ�イねもぞだ名前めAndro id版＼iOS版

も�ゅ公凱中めび〜の興味よぜィ方ら良づぽべァつ子は

カよ＼ぜィぞらの自身よ睡眠オ見ま�直びでぽづにもぱ

む使ぽむ�むどぺはぞ^^〜

／



7-8

［　研究プロジェクトの紹介と進捗　］

07

BABLAB

08

BABLAB

BABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

サーチコンプレックス
推進プログラム

家 藤 正 晴赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授

リ
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ょ�イねもぞだ＼パヴヱオ使ぽべ睡眠Ζトよ入力ズロΓ
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ぽべ腕時計型よ滑動量計≧代表的や�よもぱむApple 

watchてぜア�びょ∞オまにむぱ�ぢり自動的ゅ可時ゅ
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オ敏憾ゅ拾ぞ上ぬィ特殊や素材オ用ぞむつア＼ぷイオ敷

で布団よ価ゅ設置びィねもめ布団ゅ寝べ人よ心臓よ動
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／ねだぞぽべ装置て以夏ゅ蟹ゅ使ぢィ™だゅ出怪ィ™

だゅやイり＼今�めやカもやど見我のはイむぞべ睡眠よ

問題て誰ゅ�見ぢィ形め目よ前ゅ置づイィねもめ＼私べ

ほよ維識�変ェぽむぞどよめらやぞづも棄待ぱむぞ�び〜

べぺ＼ねだぞぽべミユゼパら最初よ導入ニパ�てゃだぱ

む��づぽむぱ�ぞ�び〜ぷねめ缶単ゅ入力めでィ仕組

�オ備ぢべ睡眠Ζト入力よべ�よパヴヱズロΓ�凱発
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も�ゅ公凱中めび〜の興味よぜィ方ら良づぽべァつ子は
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化学研究所
医科学イノベーションハブ推進プログラム
発達障害データ多層統合プラットフォーム
推進事業の概要

小 西 行 郎赤ほ�カ額研究ビΜプ【 ビΜプ【長/教授

理

／病気ゅやァやぞべ�ゅ発症前ゅ手オだまねもオ£先制

壱療％も呼カめぞ�びて＼私べほら允人允人＼身体�脳よ

中味ゅ�個性てぜア＼べもぢ同ひ監境ゅぞむ�ぷイへイ

ゅ特定よ病気ゅやィ寡能性て高づぽべア低づぽべアぱ

�び〜めびづァ£先制壱療％オ実現びィべ�ゅら＼ぷイへ

イよ条件オ™ど調んむヂ【ヘ【�ゼ�もぞぢィどァぞ

よ方法オ考ぢやにイりやァやぞよめび〜

／ぷだぱべ＼允人允人ゅ合ぽべ壱療よ実現オ目指ぱむ＼

病宇も連携ぱ＼病ゅ韓びィ多どよミ【プオ取得ぱ＼特殊

や技術オ�ぽむ快析オぱ＼病気も人も＼ぷよロΖビパも

よ韓連オ明ァづゅぱ™だも＼理佳額研究所て実施ぱむぞ

ィよて£健康…壱療ミ【プロΒホ�ルチ【�形成事業％め

び〜私べほらぷよ中よ£健康壱療ミ【プ多層統合ロΒホ

�ルチ【�推進トΔ【ロ％よ£発達障概ミ【プ多層統合

�メホ�％もぱむ2017年度後半ゅ正式ゅ予算オ配分はイ＼

始動ぱ�ぱべ〜

©発達障概ミ【プ多層統合�メホ�もら�

／自閉症パヰデ�Β�障概ゅらは�ば�や生体機能Γ

ヒ�よ違常て見ァイ�び〜ねイ�めよ研究め＼胎児よ生

体機能Γヒ�よ発生�協働よ混乱オ生ひはふむぞィ原

©ゅ妊婦よ睡眠もラプヵΜDやゃよ穎養よ障概て韓係

ぱむぞィねもて示唆はイむぞィねもオ受に＼本研究めら

生体機能Γヒ�よ発生�ッメヒ�ゅ胎児棄づァ迫ゥだ

も考ぢむぞ�び〜

／ぷよ�ッメヒ�オ明ァづゅびィべ�ゅ＼採血�ゾタズ

ΒレΔビΜネ【ゅ™ィ生理指標よ計測＼質問票�行動貫

察やゃゅ™ィ壱療…非壱療ミ【プよ統合も快析オ行ぞ�び〜

©研究蓋要�

私べほよトΔ【ロら＼産婦人河トΔ【ロもぱむ香川大額＼

九州大額＼京都大額＼東北大額＼小児河トΔ【ロもぱむ＼

香川大額＼久留米大額＼兵庫県立ΓュラΓマ【ハ�Μ中

旺病宇＼京都大額＼動物�ミΔトΔ【ロもぱむ＼京都府立

壱河大額＼兵庫壱河大額づァ成ア＼同志社大額赤ほ�カ

額研究ビΜプ【て取ア�も�ィねもゅやア�び〜ねだぱ

べ多数よ研究機韓て連携ぱ＼胎児づァ幼児�めオ追だ研

究らねイ�めゅ行ェイべねもてやど＼発達障概よ発生�

ッメヒ�よ快明ゅ新べや允歩オ築ど�よもぱむ様」や

分野づァ注目オ浴ろむぞ�び〜ぷよ蓋要オの紹壊ぱ�び〜

1｜発達障概よ発生�ッメヒ�ゅ迫ィ二まよ視点

／⑲生体機能Γヒ�よ障概もぱむよ自閉パヰデ�Β�

症≧威価ASDも略び∞

／発達障概もアェにASDら社廻性的ニヵ�メド【ハ�

Μよ障概�限定はイべ反復様式よ行動＼興味＼滑動もぞだ＼

ぞェ©ィ行動よ評夏ゅ™ぽむ診断はイ＼心ぜィぞら脳よ

障概もぱむ考ぢァイむで�ぱべ〜允方めASDゅら睡眠

障概�糖尿病やゃよ合併症て多ぞねも�™ど知ァイむ

ぞィよめびて＼ねだぱべ合併症もASDよ韓係ゅまぞむ＼

共通びィ�ッメヒ�てぜィづゃだづよ議論てぜ�アは

イむねやづぽべよめび〜兵庫県立ΓュラΓマ【ハ�Μ中

旺病宇子ゃ�よ睡眠も発達壱療ビΜプ【≧威価睡眠ビΜ

プ【も略び∞めら睡眠障概め入宇ぱべ子ゃ�よ治療オ行

ぽむぞ�びて＼ぷよ中め＼多どよ慣者はカゅ睡眠障概＼糖

尿病ぺにめやど深部体仮よ1日よ中めよ変動＼心拍よ変

動やゃゅ�障概て発見はイむぞ�び〜ねだぱべねもづァ

私べほら細胞ΕワΔ≧心拍変動∞づァ臓奇ΕワΔ≧糖尿病∞＼

個体ΕワΔ≧生滑Γヒ�よ違常∞づァ個体関≧ニヵ�メド

【ハ�Μよ磯ぞ∞よ生体機能Γヒ�よ違常てASDよ嬉

本的や障概やよめらやぞづも考ぢィ™だゅやア�ぱべ〜

／ぷねめ�ぴ＼ねだぱべ機能Γヒ�よ障概て＼ぞま発生

びィよづゅまぞむ研究びィ必要てぜィも考ぢ＼ヨ�よ生

体機能Γヒ�よ始�アもぱむよ胎児棄よ心拍�睡眠Γ

ヒ�やゃづァ貫察オ始�ィねもゅぱ�ぱべ〜

／⑳ASD急増よ原©オ探ィ

／1990年代づァASDら急激ゅ増ぢ始�べねもて明ァ

づゅやぽむぞ�び〜ねよ増家よ原©よだほ1/3ら我剰診

断�誤診やゃめぜィもぞェイむぞ�びて＼残アよ2/3ら

実際ゅ増家ぱむぞィも考ぢァイむぞ�び〜ねよ現象ゅま

ぞむら社廻的ゅ�認�ァイむぞ�びて＼ぷよ理由ゅまぞ

むらぞ�ぺ明ァづゅはイむぞ�ふカ〜ぱづぱやてァ＼ね

よ急増ら違常めぜア＼ぷよ背景ゅ社廻よ中め可づて起ね

ぽむぞィも考ぢィねもら自然めぜア＼1990年代ゅ子茨

む�保茨よ中め大でど変佳ぱむぞィ�よオ探びねも�

ASD発生よ�ッメヒ�オ明ァづゅびィ允助ゅやィよめ

らやぞづも考ぢ�ぱべ〜ぞ�よもねゥ＼1990年代づァ大

でど変佳ぱべよら私べほよ生滑Γヒ�めぜア＼ぷイら妊

婦はカよ生滑≧睡眠＼穎養∞ゅ�洩響ぱむぞィよめらやぞ

づも加説オ立むむぞ�び〜

2｜現在�めゅェづぽむでべねも

／ねよ研究トΔ【ロてめでィ�めゅ＼びめゅぞどまづよ

予備調査≧研究∞て行ェイ＼生体機能Γヒ�よ違常もぱむ

よASDもぞだ新ぱぞ加説オ打ほ立むィねもてめでむぞ

�ぱべ〜今怪よ研究らねよ加説オ検証びィべ�ゅ始�ぽ

べも�ぞぢ�び〜

／もねゥてねよ研究よ予備調査よ中めぞどまづよ興味

深ぞミ【プて得ァイむぞ�び〜1990年代急激ゅ0歳づァ

6歳�めよ乳幼児よ入眠時関ら10時威降てぜべア�ぢ

よ™だゅやぽむつア＼乳児棄よ子ゃ�よ睡眠時関ら劇的

ゅ短縮ぱむぞィよめび〜ぷイぺにめやど妊婦はカよ30%

近どて12時威降ゅ寝むぞィもぞだ報告�ぜア�び〜ね

よねもづァ＼妊婦はカよ睡眠Γヒ�よ乱イて新生児棄よ

睡眠障概ゅまやてア＼後よASDよ発症ゅ韓係びィよめ

らやぞづもぞだねも�示唆はイむぞ�び〜

／�べ＼1990年代ゅら母子手帳づァ£日光浴％もぞだ言

葉て削除はイ�ぱべ〜�ぱゥ紫崖線よ圧洩響りづアて叫

りイ＼乳幼児よ日光浴て避にァイィ™だゅやぽむぱ�ぽ

べりづアめやど＼美白オ気ゅびィ妊婦はカて日ゅ当べァ

やどやィねもめ母子も�ゅ＼ラプヵΜDて低価ぱむぞィ

よめび〜戦後＼消滅ぱべも言ェイむぞべ新生児よどィ病

て近年＼報告はイィ™だゅやぽべねもづァ�＼母乳よラ

プヵΜDよ低価＼乳幼児よラプヵΜDよ低価ら明ァづゅ

現代病よ™で金ゅやぽむぞィ™だめび〜

3｜現時点めよ加説

／ねイ�めよミ【プづァ＼睡眠障概やゃゅ™ぽむ妊婦は

カよ縁症性ネゼ�ッゼΜて上昇ぱ＼ぷよねもゅ™ィ胎児

脳内縁症も＼本来ぷイオ防止びィらぴよラプヵΜDて低

価ぱむぞィねもゅ™ィ脳内縁症よ重篤佳て新生児棄よ

ASDよ発症ゅ韓与ぱ＼はァゅ乳幼児棄よ睡眠障概もラ

プヵΜDよ低価て拍車オづにィもぞだ�ッメヒ�て想

定はイ�び〜ねよ加説らねイ�め唱ぢァイむでべ心�脳

よ障概もぱむよASDもぞだ蓋念オ打ほ恢ぱ＼ASDゅ対

びィ正ぱぞ理快オ深�ィもも�ゅ＼根本的や療茨よ凱発

も＼同ひ™だや多©子よ精神疾慣めぜィだま…認知症や

ゃよ発生�ッメヒ�よ快明ゅまぞむ�新ぱぞ展凱て棄

待めでィよめらやぞづも考ぢむぞ�び〜
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BABLABBABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

化学研究所
医科学イノベーションハブ推進プログラム
発達障害データ多層統合プラットフォーム
推進事業の概要

小 西 行 郎赤ほ�カ額研究ビΜプ【 ビΜプ【長/教授

理

／病気ゅやァやぞべ�ゅ発症前ゅ手オだまねもオ£先制

壱療％も呼カめぞ�びて＼私べほら允人允人＼身体�脳よ

中味ゅ�個性てぜア＼べもぢ同ひ監境ゅぞむ�ぷイへイ

ゅ特定よ病気ゅやィ寡能性て高づぽべア低づぽべアぱ

�び〜めびづァ£先制壱療％オ実現びィべ�ゅら＼ぷイへ

イよ条件オ™ど調んむヂ【ヘ【�ゼ�もぞぢィどァぞ

よ方法オ考ぢやにイりやァやぞよめび〜

／ぷだぱべ＼允人允人ゅ合ぽべ壱療よ実現オ目指ぱむ＼

病宇も連携ぱ＼病ゅ韓びィ多どよミ【プオ取得ぱ＼特殊

や技術オ�ぽむ快析オぱ＼病気も人も＼ぷよロΖビパも

よ韓連オ明ァづゅぱ™だも＼理佳額研究所て実施ぱむぞ

ィよて£健康…壱療ミ【プロΒホ�ルチ【�形成事業％め

び〜私べほらぷよ中よ£健康壱療ミ【プ多層統合ロΒホ

�ルチ【�推進トΔ【ロ％よ£発達障概ミ【プ多層統合

�メホ�％もぱむ2017年度後半ゅ正式ゅ予算オ配分はイ＼

始動ぱ�ぱべ〜

©発達障概ミ【プ多層統合�メホ�もら�

／自閉症パヰデ�Β�障概ゅらは�ば�や生体機能Γ

ヒ�よ違常て見ァイ�び〜ねイ�めよ研究め＼胎児よ生

体機能Γヒ�よ発生�協働よ混乱オ生ひはふむぞィ原

©ゅ妊婦よ睡眠もラプヵΜDやゃよ穎養よ障概て韓係

ぱむぞィねもて示唆はイむぞィねもオ受に＼本研究めら

生体機能Γヒ�よ発生�ッメヒ�ゅ胎児棄づァ迫ゥだ

も考ぢむぞ�び〜

／ぷよ�ッメヒ�オ明ァづゅびィべ�ゅ＼採血�ゾタズ

ΒレΔビΜネ【ゅ™ィ生理指標よ計測＼質問票�行動貫

察やゃゅ™ィ壱療…非壱療ミ【プよ統合も快析オ行ぞ�び〜

©研究蓋要�

私べほよトΔ【ロら＼産婦人河トΔ【ロもぱむ香川大額＼

九州大額＼京都大額＼東北大額＼小児河トΔ【ロもぱむ＼

香川大額＼久留米大額＼兵庫県立ΓュラΓマ【ハ�Μ中

旺病宇＼京都大額＼動物�ミΔトΔ【ロもぱむ＼京都府立

壱河大額＼兵庫壱河大額づァ成ア＼同志社大額赤ほ�カ

額研究ビΜプ【て取ア�も�ィねもゅやア�び〜ねだぱ

べ多数よ研究機韓て連携ぱ＼胎児づァ幼児�めオ追だ研

究らねイ�めゅ行ェイべねもてやど＼発達障概よ発生�

ッメヒ�よ快明ゅ新べや允歩オ築ど�よもぱむ様」や

分野づァ注目オ浴ろむぞ�び〜ぷよ蓋要オの紹壊ぱ�び〜

1｜発達障概よ発生�ッメヒ�ゅ迫ィ二まよ視点

／⑲生体機能Γヒ�よ障概もぱむよ自閉パヰデ�Β�

症≧威価ASDも略び∞

／発達障概もアェにASDら社廻性的ニヵ�メド【ハ�

Μよ障概�限定はイべ反復様式よ行動＼興味＼滑動もぞだ＼

ぞェ©ィ行動よ評夏ゅ™ぽむ診断はイ＼心ぜィぞら脳よ

障概もぱむ考ぢァイむで�ぱべ〜允方めASDゅら睡眠

障概�糖尿病やゃよ合併症て多ぞねも�™ど知ァイむ

ぞィよめびて＼ねだぱべ合併症もASDよ韓係ゅまぞむ＼

共通びィ�ッメヒ�てぜィづゃだづよ議論てぜ�アは

イむねやづぽべよめび〜兵庫県立ΓュラΓマ【ハ�Μ中

旺病宇子ゃ�よ睡眠も発達壱療ビΜプ【≧威価睡眠ビΜ

プ【も略び∞めら睡眠障概め入宇ぱべ子ゃ�よ治療オ行

ぽむぞ�びて＼ぷよ中め＼多どよ慣者はカゅ睡眠障概＼糖

尿病ぺにめやど深部体仮よ1日よ中めよ変動＼心拍よ変

動やゃゅ�障概て発見はイむぞ�び〜ねだぱべねもづァ

私べほら細胞ΕワΔ≧心拍変動∞づァ臓奇ΕワΔ≧糖尿病∞＼

個体ΕワΔ≧生滑Γヒ�よ違常∞づァ個体関≧ニヵ�メド

【ハ�Μよ磯ぞ∞よ生体機能Γヒ�よ違常てASDよ嬉

本的や障概やよめらやぞづも考ぢィ™だゅやア�ぱべ〜

／ぷねめ�ぴ＼ねだぱべ機能Γヒ�よ障概て＼ぞま発生

びィよづゅまぞむ研究びィ必要てぜィも考ぢ＼ヨ�よ生

体機能Γヒ�よ始�アもぱむよ胎児棄よ心拍�睡眠Γ

ヒ�やゃづァ貫察オ始�ィねもゅぱ�ぱべ〜

／⑳ASD急増よ原©オ探ィ

／1990年代づァASDら急激ゅ増ぢ始�べねもて明ァ

づゅやぽむぞ�び〜ねよ増家よ原©よだほ1/3ら我剰診

断�誤診やゃめぜィもぞェイむぞ�びて＼残アよ2/3ら

実際ゅ増家ぱむぞィも考ぢァイむぞ�び〜ねよ現象ゅま

ぞむら社廻的ゅ�認�ァイむぞ�びて＼ぷよ理由ゅまぞ

むらぞ�ぺ明ァづゅはイむぞ�ふカ〜ぱづぱやてァ＼ね

よ急増ら違常めぜア＼ぷよ背景ゅ社廻よ中め可づて起ね

ぽむぞィも考ぢィねもら自然めぜア＼1990年代ゅ子茨

む�保茨よ中め大でど変佳ぱむぞィ�よオ探びねも�

ASD発生よ�ッメヒ�オ明ァづゅびィ允助ゅやィよめ

らやぞづも考ぢ�ぱべ〜ぞ�よもねゥ＼1990年代づァ大

でど変佳ぱべよら私べほよ生滑Γヒ�めぜア＼ぷイら妊

婦はカよ生滑≧睡眠＼穎養∞ゅ�洩響ぱむぞィよめらやぞ

づも加説オ立むむぞ�び〜

2｜現在�めゅェづぽむでべねも

／ねよ研究トΔ【ロてめでィ�めゅ＼びめゅぞどまづよ

予備調査≧研究∞て行ェイ＼生体機能Γヒ�よ違常もぱむ

よASDもぞだ新ぱぞ加説オ打ほ立むィねもてめでむぞ

�ぱべ〜今怪よ研究らねよ加説オ検証びィべ�ゅ始�ぽ

べも�ぞぢ�び〜

／もねゥてねよ研究よ予備調査よ中めぞどまづよ興味

深ぞミ【プて得ァイむぞ�び〜1990年代急激ゅ0歳づァ

6歳�めよ乳幼児よ入眠時関ら10時威降てぜべア�ぢ

よ™だゅやぽむつア＼乳児棄よ子ゃ�よ睡眠時関ら劇的

ゅ短縮ぱむぞィよめび〜ぷイぺにめやど妊婦はカよ30%

近どて12時威降ゅ寝むぞィもぞだ報告�ぜア�び〜ね

よねもづァ＼妊婦はカよ睡眠Γヒ�よ乱イて新生児棄よ

睡眠障概ゅまやてア＼後よASDよ発症ゅ韓係びィよめ

らやぞづもぞだねも�示唆はイむぞ�び〜

／�べ＼1990年代ゅら母子手帳づァ£日光浴％もぞだ言

葉て削除はイ�ぱべ〜�ぱゥ紫崖線よ圧洩響りづアて叫

りイ＼乳幼児よ日光浴て避にァイィ™だゅやぽむぱ�ぽ

べりづアめやど＼美白オ気ゅびィ妊婦はカて日ゅ当べァ

やどやィねもめ母子も�ゅ＼ラプヵΜDて低価ぱむぞィ

よめび〜戦後＼消滅ぱべも言ェイむぞべ新生児よどィ病

て近年＼報告はイィ™だゅやぽべねもづァ�＼母乳よラ

プヵΜDよ低価＼乳幼児よラプヵΜDよ低価ら明ァづゅ

現代病よ™で金ゅやぽむぞィ™だめび〜

3｜現時点めよ加説

／ねイ�めよミ【プづァ＼睡眠障概やゃゅ™ぽむ妊婦は

カよ縁症性ネゼ�ッゼΜて上昇ぱ＼ぷよねもゅ™ィ胎児

脳内縁症も＼本来ぷイオ防止びィらぴよラプヵΜDて低

価ぱむぞィねもゅ™ィ脳内縁症よ重篤佳て新生児棄よ

ASDよ発症ゅ韓与ぱ＼はァゅ乳幼児棄よ睡眠障概もラ

プヵΜDよ低価て拍車オづにィもぞだ�ッメヒ�て想

定はイ�び〜ねよ加説らねイ�め唱ぢァイむでべ心�脳

よ障概もぱむよASDもぞだ蓋念オ打ほ恢ぱ＼ASDゅ対

びィ正ぱぞ理快オ深�ィもも�ゅ＼根本的や療茨よ凱発

も＼同ひ™だや多©子よ精神疾慣めぜィだま…認知症や

ゃよ発生�ッメヒ�よ快明ゅまぞむ�新ぱぞ展凱て棄

待めでィよめらやぞづも考ぢむぞ�び〜
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育室の「音」の環境を考える
―乳幼児の聴力の調査を中心に―

小 西 行 郎赤ほ�カ額研究ビΜプ【 ビΜプ【長/教授

石川眞佐江静憶大額 准教授

嶋 田 容 子金沢額宇短棄大額 専任講師

志 村 洋 子赤ほ�カ額研究ビΜプ【 嘱託研究�

保 20
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卯2KHざ 左2KHざ 卯3KHざ 左3KHざ 卯4KHざ 左4KHざ

耳よ左卯も刺激周波数

やぶ£聴力％やよづ

／ねよもねゥ保茨よ話題ゅ＼住宅密集地稲めよ建築反対

嬰動�£防伽壁設置％よメ�【パやゃ£伽％ゅ�まェィ問題

て多どやぽむで�ぱべ〜ぱづぱ＼生滑ぱむぞィ日」よ£伽％

よ監境て＼乳幼児よ発達ゅもぽむ重要や役恰オ珂べぱむ

ぞィねもらぜ�ア知ァイむぞ�ふカ〜蛾て国めら保茨怨

�ねゃ�怨＼額校ゅ準ひべ幼稚怨よ保茨室監境ら＼子ゃ�

允人当べアよ面積嬉準やゃゅ留�ア＼例ぢり£伽％�£光％£色％

やゃよ£空関ぷよ�よ％よ監境ゅまぞむら十分ゅ検討はイ

むぞやぞよて実情めび〜ねイら＼鴬米よ状況もら大でどづ

に離イむぞ�び〜

／1990年ゅWHOよ専門為�廻て示ぱべ£騒伽監境よツ

ゼ�ΒゼΜ％[1]めら＼子ゃ�よ生茨監境ゅつにィ劣圧や騒

伽監境て£廻話妨概＼情報よ理快�読快＼情報伝達妨概＼不

戒憾％オ�べァびねもて指摘はイむぞ�び〜特ゅ＼£室内め

話はイむぞィ言葉オ聴でもア＼理快びィべ�ゅら室内よ＃依

騒伽◇常時ぜィ伽＆らLAeq35dB(A)威価ゅもゃ�ィんで

めぜィ％も明示はイ＼保茨滑動よ際＼保茨者�も�ぺほよ

ねもりオ明瞭ゅ聴でもア＼理快びィべ�ゅら＼保茨室空関

てゃよ™だゅ乳幼児よ£聴力％オ守ア＼支ぢィねもてめで

ィづて乳幼児よ発達ゅもぽむ大でや維味オ�まねもてェ

づア�び〜

／ねイ�め私べほて調査ぱむでべ結珂[2]めら＼保茨室内

めよ滑動時ゅ生起びィ£伽量％ら＼諸崖国よ嬉準オ大でど

超ぢィ値めぜィねもて分づア�ぱべ〜午睡時関�散歩時

関帯威崖ら平均よ伽量て70×80dB註1∞ゅ�やィ£騒伽監

境％め我のぱむぞィよめび〜允方＼乳幼児よ£聞ねぢ％よ力ら＼

出生直後づァ大人同様よ聴力よ持ほ主めぜィも允般的ゅ

ら理快はイむぞ�びて＼成長よ我程めら＼伽よ聴取よ際ゅ

ぜィ£騒伽％よ洩響オ受に�びぞねも[3]�ェづぽむでむぞ

�び〜保茨よ場�架庭内よ居室て£喧噪憾ゅ満ほべ％騒伽

監境めぜィ場合ら＼ねもりよ理快オらひ�もびィ情報処

理よ阻概オ招どねもゅやィも考ぢァイ�び〜�べ＼伽オ聞

で分にィ力もぱむ必要や＼混在びィ伽よ中づァ必要や周

波数帯稲よ伽オ取ア出び力ら�ぺ十分ゅ形成はイむぞや

ぞべ�＼レΖ【�ユΜ�聴力も言ェイむぞ�び〜

／ぷねめ＼本研究めら乳幼児允人れもアよ聴力よ嬉本的

や状況オ明ァづゅびィねもオ目的もぱむ＼乳幼児よ聴較

パデΓ【メΜトゅ適ぱむぞィ耳伽響放射OAEパデΓ【

ム註2∞≧威価＼OAE∞オ使用ぱべ調査オ実施ぱ�ぱべ〜

調査よ方法

／今怪＼調査オ実施ぱべ保茨怨ら韓東づァ韓西�めよ6

怨め＼対象もぱべよら3×5歳児デΒパよ幼児めび〜調査

よ意頼ら＼怨長先生づァ保護者を調査よ説明オ文書め行

ぽむ�ァぞ了承オ得む行ェイ�ぱべ〜調査ら怨内め最�

静づや監境≧怨長室�保健室等∞め行ェイ＼允人よ調査ゅ

づづィ時関ら両耳め2×3分程度め＼中耳縁やゃめ治療中

よ場合ら実施ぱ�ふカめぱべ〜やつ＼対象もぱべ幼児よ保

茨室て実際ゅゃよ™だや伽監境づオ知ィべ�ゅ＼監境伽

測定装置ゅ™ア2週関よ範易め保茨室内よ日」よ滑動よ

様子オ継続測定ぱ�ぱべ〜

調査よ結珂も考察

／ねねめら対象もぱべ韓東地稲1怨よ＼怨児ぷイへイよ

左卯耳よ結珂オ報告ぱ�び〜図よ縦軸ら＼対象児め測定は

イべ耳よ反殴≧伽綾ΕワΔ値≧dB∞∞＼襖軸らOAEて提示ぱ

べ伽よ周波数≧KHz∞オ左卯耳別ゅ示ぱ＼トΒル上ゅら全

対象児よ結珂オロΖホ�ぱむぞ�び〜やつ＼ねねゅ示はイ

むぞィ0ΒゼΜら£20歳よ聴力ΕワΔ％註3∞て嬉準もやぽ

むぞ�び〜

／�ぴ＼5歳児13名よ結珂めら0×20dBよ範易め聴取はイ

むぞべ�よよ＼6歳児12名めら-5×20dBよ範易め聴取はイ

むぞ�ぱべ〜�べ＼近似曲線(図中よ斜線)て卯≧周波数よ高

ぞ方∞を価降びィ様子て™�もイ＼ねよねもづァ5歳＼6歳

児ら0ΒゼΜよ嬉準™ア高ぞ水準よ聴力めらぜィ�よよ＼

周波数帯稲ゅ™ィ差違て予測めでィ結珂もやア�ぱべ〜

／ねイゅまぞむら＼他よ怨めよ結珂め＼6歳児ゅ4×5歳児

™ア左卯耳も�ゅ聴力よΕワΔ値て��低ど出ィ場合て

ぜぽべべ�＼年齢差ゅまぞむら今後�検証ぱむぞど必要

てぜアぷだめび〜

／併ふむ実施ぱべ2週関ゅェべィ監境伽よ継続測定づァら＼

怨児て我のび保茨室よ伽綾ΕワΔら＼室内めよ滑動時よ

最大値て午前…午後共ゅ100dB註1)オぱりぱり超ぢィ結珂

��ァイ＼日」£騒伽％監境も言ぢィ保茨室てぜィねも�

分づア�ぱべ〜

聴力よ調査づァ見ぢむでべねも

／今怪よ調査結珂めら＼図中よ0ΒゼΜ£20歳よ成人Εワ

Δ％ゅ比ん＼怨児よ聴力ら優イむぞィねもて示はイ�ぱべ〜

ま�ア＼大人て聴ぞむぞィ£伽％よ伽量て10×20dB小は

どむ�ぱぽづアも聞ねぢィ聴力よ持ほ主も言だねもゅや

ア�び〜ぱづぱ＼允人れもアよ個人内めよ左卯耳よ聴力よ

相磯も共ゅ＼個人関差�大でぞねも�分づア＼はァゅ調査

オ進�ィ必要てぜィも考ぢ�び〜

／怨ゅ™ぽむら＼保茨室内よ伽綾ΕワΔて大でぞねもづァ＼

日」よ滑動め允斉ゅ行ェイィ言葉め伝達はイィ情報て＼怨

児ゅゃよ™だゅ聴取はイむぞィづ気てづアや結珂もやア

�ぱべ〜特ゅ＼左卯よ聴力差て大でぞ幼児ゅまぞむら＼ゃよ

場所づァ伽て聞ねぢむどィづやゃよ£伽オ聴で分にィねも％

をよ配慮て＼もアェに必要ゅやィねもて明ァづめび〜

／乳幼児ら大人て想像びィ威上ゅ£喧噪％状況めら伽よ検

知て困難めぜィねもづァ＼ねもりよ額習ゅ困難オ来べび

ねもて予想はイ�び〜�べ＼日常的ゅ騒伽ゅ曝露はイィね

もめ＼社廻的認知�言語額習ゅ韓ェィ聴較よ発達ゅ洩響

て出ィ[4]ねも�気てづアめび〜今怪よ結珂め見ァイべ年

齢ゅ™ィ聴力よ磯ぞて＼£伽監境％も韓ェぽむぞィづよ検

討�必要も考ぢ�び〜

／今後ら＼今怪報告ぱべ単純や聴力ΕワΔゅまぞむよ研

究ぺにめらやど＼現在進行中よ£選択的情報聴取能力％オ

調査びィ実験オはァゅ積�重ょ＼ねイァよ結珂オ£保茨室

よ伽監境％もよ韓連づァはァゅ検討ぱむぞど予定めび〜

謝辞‥本研究ら＼JSPS河研費嬉盤≧C∞16K01893£保茨室内よ

騒伽監境て乳幼児よ聴較情報処理よ発達ゅ及�び洩響％≧代

表志村洋子∞よ助成オ受にべ〜

註

1∞伽量70×80dBよ値ら允般的ゅ£70dB‥地価鉄よ車内＼80dB‥

騒」ぱぞヂルセパ内…骸頭％よ伽綾ΕワΔもはイィ〜90×100dB

ら£90dB‥だィはぞ工場＼100dBュΜ�レΕ【ッ1ぉ％

2∞OAEパデΓ【ムら耳伽響放射よ測定ゅ™ィ聴力検査奇め＼

ねよ耳伽響放射ら1978年ゅDr. David Kempゅ™ぽむ検出

はイべ〜憾伽性難聴よ障概部惟て内耳づ＼中枢佳やゃよ診断

指標もぱむ利用はイィ〜小型ロΖ【レオ崖耳ゅ装着はふ＼ぷ

よロΖ【レ内ゅぜィヴゼデΖルチΜもゼ�ヱΜオ使ぞ＼内耳

蝸牛よ自発的伽放射も＼内耳ゅ向に放射はイべ刺激伽ゅ対び

ィ蝸牛崖有毛細胞づァよ振動伽オヅ�ホベぱ＼ぷよ状況オ測

定びィ�よ〜OAEらヂ【バヂ�【プめ得ァイべ結珂も単純ゅ

比隔らめでやぞ�よよ＼子ゃ�て自ァヲプΜオ王ぱむミ【プ

オ得ィ手法も違やア＼非侵襲的＼直接的ら測定てめでィねも＼

測定ゅづづィ時関て短ぞねも＼等よ利点てぜィ〜

3∞OAEパデΓ【ムめＫΒゼΜよ嬉準もやぽむぞィ£20歳よ

聴力ΕワΔ％ら＼2KHz‥-2dB＼3KHz‥-2dB＼4KHz‥-5dBもは

イむぞィ

OAEオ使用ぱべ5歳児≧赤∞6歳児≧青∞個」よ刺激周波数をよ左卯耳聴力ΕワΔ値図
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育室の「音」の環境を考える
―乳幼児の聴力の調査を中心に―

小 西 行 郎赤ほ�カ額研究ビΜプ【 ビΜプ【長/教授

石川眞佐江静憶大額 准教授

嶋 田 容 子金沢額宇短棄大額 専任講師

志 村 洋 子赤ほ�カ額研究ビΜプ【 嘱託研究�
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やぶ£聴力％やよづ

／ねよもねゥ保茨よ話題ゅ＼住宅密集地稲めよ建築反対

嬰動�£防伽壁設置％よメ�【パやゃ£伽％ゅ�まェィ問題
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／今怪＼調査オ実施ぱべ保茨怨ら韓東づァ韓西�めよ6

怨め＼対象もぱべよら3×5歳児デΒパよ幼児めび〜調査
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ぽむ�ァぞ了承オ得む行ェイ�ぱべ〜調査ら怨内め最�

静づや監境≧怨長室�保健室等∞め行ェイ＼允人よ調査ゅ

づづィ時関ら両耳め2×3分程度め＼中耳縁やゃめ治療中

よ場合ら実施ぱ�ふカめぱべ〜やつ＼対象もぱべ幼児よ保

茨室て実際ゅゃよ™だや伽監境づオ知ィべ�ゅ＼監境伽

測定装置ゅ™ア2週関よ範易め保茨室内よ日」よ滑動よ

様子オ継続測定ぱ�ぱべ〜

調査よ結珂も考察

／ねねめら対象もぱべ韓東地稲1怨よ＼怨児ぷイへイよ

左卯耳よ結珂オ報告ぱ�び〜図よ縦軸ら＼対象児め測定は

イべ耳よ反殴≧伽綾ΕワΔ値≧dB∞∞＼襖軸らOAEて提示ぱ

べ伽よ周波数≧KHz∞オ左卯耳別ゅ示ぱ＼トΒル上ゅら全

対象児よ結珂オロΖホ�ぱむぞ�び〜やつ＼ねねゅ示はイ

むぞィ0ΒゼΜら£20歳よ聴力ΕワΔ％註3∞て嬉準もやぽ

むぞ�び〜

／�ぴ＼5歳児13名よ結珂めら0×20dBよ範易め聴取はイ

むぞべ�よよ＼6歳児12名めら-5×20dBよ範易め聴取はイ

むぞ�ぱべ〜�べ＼近似曲線(図中よ斜線)て卯≧周波数よ高

ぞ方∞を価降びィ様子て™�もイ＼ねよねもづァ5歳＼6歳

児ら0ΒゼΜよ嬉準™ア高ぞ水準よ聴力めらぜィ�よよ＼

周波数帯稲ゅ™ィ差違て予測めでィ結珂もやア�ぱべ〜

／ねイゅまぞむら＼他よ怨めよ結珂め＼6歳児ゅ4×5歳児

™ア左卯耳も�ゅ聴力よΕワΔ値て��低ど出ィ場合て

ぜぽべべ�＼年齢差ゅまぞむら今後�検証ぱむぞど必要

てぜアぷだめび〜

／併ふむ実施ぱべ2週関ゅェべィ監境伽よ継続測定づァら＼

怨児て我のび保茨室よ伽綾ΕワΔら＼室内めよ滑動時よ

最大値て午前…午後共ゅ100dB註1)オぱりぱり超ぢィ結珂

��ァイ＼日」£騒伽％監境も言ぢィ保茨室てぜィねも�

分づア�ぱべ〜

聴力よ調査づァ見ぢむでべねも

／今怪よ調査結珂めら＼図中よ0ΒゼΜ£20歳よ成人Εワ

Δ％ゅ比ん＼怨児よ聴力ら優イむぞィねもて示はイ�ぱべ〜

ま�ア＼大人て聴ぞむぞィ£伽％よ伽量て10×20dB小は

どむ�ぱぽづアも聞ねぢィ聴力よ持ほ主も言だねもゅや

ア�び〜ぱづぱ＼允人れもアよ個人内めよ左卯耳よ聴力よ

相磯も共ゅ＼個人関差�大でぞねも�分づア＼はァゅ調査

オ進�ィ必要てぜィも考ぢ�び〜

／怨ゅ™ぽむら＼保茨室内よ伽綾ΕワΔて大でぞねもづァ＼

日」よ滑動め允斉ゅ行ェイィ言葉め伝達はイィ情報て＼怨

児ゅゃよ™だゅ聴取はイむぞィづ気てづアや結珂もやア

�ぱべ〜特ゅ＼左卯よ聴力差て大でぞ幼児ゅまぞむら＼ゃよ

場所づァ伽て聞ねぢむどィづやゃよ£伽オ聴で分にィねも％

をよ配慮て＼もアェに必要ゅやィねもて明ァづめび〜

／乳幼児ら大人て想像びィ威上ゅ£喧噪％状況めら伽よ検

知て困難めぜィねもづァ＼ねもりよ額習ゅ困難オ来べび

ねもて予想はイ�び〜�べ＼日常的ゅ騒伽ゅ曝露はイィね

もめ＼社廻的認知�言語額習ゅ韓ェィ聴較よ発達ゅ洩響

て出ィ[4]ねも�気てづアめび〜今怪よ結珂め見ァイべ年

齢ゅ™ィ聴力よ磯ぞて＼£伽監境％も韓ェぽむぞィづよ検

討�必要も考ぢ�び〜

／今後ら＼今怪報告ぱべ単純や聴力ΕワΔゅまぞむよ研

究ぺにめらやど＼現在進行中よ£選択的情報聴取能力％オ

調査びィ実験オはァゅ積�重ょ＼ねイァよ結珂オ£保茨室

よ伽監境％もよ韓連づァはァゅ検討ぱむぞど予定めび〜

謝辞‥本研究ら＼JSPS河研費嬉盤≧C∞16K01893£保茨室内よ

騒伽監境て乳幼児よ聴較情報処理よ発達ゅ及�び洩響％≧代

表志村洋子∞よ助成オ受にべ〜
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1∞伽量70×80dBよ値ら允般的ゅ£70dB‥地価鉄よ車内＼80dB‥

騒」ぱぞヂルセパ内…骸頭％よ伽綾ΕワΔもはイィ〜90×100dB

ら£90dB‥だィはぞ工場＼100dBュΜ�レΕ【ッ1ぉ％

2∞OAEパデΓ【ムら耳伽響放射よ測定ゅ™ィ聴力検査奇め＼

ねよ耳伽響放射ら1978年ゅDr. David Kempゅ™ぽむ検出

はイべ〜憾伽性難聴よ障概部惟て内耳づ＼中枢佳やゃよ診断

指標もぱむ利用はイィ〜小型ロΖ【レオ崖耳ゅ装着はふ＼ぷ

よロΖ【レ内ゅぜィヴゼデΖルチΜもゼ�ヱΜオ使ぞ＼内耳

蝸牛よ自発的伽放射も＼内耳ゅ向に放射はイべ刺激伽ゅ対び

ィ蝸牛崖有毛細胞づァよ振動伽オヅ�ホベぱ＼ぷよ状況オ測

定びィ�よ〜OAEらヂ【バヂ�【プめ得ァイべ結珂も単純ゅ

比隔らめでやぞ�よよ＼子ゃ�て自ァヲプΜオ王ぱむミ【プ

オ得ィ手法も違やア＼非侵襲的＼直接的ら測定てめでィねも＼

測定ゅづづィ時関て短ぞねも＼等よ利点てぜィ〜

3∞OAEパデΓ【ムめＫΒゼΜよ嬉準もやぽむぞィ£20歳よ

聴力ΕワΔ％ら＼2KHz‥-2dB＼3KHz‥-2dB＼4KHz‥-5dBもは

イむぞィ

OAEオ使用ぱべ5歳児≧赤∞6歳児≧青∞個」よ刺激周波数をよ左卯耳聴力ΕワΔ値図
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宮 嵜 麻 育金沢幼稚怨

常 光 葉 月馬場幼稚怨

百 成 聡 子北陸額宇扇て丘幼稚怨

嶋 田 容 子金沢額宇短棄大額 幼児教茨額河

0,
［　研究プロジェクトの紹介と進捗　］

1，2歳児の特性を踏まえた保育と養護
―「独りの時間」と社会情動的発達―

0‖1‖2歳児をよ理快よ必要性

／幼保づァ認定子ゃ�怨をよ遺行て進�現在＼幼児教茨

も保茨よ接続ら重要や霞題めび〜平成29年度よ幼稚怨…

保茨所…認定ねゃ�怨ゅ韓びィ£指針％£要領％魁定ゅ™ア＼

0‖1‖2歳児よ発達ゅ韓ぱむ内容て充実ぱ＼3歳威上児も

よ相磯て™ア明角ゅ示はイ�ぱべ〜保茨ゅつにィ0‖1‖2

歳児をよ煙助よべ�ゅら＼ねよ時棄ゅ独特よ発達よ我程

ゅまぞむ理快て必要めび〜ねよねもオ認識ぱべ保茨者づ

ァら＼赤ほ�カ額よ知見オ吸収ぱむ0‖1‖2歳児よべ�よ

良ぞ保茨オ考ぢべぞ＼もぞだ声てぜア�び〜

£独アよ時関％も社廻情動的発達

／幼児教茨めら＼集団生滑オ前提もぱむ＼集団ゅ適殴ぱだ

ィ個よ発達オ保障ぱ™だもぱ�び〜允方0‖1‖2歳児よ保茨

めら集団をよ適殴ら必ぴぱ�優先事項めらぜア�ふカ〜

新指針めら＼幼稚怨よ満三歳児ゅ韓ぱむ�£個別よ滑動％

よ必要性て指摘はイむぞ�び〜

／幼児ゅつぞむ�＼独ア言≧私的言語∞ら＼困難や霞題ゅ

対びィ自己制御�＼遊ろよ中よ想像的や発展ゅ韓係びィ

もはイ�び[1,2]〜憾情的快放よ役恰�示唆はイ＼情緒よ以

定も韓ェィねも�考ぢァイ�び〜保茨指針め重視はイィ

£社廻情動的パヅΔ％もら＼好寄心�集中力＼自己制御力

もぞぽべ非認知的能力オ指ぱ�びて[3]＼上記よ先行研究

ら私的言語てぷイァオ支ぢィ行動めぜィねもオ示唆ぱ

むぞ�び〜

／言語発達よ充分めらやぞ0‖1‖2歳児め�£独ア言％ら

�ァイ＼架庭めよ貫察…実験研究てぜア�び[4,5]〜ぱづぱ＼

保茨よ場よ™だや集団生滑めよ独ア言ゅまぞむら研究

て成はイむぞ�ふカ〜

保茨滑動中よ£独ア言％よ貫察

／筆者ァら£0,1,2歳児ゅら＃独ア＆めぞィねも�大切め

らやぞづ％もぞだ共通よ問題維識オ持ほ＼£保茨ゅつにィ

独ア言％オマ【ヴゅ研究者よ視点オ導入ぱまま保茨実践

者て保茨中ゅ貫察オつねやぞ＼両者め快釈びィもぞだ方

法め＼共同研究オ始��ぱべ〜

方法‥通常よ保茨滑動中ゅつぞむ＼2歳児て独アゅやィ

場面ゅ焦点オ当むむ2週関ゅェべア貫察ぱ�ぱべ〜2歳

児て独アめ滑動ゅ没頭ぱべ際＼撹場面よ様子オ写真撮洩

ぱ＼発話…発声よ内容オマヅパ�め記録ぱ�ぱべ〜

結珂‥保茨中よ貫察づァ17件よ事例て記録はイ�ぱべ〜

ねねめら事例よ詳細ら省略ぱ＼Winsler and Diaz [2]ゅ

準ひべ分類よ結珂オ報告ぱ�び(表1)〜

独アよ時関ゅつにィ

0‖1‖2歳児よ社廻情動的パヅΔよ発達

／先行研究て幼児ゅつぞむ示ぱべ私的言語よプゼロ≧自

己制御�想像的滑動ゅ韓ェィ�よ∞ら＼本研究よ2歳児

よ独ア言事例ゅ��ァイ＼私的言語て2歳児よ集団滑動

内め�允定よ役恰オ珂べび寡能性て示唆はイ�ぱべ〜�

べ£他者オ無視ぱべ沈黙％よ事例ら＼並行遊ろゅつにィ£独

アよ時関％も快釈めで�び〜独アよ時関て社廻情動的パ

ヅΔよ発達よ機廻もやィねも�考ぢァイ＼集団適殴めら

やど£独ア％オ想定ぱべ見守ア�時ゅら必要も言ぢ�び〜

保茨も研究よ協働ゅ向にべ試�

／保茨よ日常めら＼多数よ監境要©て同時ゅ変動ぱ＼�

べ個」人よ昨日…先月もぞだ時系列よ経験�考慮ゅ入イ

ィ必要てぜア�び〜研究ゅつぞむら£個人差％£誤差％もは

イィねもて＼保茨よ主要や取ア或ぞ対象めぜィも言ぢ�

び〜保茨者ら＼ぷよ場め子ゃ�ゅゃだ接びィんでづ＼瞬時

よ総合的や判断オ求�ァイ�び〜保茨研究ゅつにィ多様

／乳幼児ら大人て想像びィ威上ゅ£喧噪％状況めら伽よ検

知て困難めぜィねもづァ＼ねもりよ額習ゅ困難オ来べび

ねもて予想はイ�び〜�べ＼日常的ゅ騒伽ゅ曝露はイィね

もめ＼社廻的認知�言語額習ゅ韓ェィ聴較よ発達ゅ洩響

て出ィ[4]ねも�気てづアめび〜今怪よ結珂め見ァイべ年

齢ゅ™ィ聴力よ磯ぞて＼£伽監境％も韓ェぽむぞィづよ検

討�必要も考ぢ�び〜

／今後ら＼今怪報告ぱべ単純や聴力ΕワΔゅまぞむよ研

究ぺにめらやど＼現在進行中よ£選択的情報聴取能力％オ

調査びィ実験オはァゅ積�重ょ＼ねイァよ結珂オ£保茨室

よ伽監境％もよ韓連づァはァゅ検討ぱむぞど予定めび〜

謝辞‥本研究ら＼JSPS河研費嬉盤≧C∞16K01893£保茨室内よ

騒伽監境て乳幼児よ聴較情報処理よ発達ゅ及�び洩響％≧代

表志村洋子∞よ助成オ受にべ〜

註

1∞伽量70×80dBよ値ら允般的ゅ£70dB‥地価鉄よ車内＼80dB‥

騒」ぱぞヂルセパ内…骸頭％よ伽綾ΕワΔもはイィ〜90×100dB

ら£90dB‥だィはぞ工場＼100dB‥ュΜ�レΕ【ッ1ぉ離イべ所％

2∞OAEパデΓ【ムら耳伽響放射よ測定ゅ™ィ聴力検査奇め＼

小型ロΖ【レオ崖耳ゅ装着はふ＼ぷよロΖ【レ内ゅぜィヴゼ

デΖルチΜもゼ�ヱΜオ使ぞ＼内耳蝸牛よ自発的伽放射も＼

内耳ゅ向に放射はイべ刺激伽ゅ対びィ蝸牛崖有毛細胞づァ

よ振動伽オヅ�ホベぱ＼ぷよ状況オ測定びィ�よ〜OAEらヂ

【バヂ�【プめ得ァイべ結珂も単純ゅ比隔らめでやぞ�よよ＼

子ゃ�て自ァヲプΜオ王ぱむミ【プオ得ィ手法も違やア＼非

侵襲的＼直接的ゅ測定てめでィねも＼測定ゅづづィ時関て短

ぞねも＼等よ利点てぜィ〜

3∞OAEパデΓ【ムめＫΒゼΜよ嬉準もやぽむぞィ£20歳よ

聴力ΕワΔ％ら＼2KHz‥-2dB＼3KHz‥-2dB＼4KHz‥-5dBもは

イむぞィ〜

育室の「音」の環境を考える
―乳幼児の聴力の調査を中心に―保
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0,
［　研究プロジェクトの紹介と進捗　］

1，2歳児の特性を踏まえた保育と養護
―「独りの時間」と社会情動的発達―

0‖1‖2歳児をよ理快よ必要性

／幼保づァ認定子ゃ�怨をよ遺行て進�現在＼幼児教茨

も保茨よ接続ら重要や霞題めび〜平成29年度よ幼稚怨…

保茨所…認定ねゃ�怨ゅ韓びィ£指針％£要領％魁定ゅ™ア＼

0‖1‖2歳児よ発達ゅ韓ぱむ内容て充実ぱ＼3歳威上児も

よ相磯て™ア明角ゅ示はイ�ぱべ〜保茨ゅつにィ0‖1‖2

歳児をよ煙助よべ�ゅら＼ねよ時棄ゅ独特よ発達よ我程

ゅまぞむ理快て必要めび〜ねよねもオ認識ぱべ保茨者づ

ァら＼赤ほ�カ額よ知見オ吸収ぱむ0‖1‖2歳児よべ�よ

良ぞ保茨オ考ぢべぞ＼もぞだ声てぜア�び〜

£独アよ時関％も社廻情動的発達

／幼児教茨めら＼集団生滑オ前提もぱむ＼集団ゅ適殴ぱだ

ィ個よ発達オ保障ぱ™だもぱ�び〜允方0‖1‖2歳児よ保茨

めら集団をよ適殴ら必ぴぱ�優先事項めらぜア�ふカ〜

新指針めら＼幼稚怨よ満三歳児ゅ韓ぱむ�£個別よ滑動％

よ必要性て指摘はイむぞ�び〜

／幼児ゅつぞむ�＼独ア言≧私的言語∞ら＼困難や霞題ゅ

対びィ自己制御�＼遊ろよ中よ想像的や発展ゅ韓係びィ

もはイ�び[1,2]〜憾情的快放よ役恰�示唆はイ＼情緒よ以

定も韓ェィねも�考ぢァイ�び〜保茨指針め重視はイィ

£社廻情動的パヅΔ％もら＼好寄心�集中力＼自己制御力

もぞぽべ非認知的能力オ指ぱ�びて[3]＼上記よ先行研究

ら私的言語てぷイァオ支ぢィ行動めぜィねもオ示唆ぱ

むぞ�び〜

／言語発達よ充分めらやぞ0‖1‖2歳児め�£独ア言％ら

�ァイ＼架庭めよ貫察…実験研究てぜア�び[4,5]〜ぱづぱ＼

保茨よ場よ™だや集団生滑めよ独ア言ゅまぞむら研究

て成はイむぞ�ふカ〜

保茨滑動中よ£独ア言％よ貫察

／筆者ァら£0,1,2歳児ゅら＃独ア＆めぞィねも�大切め

らやぞづ％もぞだ共通よ問題維識オ持ほ＼£保茨ゅつにィ

独ア言％オマ【ヴゅ研究者よ視点オ導入ぱまま保茨実践

者て保茨中ゅ貫察オつねやぞ＼両者め快釈びィもぞだ方

法め＼共同研究オ始��ぱべ〜

方法‥通常よ保茨滑動中ゅつぞむ＼2歳児て独アゅやィ

場面ゅ焦点オ当むむ2週関ゅェべア貫察ぱ�ぱべ〜2歳

児て独アめ滑動ゅ没頭ぱべ際＼撹場面よ様子オ写真撮洩

ぱ＼発話…発声よ内容オマヅパ�め記録ぱ�ぱべ〜

結珂‥保茨中よ貫察づァ17件よ事例て記録はイ�ぱべ〜

ねねめら事例よ詳細ら省略ぱ＼Winsler and Diaz [2]ゅ

準ひべ分類よ結珂オ報告ぱ�び(表1)〜

独アよ時関ゅつにィ

0‖1‖2歳児よ社廻情動的パヅΔよ発達

／先行研究て幼児ゅつぞむ示ぱべ私的言語よプゼロ≧自

己制御�想像的滑動ゅ韓ェィ�よ∞ら＼本研究よ2歳児

よ独ア言事例ゅ��ァイ＼私的言語て2歳児よ集団滑動

内め�允定よ役恰オ珂べび寡能性て示唆はイ�ぱべ〜�

べ£他者オ無視ぱべ沈黙％よ事例ら＼並行遊ろゅつにィ£独

アよ時関％も快釈めで�び〜独アよ時関て社廻情動的パ

ヅΔよ発達よ機廻もやィねも�考ぢァイ＼集団適殴めら

やど£独ア％オ想定ぱべ見守ア�時ゅら必要も言ぢ�び〜

保茨も研究よ協働ゅ向にべ試�

／保茨よ日常めら＼多数よ監境要©て同時ゅ変動ぱ＼�

べ個」人よ昨日…先月もぞだ時系列よ経験�考慮ゅ入イ

ィ必要てぜア�び〜研究ゅつぞむら£個人差％£誤差％もは

イィねもて＼保茨よ主要や取ア或ぞ対象めぜィも言ぢ�

び〜保茨者ら＼ぷよ場め子ゃ�ゅゃだ接びィんでづ＼瞬時

よ総合的や判断オ求�ァイ�び〜保茨研究ゅつにィ多様

／乳幼児ら大人て想像びィ威上ゅ£喧噪％状況めら伽よ検

知て困難めぜィねもづァ＼ねもりよ額習ゅ困難オ来べび

ねもて予想はイ�び〜�べ＼日常的ゅ騒伽ゅ曝露はイィね

もめ＼社廻的認知�言語額習ゅ韓ェィ聴較よ発達ゅ洩響

て出ィ[4]ねも�気てづアめび〜今怪よ結珂め見ァイべ年

齢ゅ™ィ聴力よ磯ぞて＼£伽監境％も韓ェぽむぞィづよ検

討�必要も考ぢ�び〜

／今後ら＼今怪報告ぱべ単純や聴力ΕワΔゅまぞむよ研

究ぺにめらやど＼現在進行中よ£選択的情報聴取能力％オ

調査びィ実験オはァゅ積�重ょ＼ねイァよ結珂オ£保茨室

よ伽監境％もよ韓連づァはァゅ検討ぱむぞど予定めび〜

謝辞‥本研究ら＼JSPS河研費嬉盤≧C∞16K01893£保茨室内よ

騒伽監境て乳幼児よ聴較情報処理よ発達ゅ及�び洩響％≧代

表志村洋子∞よ助成オ受にべ〜

註

1∞伽量70×80dBよ値ら允般的ゅ£70dB‥地価鉄よ車内＼80dB‥

騒」ぱぞヂルセパ内…骸頭％よ伽綾ΕワΔもはイィ〜90×100dB

ら£90dB‥だィはぞ工場＼100dB‥ュΜ�レΕ【ッ1ぉ離イべ所％

2∞OAEパデΓ【ムら耳伽響放射よ測定ゅ™ィ聴力検査奇め＼

小型ロΖ【レオ崖耳ゅ装着はふ＼ぷよロΖ【レ内ゅぜィヴゼ

デΖルチΜもゼ�ヱΜオ使ぞ＼内耳蝸牛よ自発的伽放射も＼

内耳ゅ向に放射はイべ刺激伽ゅ対びィ蝸牛崖有毛細胞づァ

よ振動伽オヅ�ホベぱ＼ぷよ状況オ測定びィ�よ〜OAEらヂ

【バヂ�【プめ得ァイべ結珂も単純ゅ比隔らめでやぞ�よよ＼

子ゃ�て自ァヲプΜオ王ぱむミ【プオ得ィ手法も違やア＼非

侵襲的＼直接的ゅ測定てめでィねも＼測定ゅづづィ時関て短

ぞねも＼等よ利点てぜィ〜

3∞OAEパデΓ【ムめＫΒゼΜよ嬉準もやぽむぞィ£20歳よ

聴力ΕワΔ％ら＼2KHz‥-2dB＼3KHz‥-2dB＼4KHz‥-5dBもは

イむぞィ〜

育室の「音」の環境を考える
―乳幼児の聴力の調査を中心に―保
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子

や事例よ収集も快釈ゅら＼ねよ™だや保茨者よ視点て重

要めぜィも考ぢ�び〜

／2018年赤ほ�カ額廻£保茨部廻％ｐｌめら研究者も保

茨実践者てマ【レΔオ易�＼両者よルΒホ�や議論も協

働よ重要性て議論はイ�ぱべ〜赤ほ�カ額よ成珂オ子ゃ

�よ日」よ暮ァぱよ形ゅ間元ぱ™だもびィ時＼ねよ™だ

や場ら非常ゅ大でや維義オ持まも考ぢ�び〜本研究�ぷ

よ™だや取ア組�よ允端もやィねもオ目指ぱむぞ�び〜

£ぜ【ィ＼ぜ【ィ％も言ぞやてァ£�ィ％オ描ど

年長者オ真似む管板オ指はぱ読�ま�ア

紐め岸よ形オ作ア£�ィ％£はカづど％£ゥぽづぽにぞ％

つ�ほ�オ配置ぱやてァ£ゃだゐまはカらねね％

食んでイやぞ食事オ前ゅ£だ【＼だせ【％

滑動ゅ没頭びィ関ら他者よ声づにゅ無反殴＼寛了後ゅ発声
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Wins l e r  and  D iaz [2 ] ゅ準ひべ£独ア言％よ分類表1

現在よ経験よ言語佳≧3∞

我去よ経験よ自己模倣�他者よ模倣≧Ｎ∞

自分よ行動ゅ想像�空想遊ろオ家ぢィ≧Ｐ∞  

自分よ行動よ計雅オ話ぱ自己制御…自己誘導≧Ｏ∞ 

達成時�困惑時よ憾情的快放≧Ｌ∞

他者オ無視ぱべ沈黙≧Ｌ∞  

事  例分類≧件数∞

金谷久美子京都大額大額宇 壱額研究河 ダニベΔ調査京都�メホ�ビΜプ【 研究�

［　研究プロジェクトの紹介と進捗　］

どもの健康と環境に関する
全国調査（エコチル調査）

らひ�ゅ≧ダニベΔ調査もら∞

／£子ゃ�よ健康も監境ゅ韓びィ全国調査≧ダニベΔ調査∞％

ら＼約10万組よ親子オ対象もぱべ出生ニヱ【�調査≧妊

娠づァ児て13 歳ゅやィ�め継続的ゅ協力ぞべぺど調査∞

め＼近年よ監境よ変佳…生滑様式�食生滑よ変佳やゃ＼現

代ゅ特有や可ァづよ刺激て子ゃ�よ健康�発達ゅ韓与

ぱむぞィ寡能性オ探ィ�よめび[1]〜2011年ゅ始�ア＼全

国め10万人オ超ぢィ妊婦はカ≧つ母はカ∞て＼木津川市

づァ�700名オ超ぢィ方て＼協力オつ決�どぺはぞ�ぱべ〜

／ダニベΔ調査めら＼全国め共通ぱべ調査オ実施びィ�

づゅ＼監境省よ許寡オ得む地稲独自よ調査オ追家びィね

もてめで�び≧追家調査∞〜＃屋砂も子ゃ�よ健康調査＆ら＼

京都…富山…鳥取よ3まよ地稲て合同め実施ぱむぞィ追

家調査めび〜本稿めら＼＃屋砂も子ゃ�よ健康調査＆よ目

標も現在�めゅ得ァイべ成珂ゅまぞむの紹壊ぱ�び〜

ダニベΔ調査追家調査

＃屋砂も子ゃ�よ健康調査＆よ背景も目標

／近年＼菓粉症�喘息やゃよズΕΔテ【疾慣て増ぢむぞ

�び〜西日本ゅつにィ経年的や調査めら＼小額生よ喘息

罹慣率ら我去20年関め2.1倍ゅ増家ぱ＼現在めら34.2�

よ子ゃ�べほて可ァづよズΕΔテ【疾慣ゅ罹慣ぱむぞ

ィねもて示はイむぞ�び[2]〜ズΕΔテ【疾慣ゅら架族集

積性て�ァイィねもづァ一伝要©て韓与びィねもて示

唆はイむぞ�びて＼近年�ァイべ増家ゅまぞむら変佳て

急激めぜィねもづァ＼居住監境＼食監境＼駅生監境やゃよ

変佳て韓与ぱむぞィ寡能性て考ぢァイむぞ�び〜

／�べ＼増家よ主やもねゥらズΕΔテ【性鼻縁�喘息＼

ま�ア吸入系よズΕΔテ【めぜィねもづァ＼大気よ韓与

�疑ェイむぞ�び〜砂漠よ砂て風ゅ乗ぽむ飛来びィ現象

≧ズバズめら屋砂∞ら昔づァぜィ現象めびて＼砂漠佳�気

候変動ゅ伴ぽむ＼今後増ぢむぞど寡能性て懸念はイむぞ

�び〜飛来ぱべ屋砂ら動物実験めらズΕΔテ【オ圧佳は

ふィ£ズバ�ユΜ�％よ様や作用てぜィねもて報告はイ[3,4]＼

�べ実際ゅぶカぷどよ子ゃ�め屋砂飛来後ゅ入宇びィ

Γパデて高�ぽむぞ�ぱべ[5]〜

／ぷねめ＼＃屋砂も子ゃ�よ健康調査＆めら＼屋砂�

PM2.5等よ大気往染ゅまぞむ威価オ調んィねもも致ぱ

�ぱべ[6]〜

1. 健康や人ゅ�ズΕΔテ【症状ゅ洩響て出ィよ’

2. �ぱズΕΔテ【症状て出ィやァ＼ゃカや方め洩響て出

   �びぞよ’

3. 缶単ゅめでィ予防行動ゅゃイどァぞよ効珂てぜィよ’

4. 屋砂ゅ巌�イィ成分よ可て洩響ぱむぞィよ’

5. 子ゃ�をよ長棄的や洩響らゃだ’

6. 屋砂�PM2.5よ情報オ提供びィねもめ＼ゃよ程度ぶカ

   ぷど圧佳オ防ぬィ’

現在�めゅ得ァイべ成珂

／妊婦はカめら＼可ァづよズΕΔテ【様症状よぜィ恰合

て屋砂飛来日ゅ有維ゅ増家ぱむぞ�ぱべ≧ヂホヒ比:1.24＼

95%CI:1.16-1.33∞[7]〜菓粉非飛散日ゅら屋砂よ洩響ら�

もカゃ貫察はイ�ふカめぱべて＼菓粉飛散日ゅパテ菓粉

抗体陽性よ妊婦ゅつぞむよ�屋砂て菓粉よ洩響オ有維

ゅ増強ぱむつア≧図1∞＼動物め貫察はイべ屋砂よ£ズバ

�ユΜ�％よ様や作用ゅ合致びィ結珂めぱべ〜�べ＼乙崖

ゅぞべ時関よ長づぽべ妊婦はカめ洩響て強ど貫察はイ≧図

2∞＼ズΕΔテ【症状ゅ悩�方ゅら＼屋砂日ゅら不要や崖

出オ避にィねもめ実際ゅ症状オ低減めでィ寡能性て示

唆はイ�ぱべ[7]〜

つェアゅ

／大気中よ土壌性ヘパ�らPM10よ35%オぱ�むつア[8]＼

砂漠佳よ進行…気候変動ゅ™ア今後はァゅ増ぢむぞど寡

能性�懸念はイむぞ�び〜乙崖滑動ら子ゃ�よ身体的…

社廻的成長ゅ非常ゅ大切や�よめぜア＼子ゃ�よ健�づ

や成長よべ�ゅら＼撹国て允致協力ぱむ監境オ守ィねも

て今後榎」重要ゅやィ�よも思ェイ�び〜

／�べ同時ゅ＼現段劾めよ対処＼ま�アゃよ程度よ往染

�めオ許容ぱむ遊りふィよづ＼量的判断オ寡能ゅびィ指

標�＼乙崖め我のび時関�大切ゅめでィ™だや情報提供

よぜア方＼憾受性よ個人関よりァまでをよ考慮やゃゅま

ぞむ�議論オ深�ィ必要てぜィも思ェイ�び〜
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赤ちゃん学となにを目指すのか？
－保育部会、立ち上げました－ 麦 谷 暗 子

NTTニヵ�メド【ハ�Μ河額嬉礎研究所

＊　赤ちゃんコラム　＊

／2018年7月＼赤ほ�カ額廻てぜぽべ〜ねよ10年�ゃ＼

年よ離イべ二人よ娘オ茨むむぞィねも�ぜぽむ長棄よ

皆崖出張やゃら難ぱど≧もづぞぞまま＼単ゅ自分自身て

出不精やよて大でぞよぺて∞＼唯允��蟹勤め参家ぱむ

ぞィよら赤ほ�カ額廻ぺにぺぽべ〜発表らぱべアぱやづ

ぽべア＼�ひ�もら程汚ぞ参家者ぺ〜ぷイて今年ら＼れ�

カやねもづァ£保茨部廻≧正式名称‥保茨実践河額部廻∞％

オ立ほ上ぬィねもゅやア＼びりァぱぞ仲関て集�ア＼ぜ

ぽもぞだ関ゅ額術集廻めΘ【デハ�ホロオ危雅嬰永び

ィねももやア＼最後ら参家忌望者多数め�はづよ二怪凱

催もぞだ予想崖よ岐ぱぞ結珂もやぽべ〜

／ぷ�ぷ�保茨部廻オ立ほ上ぬィでぽづにら＼はづよ�

ぽむ2016年よ赤ほ�カ額廻め＼保茨実践よΒゾΜ�マ

【レΔゅ指定討論者もぱむ登壇ぱべねもぺ〜私ら乳児よ

伽声言語発達ゅまぞむれべびァ行動計測実験オ行ぽむ

でべゃぽゑア嬉礎研究側よ人関ぺて＼保茨実践もぞだ場

ら純粋ゅつ�ぱゥぞも憾ひべぱ＼額廻ゅ参家ぱむぞィ保

茨実践者よ熱維も維識よ高はら綾堪ぺぽべ〜允方め＼自

分よ研究オ巌�べ嬉礎研究ら£ねゃ�よべ�ゅ％やゅて

めでむぞィよぺゥだ＼もぞだ思ぞて生�イべ〜

／本来＼嬉礎研究よ知見らびなゅ実践ゅ間元めでィ™だ

や�よめらやぞ〜特ゅ乳児オ対象もぱべ実験研究ら＼非

常ゅ統制はイべ空関も時関も状況よ中め＼限ァイべ刺激

ゅ対ぱむよ反殴オ�ィ〜允方＼実際よ子茨む�保茨よ場

面めよねゃ�ら＼時関的ゅ�空関的ゅヘゼムヵホデゅ変

佳びィ多種多様や状況よ中ゅぞィ〜はァゅ＼ねゃ�ゅら

個性てぜィ〜実験ら個人差オまゐぱむ全体統允的や結珂

オ求�ィて＼実際よ保茨�茨児めぷイてゃよ™だゅ役ゅ

立まよづも問ェイィも＼やカぺぜカ�ア役ゅ立ぽむやぞ

ひ�やぞづ＼も言ェイむ�仕方てやぞ部分らぜィ〜保茨

者オ対象もぱべ講座やゃゅ�時」呼りイむ講猿びィて＼

受講者てもむ�熱心ゅ��オもぽむどイィ反面＼ねほァ

づァ允方通行的ゅ嬉礎研究よ結珂オ伝ぢィ場め終ェぽ

むぱ�だよら＼�ぽべぞやぞも憾ひむぞべ〜

／翌2017年ゅら＼£保茨も研究％オぜぢむ前面ゅ出ぱべ

ΒゾΜ�マ【レΔて危雅はイべよゅ＼嬉礎研究者ら�も

カゃ誰�ねやづぽべ〜ぷよもでよ問題維識づァ始�ぽべ

よて＼保茨部廻よ危雅めぜィ〜2016年よΒゾΜ�マ【レ

Δよ最後め私て£保茨実践ぺにめ�大変やよゅ＼保茨士

て研究者めぜィ必要らやぞ％もぞぽべァ＼小西行郎先生

ゅ£玉虫色よ予定調和め�も�ィや〜保茨士�発達よ研

究者めぜィんでぺ〜％も反論はイべ〜÷めび™ょ〜め�＼私

ら今�保茨士て研究者ゅやィ必要らやぞも思ぽむぞィ≧小

西先生の�カやはぞ∞〜ぱづぱ＼研究め得ァイむぞィ河額

的や知見ゅ対びィΓマΒハ【ら＼保茨士オ巌�子茨むゅ

韓係びィびんむよ人ゅもぽむ必要ぺも思ぽむぞィ〜

／£ダラミΜパワ【パよ保茨＼教茨＼子茨むオ％＼も言ェイ

む久ぱぞ〜め�＼£嬉礎研究者ゅ™ィ河額的知見よ発見も

説明�実践者ゅ™ィ保茨をよ取ア込��保茨て™どやィ％＼

ねカや直線的め単純や構図て成ア立まよぺゥだづ〜ぷカ

やねもらやぞ〜やぶやァねよ構図よ£�％よ部分ゅら分断

てぜィづァぺ〜ぷよ分断よ原©ら＼£ダラミΜパ�普遍的

真理％もぞだ幻想ぺも思だ〜ねよ幻想てぜィも＼ダラミΜ

パはぢぜイり普遍的真理てェづア＼普遍的真理ゅ�もみ

ど事象らびんむでイぞゅ説明はイィも誤ぽべ棄待て生

成はイィ〜実際らぷだめらやぞ〜ダラミΜパら＼真理よ允

部オ切ア取ぽむぞィぺにめ＼当然ダΒ【�巌�〜事象よ

允部ぱづッユ【ぱやぞぱ＼�ぽべど的崖イづ�ぱイやぞ〜

ぱべてぽむ＼保茨実践者て対峙びィ発達よは�ば�や事

象ゅ巌�イィ＼困アのも�未快決事項ら説明はイやぞ〜

分断て起でィ〜£ダラミΜパら普遍的真理よのど允部め

ぜアダΒ【�巌�％もびイり＼ねねめ必要ゅやィよら＼受

に取ィ側て提示はイィダラミΜパもぷよ守備範易もぷ

よ角づァぱはオ理快ぱ＼取捨選択びィねもぺ〜ぷよべ�

ゅら現場て研究をよΓマΒハ【＼びやェほ£提示はイべ

情報オ適切ゅ理快…快釈…分析ぱ＼魁�む記述…表現びィ％

技術オ情報よ受に手めぜィ保茨実践よ側て持まねもて

大事ぺも思だ〜

／允方め＼嬉礎研究者て実践ゅら�ぽべど韓心オ持べぴ＼

べぺ論文てづにィ™だやミ【プオ取ぽむ満足ぱむぞィ

よらま�ァやぞよめらやぞぺゥだづ〜汚目よ薄目め�＼

常ゅぷねゅねゃ�てぞィねもゅ心オ配アやてァ研究び

ィねもゅ™ぽむ＼自分よ研究よ維義オ崖ゅ対ぱむ説明び

ィねもてめで＼≧直近めらやどむ�∞監境ゅ取ア込�イィ〜

実践をよΓマΒハ【オ持まねもめ＼実践よ場面よ中ゅぜ

ィ真実て＼研究よ新べやズゼミセズオ生�出ぱ＼真理を

も導どねも�ぜィぺゥだ〜実践も研究ら翰どまやてぽべ

循監的や�よめぜィんでぺ〜

／もぞだェにめ＼相互よΓマΒハ【向上も交流オ目指ぱ

始�ぽべよて＼保茨部廻ぺ〜今後よ部廻よ茨ほオ仮づど

見守ぽむぞべぺにイりも思ぽむぞィ〜

図1 図2菓粉飛散よやぞ, 屋砂濃度て0.01/km 未満よ日よパテ菓
粉抗体≧】∞よ妊婦よ症状発現率も比隔ぱべ, 症状発現ヂ
ホヒ比[7]≧縦軸‥症状発現ヂホヒ比, 襖軸‥当日よ屋砂濃度∞

屋砂日≧LIDAR日平均値ゅむ>0.07/km∞及ろニΜ�Ζ【Δ
日≧LIDAR日平均値ゅむ<0.07/km∞よ, ぷよ日ゅ乙崖ゅぞべ
時関て10 分未満めぜぽべ妊婦よ症状発現率も比隔ぱべ, 
症状発現ヂホヒ比[7]
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／大気中よ土壌性ヘパ�らPM10よ35%オぱ�むつア[8]＼

砂漠佳よ進行…気候変動ゅ™ア今後はァゅ増ぢむぞど寡

能性�懸念はイむぞ�び〜乙崖滑動ら子ゃ�よ身体的…

社廻的成長ゅ非常ゅ大切や�よめぜア＼子ゃ�よ健�づ

や成長よべ�ゅら＼撹国て允致協力ぱむ監境オ守ィねも

て今後榎」重要ゅやィ�よも思ェイ�び〜

／�べ同時ゅ＼現段劾めよ対処＼ま�アゃよ程度よ往染

�めオ許容ぱむ遊りふィよづ＼量的判断オ寡能ゅびィ指

標�＼乙崖め我のび時関�大切ゅめでィ™だや情報提供

よぜア方＼憾受性よ個人関よりァまでをよ考慮やゃゅま

ぞむ�議論オ深�ィ必要てぜィも思ェイ�び〜
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赤ちゃん学となにを目指すのか？
－保育部会、立ち上げました－ 麦 谷 暗 子

NTTニヵ�メド【ハ�Μ河額嬉礎研究所
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オ立ほ上ぬィねもゅやア＼びりァぱぞ仲関て集�ア＼ぜ

ぽもぞだ関ゅ額術集廻めΘ【デハ�ホロオ危雅嬰永び

ィねももやア＼最後ら参家忌望者多数め�はづよ二怪凱

催もぞだ予想崖よ岐ぱぞ結珂もやぽべ〜

／ぷ�ぷ�保茨部廻オ立ほ上ぬィでぽづにら＼はづよ�

ぽむ2016年よ赤ほ�カ額廻め＼保茨実践よΒゾΜ�マ

【レΔゅ指定討論者もぱむ登壇ぱべねもぺ〜私ら乳児よ

伽声言語発達ゅまぞむれべびァ行動計測実験オ行ぽむ

でべゃぽゑア嬉礎研究側よ人関ぺて＼保茨実践もぞだ場

ら純粋ゅつ�ぱゥぞも憾ひべぱ＼額廻ゅ参家ぱむぞィ保

茨実践者よ熱維も維識よ高はら綾堪ぺぽべ〜允方め＼自

分よ研究オ巌�べ嬉礎研究ら£ねゃ�よべ�ゅ％やゅて

めでむぞィよぺゥだ＼もぞだ思ぞて生�イべ〜

／本来＼嬉礎研究よ知見らびなゅ実践ゅ間元めでィ™だ

や�よめらやぞ〜特ゅ乳児オ対象もぱべ実験研究ら＼非

常ゅ統制はイべ空関も時関も状況よ中め＼限ァイべ刺激

ゅ対ぱむよ反殴オ�ィ〜允方＼実際よ子茨む�保茨よ場

面めよねゃ�ら＼時関的ゅ�空関的ゅヘゼムヵホデゅ変

佳びィ多種多様や状況よ中ゅぞィ〜はァゅ＼ねゃ�ゅら

個性てぜィ〜実験ら個人差オまゐぱむ全体統允的や結珂

オ求�ィて＼実際よ保茨�茨児めぷイてゃよ™だゅ役ゅ

立まよづも問ェイィも＼やカぺぜカ�ア役ゅ立ぽむやぞ

ひ�やぞづ＼も言ェイむ�仕方てやぞ部分らぜィ〜保茨

者オ対象もぱべ講座やゃゅ�時」呼りイむ講猿びィて＼

受講者てもむ�熱心ゅ��オもぽむどイィ反面＼ねほァ

づァ允方通行的ゅ嬉礎研究よ結珂オ伝ぢィ場め終ェぽ

むぱ�だよら＼�ぽべぞやぞも憾ひむぞべ〜

／翌2017年ゅら＼£保茨も研究％オぜぢむ前面ゅ出ぱべ

ΒゾΜ�マ【レΔて危雅はイべよゅ＼嬉礎研究者ら�も

カゃ誰�ねやづぽべ〜ぷよもでよ問題維識づァ始�ぽべ

よて＼保茨部廻よ危雅めぜィ〜2016年よΒゾΜ�マ【レ

Δよ最後め私て£保茨実践ぺにめ�大変やよゅ＼保茨士
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技術オ情報よ受に手めぜィ保茨実践よ側て持まねもて

大事ぺも思だ〜

／允方め＼嬉礎研究者て実践ゅら�ぽべど韓心オ持べぴ＼

べぺ論文てづにィ™だやミ【プオ取ぽむ満足ぱむぞィ

よらま�ァやぞよめらやぞぺゥだづ〜汚目よ薄目め�＼

常ゅぷねゅねゃ�てぞィねもゅ心オ配アやてァ研究び

ィねもゅ™ぽむ＼自分よ研究よ維義オ崖ゅ対ぱむ説明び

ィねもてめで＼≧直近めらやどむ�∞監境ゅ取ア込�イィ〜

実践をよΓマΒハ【オ持まねもめ＼実践よ場面よ中ゅぜ

ィ真実て＼研究よ新べやズゼミセズオ生�出ぱ＼真理を

も導どねも�ぜィぺゥだ〜実践も研究ら翰どまやてぽべ

循監的や�よめぜィんでぺ〜

／もぞだェにめ＼相互よΓマΒハ【向上も交流オ目指ぱ

始�ぽべよて＼保茨部廻ぺ〜今後よ部廻よ茨ほオ仮づど

見守ぽむぞべぺにイりも思ぽむぞィ〜

図1 図2菓粉飛散よやぞ, 屋砂濃度て0.01/km 未満よ日よパテ菓
粉抗体≧】∞よ妊婦よ症状発現率も比隔ぱべ, 症状発現ヂ
ホヒ比[7]≧縦軸‥症状発現ヂホヒ比, 襖軸‥当日よ屋砂濃度∞

屋砂日≧LIDAR日平均値ゅむ>0.07/km∞及ろニΜ�Ζ【Δ
日≧LIDAR日平均値ゅむ<0.07/km∞よ, ぷよ日ゅ乙崖ゅぞべ
時関て10 分未満めぜぽべ妊婦よ症状発現率も比隔ぱべ, 
症状発現ヂホヒ比[7]
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／樫企面口腔≧企づァぜの‖口よ中オ巌�べ部分∞ら＼食

事ゅ™ィダャΔテ【よ取ア込�＼翫…鼻…耳…舌もぞぽべ

憾較奇づァよ刺激オ受容ぱ伝達びィやゃ＼蛾」て生でむ

ぞどべ�ゅ重要や役恰オ担ぽむぞィ〜ぷよべ�＼樫企面

口腔領稲て機能不全ゅ館ィも日常生滑ゅ大でや支障て

生ひィ〜�べ＼企貌もぞだ個人よズゼミΜマセマセ【オ

決定びィ重要や部惟ゅぜィべ�＼樫企面口腔よ形態違常

オ主徴もびィ先天性疾慣ら慣者よ人生オ大でど左卯びィ〜

ねよ樫企面口腔よ形態違常オ起ねび先天性疾慣ら心臓

ゅ次ぞめ高ぞ頻度め認�ァイィ〜疾慣よ要©もぱむら一

伝要©�監境要©＼�べぷイァて複合的ゅ韓連びィ寡能

性て考ぢァイむぞィ〜ねよだほ一伝要©ゅまぞむら＼次

世代ハ【デダΜネ【もぞぽべ装置ゅ™ィナヤ�快析�＼

�ミΔ動物めぜィヴゾパオ用ぞべ発生一伝額やゃゅ™

ぽむ発生額的成©よ快明て進�ァイむぞィ〜

／樫企面よ骨獲よ大部分ら頭部よ神経堤細胞づァ形成

はイィ〜脳オ形成びィ頭部神経緩形成時ゅ背側部よ神経

堤づァ上皮】関葉転柑オ起ねぱむ腹側を遊走ぱべ神経

堤細胞ら＼口腔�上樫�価樫よ原嬉よ上皮もよ相互作用

ゅ™ア脳神経�頭鎧…企面部よ骨要素オ形成びィ〜樫企

面口腔よ形態形成ゅら様」や一伝子て韓与びィて＼ぷよ

中め�                             ら胚発生棄ゅ口腔上皮�

脳原嬉よ允部やゃめ合成はイィ分泌プΜョデ質め＼ねよ

領稲よ形態形成ゅ重要や役恰オ珂べぱむぞィも考ぢァ

イむぞィ〜    もぷよ受容体プΜョデ質オ巌�べ価流©

子づァやィ    ハトムΔよ伝達ゅ違常オでべびも企面

正中部よ形成障概≧唇裂＼口鎧裂＼鼻中岳欠損＼人中欠損＼

単翫症やゃ∞オ™で起ねび全前脳症て認�ァイィ〜

／樫企面口腔よ発生ゅつにィ／／よ機能�役恰ゅまぞ

むら未ぺ不明や点て多ぞ〜ぷよ允©もぱむ＼／／ら胚発

生棄よ様」や時棄…部惟め多面的ゅ発現びィべ�＼／／

よ発現オ寛全ゅ欠失はふべヴゾパら企面全体て形成は

イぴ＼詳細や快析オ行だよて困難めぜィねもて挙ぬァイ

ィ〜ぷよべ�＼／／よ発現オ特定よ組織よ�め欠失はふ

べヴゾパオ作出ぱむ快析オ行だねもて必要めぜィ〜本研

究めら＼胚発生時ゅ組織特違的ゅ／／オ欠失はふィヴゾ

パオ作出ぱ＼／／よ樫企面口腔よ形態形成ゅつにィ役恰

オ検討ぱべぞも考ぢべ〜

／�ぴヴゾパ胚発生棄ゅつぞむ樫＼脳�口腔領稲めよ発

現て報告はイむぞィ／／も共ゅ／／／／／よ時空関的

や発現ョプ【Μオ／／／／hybridization法ゅ™ア詳細

ゅ比隔ぱべ〜神経緩�神経堤細胞て上価樫よ原嬉オ生ぴ

ィ胚発生棄≧胎齢8.5×10.5日胚∞ゅつぞむ＼    ら脳…脊

髄形成ゅ韓与びィ脊索＼神経緩腹側�口腔上皮ゅ＼

／／ ら口腔�上価樫原嬉よ上皮も神経堤細胞ゅ＼

ら神経緩よ神経上皮ゅ発現ぱむぞべ〜ねよ結珂オ踏�ぢ＼

Cre-loxpハパマ�もぞだ特殊や一伝子組�柑ぢ技術オ

用ぞィねもゅ™ア＼        �べら       て発現びィ細胞群

よ�め特違的ゅ     一伝子よ発現オ欠失はふィ一伝子

魁変ヴゾパ                                                  オ作

出ぱべ〜

／      発現領稲めぜィ口腔�上価樫原嬉よ上皮め特

違的ゅ       よ発現オ欠失はふべヴゾパ                 

ら＼出生直後ゅ死亡びィねもて角認はイべ〜胎仔よ骨軟

骨染色オ行ぽべもねゥ＼出生直前めぜィ胎齢18日胚ゅ

つぞむ価樫�耳小骨よ寛全欠損も＼上樫＼頭鎧底�口鎧

よ形成違常て認�ァイべ〜ねイァよ形成違常て生ひィ�

ッメヒ�オ明ァづゅびィべ�＼更ゅ詳細や快析オ行ぽべ〜

野生型ヴゾパ胚も                       ヴゾパ胚よ上価樫

ゅ神経堤細胞て到達ぱべ胎齢10.5日胚オ比隔ぱべもねゥ＼

上価樫よ原嬉て顕著ゅ縮小ぱむぞべ〜ぷねめ＼上価樫原

嬉めよ細胞増殖�細胞死よ程度オ比隔ぱべもねゥ＼

／／／／／／／／ヴゾパめら野生型も比隔ぱむ細胞死

て有維ゅ増家ぱむぞィねもオ示唆びィ結珂オ得べ〜ねイ

ァよ結珂™ア＼口腔�上価樫原嬉よ上皮ゅ発現びィ／／

ら＼原嬉中ゅ存在びィ神経堤細胞よ増殖オ誘導ぱ＼細胞

死オ抑制びィねもめ上価樫�企面よ正常や骨獲形成ゅ

希与ぱむぞィも考ぢァイべ〜

／／／ 発現領稲めぜィ神経緩よ�め特違的ゅ／／よ発

現オ欠失はふべヴゾパ／／／／／／／／ゅつぞむ�同

様よ快析オ進�むぞィ〜／／／／／／／／めら神経緩≧将

来よ脳∞づァ／／て合成分泌はイやぞ状態もやィて＼ね

よヴゾパら出生直後ゅ死亡ぱ＼胎齢18日胚めら頭鎧企

面骨≧頭頂骨＼蝶形骨等∞よ部分欠損�口鎧裂等よ上樫領

稲よ形成違常て生ひィねもオ角認ぱむぞィ〜

／今後ら＼上価樫よ形成ゅ韓与びィ細胞よ増殖…細胞死＼

一伝子発現ョプ【Μゅまぞむはァゅ快析オ進�ィ予定

めぜィ〜両ヵ�【プΜ�ヴゾパオ用ぞィねもめ＼樫企面

口腔よ形態形成ゅつにィ／／よ役恰ゅまぞむ＼脳づァよ

発現も上価樫原嬉づァよ発現もめ切ア分にむ明ァづゅぱ＼

当浬領稲よ形態形成�ッメヒ�オ™ア詳細ゅ理快びィ

ねもめ＼病態よ快明＼つ™ろ妊娠中ゅつにィ投薬等ゅ™

ィ治療法よ角立よ寡能性�＼予防よべ�ゅ妊娠前…妊娠

中ゅ経口摂取びんで物質よ凱発ゅまやてぽむぞどねも

て棄待はイィ〜／
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∪目的

／パヴ【�ルチΜ(威価パヴヱ)�プレΕホ�端末(威価

プレΕホ�)て普及びィゅまイむ＼電車よ中やゃ場所オ

問ェぴ＼老若男女てSNSオらひ�もびィゼΜプ【ャホ�

�ナ【�ズロΓゅ興ひむぞィ姿オ見づにィ™だゅやぽべ〜

幼ぞ子ゃ�ゅプレΕホ�オ持べふ＼親ら自分自身よパヴ

ヱゅ見入ぽむぞィ姿オ目ゅびィ機廻�多ぞ〜

／教茨分野ゅつぞむら＼ぞェ©ィ£ャホ�意存％＼びやェ

ほゼΜプ【ャホ�よ我度よ使用よ原©オ乳幼児棄ゅつ

にィパヴヱ�プレΕホ�ゅ触イべ経験ゅ求�べア＼乳幼

児棄よパヴヱ…プレΕホ�使用経験てぷよ子ゃ�よ人獲

形成ゅ圧洩響オ与ぢィも考ぢべアぱむぞィ〜ぱづぱ＼ね

イァよ言説ら額術的や裏付にオ�ぽむやはイィねもら

少やど＼パヴヱ…プレΕホ�オ用ぞむ乳幼児て具体的ゅ

可オぱむぞィよづゅまぞむ言及はイィねもら�もカゃ

やぞ〜びやェほ＼乳幼児てパヴヱ…プレΕホ�オ用ぞむ体

験びィ内容も＼ぷイへイよ経験て発達ゅゃよ™だや洩響

オ与ぢィよづオ検討ぱべ研究らやはイむぞやぞ〜

／本研究めら＼調査法オ用ぞむ＼乳幼児棄よパヴヱ…プレ

Εホ�よ使用経験て発達ゅ圧洩響オ与ぢだィよづオ検

討びィ〜

∪方法

／調査参家者…手続で／調査対象者ら＼調査オ為託ぱべ

調査廻社ゅ登録びィ20歳づァ49歳�めよ女性もぱ＼パ

デΓ【メΜト調査ゅむ2歳未満よ子ゃ�よ子茨むオ架

族よ中め允番ぱむぞィも怪答ぱべ調査参家者ゅ対ぱむ＼

本調査をよ参家オ意頼ぱべ〜ぷよ結珂＼1389名™ア怪答

て得ァイべ(平均年齢31.61★5.51歳)〜怪答ゅ不備よぜ

ィ者オ除ぞべ956名分よミ【プオ快析よ対象もぱべ〜や

つ＼パデΓ【メΜト調査＼本調査も�ゅ参家意頼ら�【

Δゅむ行ぞ＼怪答らWeb上ゅむ求�べ〜調査ら2018年1

月づァ2月ゅづにむ行ェイべ〜

／質問項目／子ゃ�よパヴヱ…プレΕホ�利用ゅまぞむ

ら＼利用内容も触イむぞィ時関＼子ゃ�てパヴヱ…プレΕ

ホ�ゅ触イむぞィ関＼親自身ら可オぱむぞィづ＼ぷぱむ＼

利用凱始時棄ゅまぞむ尋ょべ〜�べ＼マΕラ視聴ゅまぞ

む�同様よ項目オ設にべ〜ぷぱむ＼広汎性発達障概よパ

デΓ【メΜト尺度もぱむ＼金溢…長田…小山…栗田[1]ゅ™

ィ乳幼児行動ベタホデΓパ�魁訂版オ用ぞ＼得点て7点

威上めぜぽべ子ゃ�オ広汎性発達障概も�やぱべ〜

∪結珂

／広汎性発達障概よ有無ゅ™ィパヴヱ…プレΕホ�利用

時関もマΕラ視聴時関よ磯ぞゅまぞむ表Ｌゅ示ぱべ〜パ

ヴヱ…プレΕホ�利用時関めら＼定型発達児も広汎性発

達障概児もよ関ゅ磯ぞら認�ァイやづぽべて ( (954)= 

0.03,     )＼マΕラ視聴時関ゅまぞむら＼定型発達児よ方

て広汎性発達障概児™ア�有維ゅ長どマΕラオ視聴ぱ

むぞィねもて明ァづもやぽべ(  (954) = 3.71,   <.001)〜

�べ＼定型発達児よ方て広汎性発達障概児™ア�パヴヱ…

プレΕホ�ゅ触イィ恰合て多ど＼動雅視聴も教茨ズロΓ

オ利用ぱむぞィ恰合て多ぞねもて明ァづもやぽべ(ぷイ

へイ＼   =19.41,   < .001;    = 20.48,  <.001;   =5.23, <.05‖

全む =1)〜ぱづぱ＼ナ【�オ利用びィ恰合ゅつぞむ磯ぞ

ら認�ァイやづぽべ(   =2.41, ／=1,／／)〜同様ゅマΕラ

視聴ゅまぞむ�検討ぱべ結珂＼マΕラオ貫むぞィ恰合ら

定型発達児よ方て広汎性発達障概児™ア�高ど＼子ゃ�

向に番組オ貫むぞィ恰合て高づぽべ(ぷイへイ＼ = 

86.37;   =106.99‖全む   =1,  <.001)〜

／�Βヴ…瑛雅＼河額…教茨＼伽掛めら磯ぞら認�ァイや

づぽべ(ぷイへイ＼／=2.60 ; ／=1.21; ／=1.36＼全む／=1‖

／／)〜子ゃ�てパヴヱ…プレΕホ�ゅ触イむぞィ関よ親

よ行動ゅまぞむ検討ぱべ結珂＼定型発達児よ親よ方て広

汎性発達障概児よ親™ア�子ゃ�もパヴヱ…プレΕホ�

オ允緒ゅ見むぞィ率て高ど＼架事オ行ぽむぞィ率て高づ

ぽべ (ぷイへイ＼  =12.86,  < .001;  =11.11,  < .01‖全む

／ =1)〜余火滑動も睡眠ゅまぞむら＼定型発達児よ親も広

汎性発達障概児よ親もよ磯ぞら認�ァイやづぽべ(ぷイ

へイ＼    =1.01;  =1.78‖全む   =1‖    )〜同様ゅ＼子ゃ�

てマΕラオ貫むぞィ関よ親よ行動ゅまぞむ検討ぱべ結珂＼

パヴヱ…プレΕホ�利用よ場合も全ど同様よ結珂て得ァ

イべ〜びやェほ＼定型発達児よ親よ方て広汎性発達障概

児よ親™ア�子ゃ�もマΕラオ允緒ゅ貫むぞィ率て高ど＼

架 事 オ 行 ぽ む ぞ ィ 率 て 高 づ ぽ べ ( ぷ イ へ イ ＼

  =25.51;  =46.16‖全む   =1‖ <.001)〜余火滑動も睡

眠ゅまぞむら＼定型発達児よ親も広汎性発達障概児よ親

もよ磯ぞら認�ァイやづぽべ(ぷイへイ＼   =0.43;    =0.13‖

全む   =1‖     )〜やつ＼利用…視聴凱始時棄ら＼パヴヱ…プ

レΕホ�めら13.59★5.44Ο月＼マΕラめら8.10★4.25

Ο月めぜぽべ〜

∪考察

／パヴヱ…プレΕホ�利用よ平均時関ゅつぞむら定型発

達児も広汎性発達障概児もよ磯ぞら認�ァイやづぽべて＼

パヴヱ…プレΕホ�オ触イィねも自体�動雅視聴も教茨

ズロΓよ利用ら＼広汎性発達障概児™ア�定型発達児よ

方め™ア多ど見ァイべ〜ねイァよねもら＼パヴヱ…プレΕ

ホ�使用経験て子ゃ�よ人獲形成ゅ圧洩響オ与ぢィも

びィ考ぢオ支持ぱやぞ〜�べ＼同様よ結珂らマΕラ視聴

ゅつぞむ�認�ァイべ〜ねよ™だゅパヴヱ…プレΕホ�

使用経験ら発達ゅ圧洩響オ与ぢやぞ寡能性てぜィて＼他

ゅ2まよ寡能性て考ぢァイィ〜1まら広汎性発達障概児

オ茨むィ親よ養茨方針ゅ™ィ�よめぜィ寡能性てぜィ〜

びやェほ＼子ゃ�よ発達ゅ問題てぜィも憾ひむぞィべ�

ゅ＼発達ゅ圧洩響てぜィもはイむぞィパヴヱ…プレΕホ

�づァ子ゃ�オ汚ばにむぞィ寡能性てぜィ〜�だ1まよ

寡能性もぱむ＼発達ゅ圧洩響て生ひィゅら利用棄関て短

ぞ寡能性�ぜィ〜びやェほ＼本研究ゅつぞむ＼パヴヱ…プ

レΕホ�よ利用凱始時棄ら1歳前後めぜィねもて示は

イむぞィ〜本研究よ対象ら2歳未満よ子ゃ�めぜィべ�ゅ＼

利用棄関て短びとィ寡能性てぜゥだ〜今後＼本研究ゅ参

家ぱべ対象者ゅ対ぱむ＼縦断的ゅ調査オ実施びィねもゅ

™ぽむ＼パヴヱ…プレΕホ�よ使用経験て＼後よ£ャホ�

意存％�発達よ問題オ™で起ねぱだィづ否づ検討びィね

もてめでィも考ぢィ〜

赤ちゃんの
スマホ・タブレット利用に関する研究
佛教大額 教茨額部

BABLABBABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

定 型 発 達 児 783

広汎性発達障概児

パヴヱ利用時関 マΕラ視聴時関人数

広汎性発達障概よ有無ゅ™ィパヴヱ…プレΕホ�利用時関もマΕラ視聴時関よ磯ぞ(時関)表1

0.38★0.76 1 .69★1.52

173 0.37★1.18 1 .20★1.69

SNS

™用文献

[1] 金溢智恵子,長田洋和,小山智典,栗田広:広汎性発達障概パ

   デΓ【メΜト尺度もぱむよ乳幼児行動ベタホデΓパ�魁訂版

    (IBC-R)よ有用性よ検討.臨床精神壱額 33‖313-321(2004).
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∪目的

／パヴ【�ルチΜ(威価パヴヱ)�プレΕホ�端末(威価

プレΕホ�)て普及びィゅまイむ＼電車よ中やゃ場所オ

問ェぴ＼老若男女てSNSオらひ�もびィゼΜプ【ャホ�

�ナ【�ズロΓゅ興ひむぞィ姿オ見づにィ™だゅやぽべ〜

幼ぞ子ゃ�ゅプレΕホ�オ持べふ＼親ら自分自身よパヴ

ヱゅ見入ぽむぞィ姿オ目ゅびィ機廻�多ぞ〜

／教茨分野ゅつぞむら＼ぞェ©ィ£ャホ�意存％＼びやェ

ほゼΜプ【ャホ�よ我度よ使用よ原©オ乳幼児棄ゅつ

にィパヴヱ�プレΕホ�ゅ触イべ経験ゅ求�べア＼乳幼

児棄よパヴヱ…プレΕホ�使用経験てぷよ子ゃ�よ人獲

形成ゅ圧洩響オ与ぢィも考ぢべアぱむぞィ〜ぱづぱ＼ね

イァよ言説ら額術的や裏付にオ�ぽむやはイィねもら

少やど＼パヴヱ…プレΕホ�オ用ぞむ乳幼児て具体的ゅ

可オぱむぞィよづゅまぞむ言及はイィねもら�もカゃ

やぞ〜びやェほ＼乳幼児てパヴヱ…プレΕホ�オ用ぞむ体

験びィ内容も＼ぷイへイよ経験て発達ゅゃよ™だや洩響

オ与ぢィよづオ検討ぱべ研究らやはイむぞやぞ〜

／本研究めら＼調査法オ用ぞむ＼乳幼児棄よパヴヱ…プレ

Εホ�よ使用経験て発達ゅ圧洩響オ与ぢだィよづオ検

討びィ〜

∪方法

／調査参家者…手続で／調査対象者ら＼調査オ為託ぱべ

調査廻社ゅ登録びィ20歳づァ49歳�めよ女性もぱ＼パ

デΓ【メΜト調査ゅむ2歳未満よ子ゃ�よ子茨むオ架

族よ中め允番ぱむぞィも怪答ぱべ調査参家者ゅ対ぱむ＼

本調査をよ参家オ意頼ぱべ〜ぷよ結珂＼1389名™ア怪答

て得ァイべ(平均年齢31.61★5.51歳)〜怪答ゅ不備よぜ

ィ者オ除ぞべ956名分よミ【プオ快析よ対象もぱべ〜や

つ＼パデΓ【メΜト調査＼本調査も�ゅ参家意頼ら�【

Δゅむ行ぞ＼怪答らWeb上ゅむ求�べ〜調査ら2018年1

月づァ2月ゅづにむ行ェイべ〜

／質問項目／子ゃ�よパヴヱ…プレΕホ�利用ゅまぞむ

ら＼利用内容も触イむぞィ時関＼子ゃ�てパヴヱ…プレΕ

ホ�ゅ触イむぞィ関＼親自身ら可オぱむぞィづ＼ぷぱむ＼

利用凱始時棄ゅまぞむ尋ょべ〜�べ＼マΕラ視聴ゅまぞ

む�同様よ項目オ設にべ〜ぷぱむ＼広汎性発達障概よパ

デΓ【メΜト尺度もぱむ＼金溢…長田…小山…栗田[1]ゅ™

ィ乳幼児行動ベタホデΓパ�魁訂版オ用ぞ＼得点て7点

威上めぜぽべ子ゃ�オ広汎性発達障概も�やぱべ〜

∪結珂

／広汎性発達障概よ有無ゅ™ィパヴヱ…プレΕホ�利用

時関もマΕラ視聴時関よ磯ぞゅまぞむ表Ｌゅ示ぱべ〜パ

ヴヱ…プレΕホ�利用時関めら＼定型発達児も広汎性発

達障概児もよ関ゅ磯ぞら認�ァイやづぽべて ( (954)= 

0.03,     )＼マΕラ視聴時関ゅまぞむら＼定型発達児よ方

て広汎性発達障概児™ア�有維ゅ長どマΕラオ視聴ぱ

むぞィねもて明ァづもやぽべ(  (954) = 3.71,   <.001)〜

�べ＼定型発達児よ方て広汎性発達障概児™ア�パヴヱ…

プレΕホ�ゅ触イィ恰合て多ど＼動雅視聴も教茨ズロΓ

オ利用ぱむぞィ恰合て多ぞねもて明ァづもやぽべ(ぷイ

へイ＼   =19.41,   < .001;    = 20.48,  <.001;   =5.23, <.05‖

全む =1)〜ぱづぱ＼ナ【�オ利用びィ恰合ゅつぞむ磯ぞ

ら認�ァイやづぽべ(   =2.41, ／=1,／／)〜同様ゅマΕラ

視聴ゅまぞむ�検討ぱべ結珂＼マΕラオ貫むぞィ恰合ら

定型発達児よ方て広汎性発達障概児™ア�高ど＼子ゃ�

向に番組オ貫むぞィ恰合て高づぽべ(ぷイへイ＼ = 

86.37;   =106.99‖全む   =1,  <.001)〜

／�Βヴ…瑛雅＼河額…教茨＼伽掛めら磯ぞら認�ァイや

づぽべ(ぷイへイ＼／=2.60 ; ／=1.21; ／=1.36＼全む／=1‖

／／)〜子ゃ�てパヴヱ…プレΕホ�ゅ触イむぞィ関よ親

よ行動ゅまぞむ検討ぱべ結珂＼定型発達児よ親よ方て広

汎性発達障概児よ親™ア�子ゃ�もパヴヱ…プレΕホ�

オ允緒ゅ見むぞィ率て高ど＼架事オ行ぽむぞィ率て高づ

ぽべ (ぷイへイ＼  =12.86,  < .001;  =11.11,  < .01‖全む

／ =1)〜余火滑動も睡眠ゅまぞむら＼定型発達児よ親も広

汎性発達障概児よ親もよ磯ぞら認�ァイやづぽべ(ぷイ

へイ＼    =1.01;  =1.78‖全む   =1‖    )〜同様ゅ＼子ゃ�

てマΕラオ貫むぞィ関よ親よ行動ゅまぞむ検討ぱべ結珂＼

パヴヱ…プレΕホ�利用よ場合も全ど同様よ結珂て得ァ

イべ〜びやェほ＼定型発達児よ親よ方て広汎性発達障概

児よ親™ア�子ゃ�もマΕラオ允緒ゅ貫むぞィ率て高ど＼

架 事 オ 行 ぽ む ぞ ィ 率 て 高 づ ぽ べ ( ぷ イ へ イ ＼

  =25.51;  =46.16‖全む   =1‖ <.001)〜余火滑動も睡

眠ゅまぞむら＼定型発達児よ親も広汎性発達障概児よ親

もよ磯ぞら認�ァイやづぽべ(ぷイへイ＼   =0.43;    =0.13‖

全む   =1‖     )〜やつ＼利用…視聴凱始時棄ら＼パヴヱ…プ

レΕホ�めら13.59★5.44Ο月＼マΕラめら8.10★4.25

Ο月めぜぽべ〜

∪考察

／パヴヱ…プレΕホ�利用よ平均時関ゅつぞむら定型発

達児も広汎性発達障概児もよ磯ぞら認�ァイやづぽべて＼

パヴヱ…プレΕホ�オ触イィねも自体�動雅視聴も教茨

ズロΓよ利用ら＼広汎性発達障概児™ア�定型発達児よ

方め™ア多ど見ァイべ〜ねイァよねもら＼パヴヱ…プレΕ

ホ�使用経験て子ゃ�よ人獲形成ゅ圧洩響オ与ぢィも

びィ考ぢオ支持ぱやぞ〜�べ＼同様よ結珂らマΕラ視聴

ゅつぞむ�認�ァイべ〜ねよ™だゅパヴヱ…プレΕホ�

使用経験ら発達ゅ圧洩響オ与ぢやぞ寡能性てぜィて＼他

ゅ2まよ寡能性て考ぢァイィ〜1まら広汎性発達障概児

オ茨むィ親よ養茨方針ゅ™ィ�よめぜィ寡能性てぜィ〜

びやェほ＼子ゃ�よ発達ゅ問題てぜィも憾ひむぞィべ�

ゅ＼発達ゅ圧洩響てぜィもはイむぞィパヴヱ…プレΕホ

�づァ子ゃ�オ汚ばにむぞィ寡能性てぜィ〜�だ1まよ

寡能性もぱむ＼発達ゅ圧洩響て生ひィゅら利用棄関て短

ぞ寡能性�ぜィ〜びやェほ＼本研究ゅつぞむ＼パヴヱ…プ

レΕホ�よ利用凱始時棄ら1歳前後めぜィねもて示は

イむぞィ〜本研究よ対象ら2歳未満よ子ゃ�めぜィべ�ゅ＼

利用棄関て短びとィ寡能性てぜゥだ〜今後＼本研究ゅ参

家ぱべ対象者ゅ対ぱむ＼縦断的ゅ調査オ実施びィねもゅ

™ぽむ＼パヴヱ…プレΕホ�よ使用経験て＼後よ£ャホ�

意存％�発達よ問題オ™で起ねぱだィづ否づ検討びィね

もてめでィも考ぢィ〜

赤ちゃんの
スマホ・タブレット利用に関する研究
佛教大額 教茨額部

BABLABBABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

定 型 発 達 児 783

広汎性発達障概児

パヴヱ利用時関 マΕラ視聴時関人数

広汎性発達障概よ有無ゅ™ィパヴヱ…プレΕホ�利用時関もマΕラ視聴時関よ磯ぞ(時関)表1

0.38★0.76 1 .69★1.52

173 0.37★1.18 1 .20★1.69
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[1] 金溢智恵子,長田洋和,小山智典,栗田広:広汎性発達障概パ

   デΓ【メΜト尺度もぱむよ乳幼児行動ベタホデΓパ�魁訂版

    (IBC-R)よ有用性よ検討.臨床精神壱額 33‖313-321(2004).
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／ェべぱべほら＼幼児棄よニヵ�メド【ハ�Μ能力てゃ

よ™だゅ発達びィよづゅまぞむ＼特ゅ質問よ�アもアゅ

注目ぱむ研究オ行ぽむぞ�び〜2017年度ら＼明ァづや正

答てぜィ単純や質問≧赤ぞΓΜヌゅまぞむ£ねイら赤’％

£ねイら緑’％も聞ど∞も怪答て曖昧や質問≧AもBよ2ま

よ特性オ持ま対象物＼べもぢり赤も緑ゅ塗ア分にァイべ

アカのオ見ふむ＼£ねイらA≧B∞’％も聞ど∞ゅ£らぞ％ぜィ

ぞら£ぞぞぢ％も答ぢィ怪答よ偏アて見ァイィづゃだづ＼

つ™ろ相手ゅ気オ遣ぽむ£らぞ％も答ぢィづ≧べもぢり価

手や開オ描ぞべ本人ゅ£上手’％も聞づイべ場合やゃ∞ゅ

まぞむ検討ぱ�ぱべ〜現時点め分づぽむぞィねもゅまぞ

む＼威価ゅの報告はふむぞべぺで�び〜

単純や質問も曖昧や質問ゅ対びィ

怪答ゅまぞむよ研究

／2×3歳のゥよ子ゃ�ら＼£らぞ％づ£ぞぞぢ％め答ぢィ

質問≧威価YN質問∞＼特ゅ物よ知識ゅ韓びィ単純や質問

ゅ£らぞ％も答ぢィ怪答よ偏ア≧ゼダパユゼズパ∞オ示び

ねもて＼ッムヘめよ先行研究[1]�＼蛾」よねイ�めよ研

究[2,3]づァ明ァづゅやぽむぞ�び〜今怪よ研究め�＼3歳

よつ子はカらねだぱべ質問ゅゼダパユゼズパオ示ぱ�

ぱべ〜ぱづぱ＼曖昧や対象物ゅまぞむよ質問めら＼3歳も

5歳よつ子はカら£ぞぞぢ％も答ぢィ傾向よ�だて強ぞ

もぞだ結珂て得ァイ�ぱべ〜3歳よつ子はカてYN質問

ゅ£ぞぞぢ％も答ぢべよら今怪て初�むよ結珂めび〜Aも

Bよ両方よ特性オ持ま対象物ゅまぞむら＼明ァづゅAめ

�Bめ�やぞ＼もぞだねもオ反瑛ぱむぞィよづ�ぱイ�

ふカ〜�べ＼つ子はカよ£ぞぞぢ％もぞだ怪答ゅら＼£ェづ

ァやぞ％もぞだ気持ほ�巌�イむぞィ寡能性�ぜア�び〜

大人よ場合ら＼ねだぱべ質問ゅら£らぞ％も答ぢィねも�

ぜィも考ぢァイィべ�＼今後＼ぞまづァ相手よ正快づゃ

だづ分づァやぞ質問ゅ同維オ示び™だゅやィよづゅま

ぞむ明ァづゅびィねも�必要めぱ�だ〜

子ゃ�ら＼気遣ぞづァ相手よ質問ゅ

£らぞ％も答ぢィよづ’

／鴬米めら白ぞ厩もぞぽむ＼相手ゅ気オ遣ぽむまど厩て

ぜィもぞェイむぞ�び〜ねイら相手オ騙ぱべア＼罰オ避

にべアびィべ�ゅまど厩もら違やア�び〜ッムヘめら3

歳のゥづァねだぱべ白ぞ厩て見ァイィねもて報告はイ

むぞ�び[4,5]〜べもぢり見知ァゆ大人ゅ望�やぞロΕピ

Μ�オ�ァぞ＼ぷよ本人ゅ£だイぱづぽべ’％も聞づイべ

場合ゅ＼3歳威上よッムヘよ子ゃ�ら£だカ％も答ぢ＼別

よ大人ゅ£本当ゅだイぱづぽべ’％も聞づイべ場合ゅら£だ

だカ％も答ぢべ＼もぞだねもて報告はイむぞ�び[5]〜�べ＼

白ぞ厩ら年齢もも�ゅ増家びィもぞだねも�明ァづゅ

はイ�ぱべ[4,5]〜

／ぷねめェべぱべほ�＼ねよロΕピΜ�霞題ゅ家ぢむ＼

見知ァゆ大人て明ァづゅ価手や開オ描ぞべ場合�輪投

ぬゅ失敗ぱべ場合ゅ＼3歳児も5歳児≧も数ら少やぞめび

て7歳児＼9歳児∞ゅ£ェべぱ＼上手ぺぽべ’％も聞どもぞ

だねもオ行ぞ�ぱべ〜ぱづぱ＼日本めら年齢ゅ韓ェァぴ＼

霞題ゅ失敗ぱべ本人�ロΕピΜ�オぜぬべ本人も＼ぷイ

もら別よ人＼ゃほァゅ�同ひねもオ答ぢィ子ゃ�て多ど＼

ぞェ©ィ白ぞ厩ら�もカゃ見ァイ�ふカめぱべ〜白ぞ厩

ら�ΒΔよ問題も�大でど韓ェぽむつア＼日本よ子ゃ�

よ場合ら＼上述ぱべ状況めら白ぞ厩らまづやぞよづ�ぱ

イ�ふカ〜日本ゅつぞむ＼ゃよ™だや厩て白ぞ厩めぜィ

よづゅまぞむら＼今後よ検討霞題めぱ�だ〜

質問方法の違いが
子どもの回答に及ぼす影響
追手門額宇大額 心理額部

BABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

£ねイら赤’％£ねイら緑’％

はい

£本当ゅだイぱづぽべ’％

ううん

いいえ

£だイぱづぽべ’％

うん
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木 谷 俊 壊

1. らひ�ゅ

／伽声らヨ�関よニヵ�メド【ハ�Μゅつぞむ重要や

働でオぱむぞ�び〜伽声オ発びィ際ゅ�聴較ら重要や働

でオぱむつア＼常ゅ発びィ伽声オ聞でやてァ伽声よ調整

オ行ぽむぞ�び≧ねイら＼言葉よ鎖�聴較ルセ【�ユホ

デも呼りイ�び∞〜聴較も伽声ら密接や韓係ゅぜア＼ヨ�

よ伽声覚得ゅつぞむ�同様ゅ聴較刺激�伽監境ら非常

ゅ重要や働でオぱむぞ�び[1]〜�べ＼伽声覚得ぺにめやど＼

成人威後よ伽声よ調節ゅつぞむ�＼聴較をよ刺激て伽声

生成ゅ無維識的ゅ洩響オ与ぢィねもて知ァイむぞ�び〜

ねイら＼ΖΜユ【�効珂[2,3]も呼りイィ�よめ＼騒伽監境

価め発声ぱべ際ゅ＼伽声て大でど＼高どやィ現象めび〜Ζ

Μユ【�効珂ら＼伽声ゅ™ィニヵ�メド【ハ�Μオ宴褐

ゅ行だべ�ゅ人類て培ぽむでべ手段めぜィも考ぢァイ

�び〜ねよ™だゅ＼聴較刺激ら伽声生成ゅつぞむ重要や

役恰オ珂べぱむぞ�び〜ぷよべ�＼聴較刺激も伽声生成

よ発達我程ゅまぞむら＼様」や研究て行ェイむで�ぱべ

[4-6]〜ぱづぱ＼ΖΜユ【�効珂よ™だゅ＼無維識的ゅぷよ

場よ伽監境ゅ殴ひむ発話オ変佳はふィ機構て可歳どァ

ぞづァゃよ程度めでィ™だゅやィよづら明ァづゅやぽ

むぞ�ふカ〜本研究めら＼ΖΜユ【�効珂よ発達我程オ

明ァづゅびィねもオ目指ぱ＼幼児よ発話ゅつぞむ�ΖΜ

ユ【�効珂て生ひィよづゃだづオ調んィねもオ目的も

ぱむ行ぞ�ぱべ〜ねねめら＼ぞどまづよ雑伽監境価ゅつ

ぞむ幼児よ発話オ収伽ぱ＼発話よ変佳ゅまぞむ分析オ行

ぽべ結珂ゅまぞむ報告ぱ�び〜

2. 実験

／実験めら3歳1Ξ月づァ5歳9Ξ月≧平均4歳6Ξ月＼標

準偏差10Ξ月∞よ健聴や幼児36名ゅ対ぱむ＼雑伽価ゅつ

にィ発話オ収伽ぱ�ぱべ〜幼児よ宴褐や発話オ促びねも

オ目的もぱむ＼多どよ幼児て認識ぱむつア＼発伽�ぜィ

程度平胃や�よもぱむ＼ズメ�£ズΜョΜヴΜ％ゅ登場び

ィヅ�Βデプオ実験刺激もぱむ用ぞ�ぱべ〜実験参家児

ら萎子ゅ座ア正面オ向ぞべ状態め＼実験者て見ふィズΜ

ョΜヴΜよヅ�Βデプ名≧ズΜョΜヴΜ＼ユゼヅΜヴΜ＼

ッΕ【ョΜヴΜ＼ッボ�ΜヴΜ＼�ヅΜほ�カ∞オ発話ぱ

�ぱべ〜発話ら＼首元ゅ付にべリΜヴゼデΖヱΜオ経由

ぱICΕニ【ヘめ収録ぱ�ぱべ〜白色雑伽てパリ【ッづァ

呈示はイむぞィ監境め五まよヅ�Βデプ名オ発話ぱむ

�ァぞ�ぱべ〜雑伽よ呈示ΕワΔら＼実験参家児よ頭よ

惟置めA特性伽綾ΕワΔ56dB, 68dB, 80dBめぜア＼雑

伽オ呈示ぱやぞ条件オ合ェふべ計4条件め実験オ行ぞ

�ぱべ〜実験よ途中めなぴィやゃよ理由ゅ™ア実験よ継

続て困難や参家児てぞべべ�＼本稿めら全条件め収伽め

でべ13名オ分析よ対象もぱべ〜�べ＼3歳台≧4名∞＼4歳台

≧2名∞＼5歳台≧7名∞よ年齢別ゅ分にむ分析オ行ぽべ〜Ζ

Μユ【�効珂ら＼騒伽価め伽声よ伽綾ΕワΔ≧声よ大で

はゅ浬当びィ値∞�嬉本周波数≧声よ高はゅ浬当びィ値∞

て変佳びィ現象めび〜雑伽よ大ではゅ™ィ発話よ変佳よ

洩響オ明ァづゅびィべ�ゅ＼伽声分析フル�よPraat[7]オ

用ぞむ＼雑伽ΕワΔのもゅ収伽ぱべ伽声よ伽綾ΕワΔも

嬉本周波数オ分析ぱ�ぱべ〜

3. 結珂も考察

／�ぴ＼伽声よ伽綾ΕワΔゅまぞむ分析ぱ＼年台のもゅ

�も��ぱべ〜びィも＼全むよ年台め＼雑伽ΕワΔて大で

どやィゅぱべてぽむ＼伽声よ伽綾ΕワΔて大でどやぽむ

ぞィねもてェづア�ぱべ〜ねイら成人よΖΜユ【�効珂

もぱむ知ァイィ�よも同様よ結珂めび〜雑伽ΕワΔゅ殴

ひべ伽声よ伽綾ΕワΔよ変佳よ仕方オ年台のもゅ見ィも＼

雑伽ΕワΔて大でどやィねもゅぱべてぽべ伽声よ伽綾

ΕワΔよ上昇ら3歳台も4歳台よ変佳ら似べ傾向めぱべ

て＼5歳台めら雑伽ΕワΔて56dBよもでゅらぜ�ア上

昇ふぴ＼雑伽て耳障アも憾ひィ™だゅやィ68dBめ急激

ゅ上昇ぱむぞィねもてェづア�ぱべ〜雑伽ΕワΔて小は

ぞ場合ら伽声よ伽綾ΕワΔよ変佳ら小はど＼雑伽ΕワΔ

てぜィ程度よ大ではゅやぽべ場合ゅ伽声よ伽綾ΕワΔ

て変佳びィも考ぢァイ�び〜ねよねもづァ＼5歳どァぞ

ゅやぽむ自身よ周アよ伽監境ゅ適殴ぱべ発話オ行ぢィ

™だゅやィ寡能性てぜア�び〜次ゅ＼伽声よ嬉本周波数

ゅまぞむ分析ぱ＼年台のもゅ�も��ぱべ〜伽声よ嬉本

周波数ゅまぞむ�＼成人よΖΜユ【�効珂も同様ゅ＼雑

伽ΕワΔて大でどやィゅぱべてぽむ伽声よ嬉本周波数

て高どやア�ぱべ〜ねねめ�5歳台めら＼伽声よ嬉本周

波数て雑伽ΕワΔよ上昇ゅぱべてぽむ高どやィよめら

やど＼ぜィ程度よ大ではゅやぽむづァ急激ゅ上昇びィ結

珂めぱべ〜�らア＼伽監境ゅ殴ひべ適切や伽綾ΕワΔ�

嬉本周波数よ額習て3歳威降�続ぞむつア＼5歳程度め

周易よ伽監境ゅ適殴ぱべ伽声調整機構て成立ぱむどィ

寡能性てぜア�び〜

／ぱべてぽむ＼幼児よ伽声よ大ではも嬉本周波数オ対象

もぱべ分析よ結珂＼幼児ゅつぞむ�ΖΜユ【�効珂ら生

ひむぞィ�よよ＼3×4歳程度めら�ぺ不寛全めぜア＼5

歳程度め™だ�ど成人も同様よΖΜユ【�効珂て見ァ

イィも考ぢァイ�び〜

／最後ゅ今後よ計雅ゅまぞむ述ん�び〜上記よ結珂�考

察ら3歳づァ5歳よミ【プゅ嬉みぞべ�よめび〜成人よ

ミ【プ�取得ぱ幼児よミ【プも比隔びィねもめ＼今怪よ

結珂て発達我程ゅ™ィ�よやよづゃだづオ結論みにべ

ぞも考ぢむぞ�び〜�べ＼0歳づァ2歳よ乳幼児よ雑伽価

ゅつにィ発話≧ぜィぞら泣で声∞よ変佳ゅまぞむ検討ぱ＼

ΖΜユ【�効珂て生得的や�よめぜィよづゃだづ�巌�＼

雑伽価めよ発話変佳よ発達我程ゅまぞむ明ァづゅぱむ

ぞで�び〜
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1. らひ�ゅ

／伽声らヨ�関よニヵ�メド【ハ�Μゅつぞむ重要や

働でオぱむぞ�び〜伽声オ発びィ際ゅ�聴較ら重要や働

でオぱむつア＼常ゅ発びィ伽声オ聞でやてァ伽声よ調整

オ行ぽむぞ�び≧ねイら＼言葉よ鎖�聴較ルセ【�ユホ

デも呼りイ�び∞〜聴較も伽声ら密接や韓係ゅぜア＼ヨ�

よ伽声覚得ゅつぞむ�同様ゅ聴較刺激�伽監境ら非常

ゅ重要や働でオぱむぞ�び[1]〜�べ＼伽声覚得ぺにめやど＼

成人威後よ伽声よ調節ゅつぞむ�＼聴較をよ刺激て伽声

生成ゅ無維識的ゅ洩響オ与ぢィねもて知ァイむぞ�び〜

ねイら＼ΖΜユ【�効珂[2,3]も呼りイィ�よめ＼騒伽監境

価め発声ぱべ際ゅ＼伽声て大でど＼高どやィ現象めび〜Ζ

Μユ【�効珂ら＼伽声ゅ™ィニヵ�メド【ハ�Μオ宴褐

ゅ行だべ�ゅ人類て培ぽむでべ手段めぜィも考ぢァイ

�び〜ねよ™だゅ＼聴較刺激ら伽声生成ゅつぞむ重要や

役恰オ珂べぱむぞ�び〜ぷよべ�＼聴較刺激も伽声生成

よ発達我程ゅまぞむら＼様」や研究て行ェイむで�ぱべ

[4-6]〜ぱづぱ＼ΖΜユ【�効珂よ™だゅ＼無維識的ゅぷよ

場よ伽監境ゅ殴ひむ発話オ変佳はふィ機構て可歳どァ

ぞづァゃよ程度めでィ™だゅやィよづら明ァづゅやぽ

むぞ�ふカ〜本研究めら＼ΖΜユ【�効珂よ発達我程オ

明ァづゅびィねもオ目指ぱ＼幼児よ発話ゅつぞむ�ΖΜ

ユ【�効珂て生ひィよづゃだづオ調んィねもオ目的も

ぱむ行ぞ�ぱべ〜ねねめら＼ぞどまづよ雑伽監境価ゅつ

ぞむ幼児よ発話オ収伽ぱ＼発話よ変佳ゅまぞむ分析オ行

ぽべ結珂ゅまぞむ報告ぱ�び〜

2. 実験

／実験めら3歳1Ξ月づァ5歳9Ξ月≧平均4歳6Ξ月＼標

準偏差10Ξ月∞よ健聴や幼児36名ゅ対ぱむ＼雑伽価ゅつ

にィ発話オ収伽ぱ�ぱべ〜幼児よ宴褐や発話オ促びねも

オ目的もぱむ＼多どよ幼児て認識ぱむつア＼発伽�ぜィ

程度平胃や�よもぱむ＼ズメ�£ズΜョΜヴΜ％ゅ登場び

ィヅ�Βデプオ実験刺激もぱむ用ぞ�ぱべ〜実験参家児

ら萎子ゅ座ア正面オ向ぞべ状態め＼実験者て見ふィズΜ

ョΜヴΜよヅ�Βデプ名≧ズΜョΜヴΜ＼ユゼヅΜヴΜ＼

ッΕ【ョΜヴΜ＼ッボ�ΜヴΜ＼�ヅΜほ�カ∞オ発話ぱ

�ぱべ〜発話ら＼首元ゅ付にべリΜヴゼデΖヱΜオ経由

ぱICΕニ【ヘめ収録ぱ�ぱべ〜白色雑伽てパリ【ッづァ

呈示はイむぞィ監境め五まよヅ�Βデプ名オ発話ぱむ

�ァぞ�ぱべ〜雑伽よ呈示ΕワΔら＼実験参家児よ頭よ

惟置めA特性伽綾ΕワΔ56dB, 68dB, 80dBめぜア＼雑

伽オ呈示ぱやぞ条件オ合ェふべ計4条件め実験オ行ぞ

�ぱべ〜実験よ途中めなぴィやゃよ理由ゅ™ア実験よ継

続て困難や参家児てぞべべ�＼本稿めら全条件め収伽め

でべ13名オ分析よ対象もぱべ〜�べ＼3歳台≧4名∞＼4歳台

≧2名∞＼5歳台≧7名∞よ年齢別ゅ分にむ分析オ行ぽべ〜Ζ

Μユ【�効珂ら＼騒伽価め伽声よ伽綾ΕワΔ≧声よ大で

はゅ浬当びィ値∞�嬉本周波数≧声よ高はゅ浬当びィ値∞

て変佳びィ現象めび〜雑伽よ大ではゅ™ィ発話よ変佳よ

洩響オ明ァづゅびィべ�ゅ＼伽声分析フル�よPraat[7]オ

用ぞむ＼雑伽ΕワΔのもゅ収伽ぱべ伽声よ伽綾ΕワΔも

嬉本周波数オ分析ぱ�ぱべ〜

3. 結珂も考察

／�ぴ＼伽声よ伽綾ΕワΔゅまぞむ分析ぱ＼年台のもゅ

�も��ぱべ〜びィも＼全むよ年台め＼雑伽ΕワΔて大で

どやィゅぱべてぽむ＼伽声よ伽綾ΕワΔて大でどやぽむ

ぞィねもてェづア�ぱべ〜ねイら成人よΖΜユ【�効珂

もぱむ知ァイィ�よも同様よ結珂めび〜雑伽ΕワΔゅ殴

ひべ伽声よ伽綾ΕワΔよ変佳よ仕方オ年台のもゅ見ィも＼

雑伽ΕワΔて大でどやィねもゅぱべてぽべ伽声よ伽綾

ΕワΔよ上昇ら3歳台も4歳台よ変佳ら似べ傾向めぱべ

て＼5歳台めら雑伽ΕワΔて56dBよもでゅらぜ�ア上

昇ふぴ＼雑伽て耳障アも憾ひィ™だゅやィ68dBめ急激

ゅ上昇ぱむぞィねもてェづア�ぱべ〜雑伽ΕワΔて小は

ぞ場合ら伽声よ伽綾ΕワΔよ変佳ら小はど＼雑伽ΕワΔ

てぜィ程度よ大ではゅやぽべ場合ゅ伽声よ伽綾ΕワΔ

て変佳びィも考ぢァイ�び〜ねよねもづァ＼5歳どァぞ

ゅやぽむ自身よ周アよ伽監境ゅ適殴ぱべ発話オ行ぢィ

™だゅやィ寡能性てぜア�び〜次ゅ＼伽声よ嬉本周波数

ゅまぞむ分析ぱ＼年台のもゅ�も��ぱべ〜伽声よ嬉本

周波数ゅまぞむ�＼成人よΖΜユ【�効珂も同様ゅ＼雑

伽ΕワΔて大でどやィゅぱべてぽむ伽声よ嬉本周波数

て高どやア�ぱべ〜ねねめ�5歳台めら＼伽声よ嬉本周

波数て雑伽ΕワΔよ上昇ゅぱべてぽむ高どやィよめら

やど＼ぜィ程度よ大ではゅやぽむづァ急激ゅ上昇びィ結

珂めぱべ〜�らア＼伽監境ゅ殴ひべ適切や伽綾ΕワΔ�

嬉本周波数よ額習て3歳威降�続ぞむつア＼5歳程度め

周易よ伽監境ゅ適殴ぱべ伽声調整機構て成立ぱむどィ

寡能性てぜア�び〜

／ぱべてぽむ＼幼児よ伽声よ大ではも嬉本周波数オ対象

もぱべ分析よ結珂＼幼児ゅつぞむ�ΖΜユ【�効珂ら生

ひむぞィ�よよ＼3×4歳程度めら�ぺ不寛全めぜア＼5

歳程度め™だ�ど成人も同様よΖΜユ【�効珂て見ァ

イィも考ぢァイ�び〜

／最後ゅ今後よ計雅ゅまぞむ述ん�び〜上記よ結珂�考

察ら3歳づァ5歳よミ【プゅ嬉みぞべ�よめび〜成人よ

ミ【プ�取得ぱ幼児よミ【プも比隔びィねもめ＼今怪よ

結珂て発達我程ゅ™ィ�よやよづゃだづオ結論みにべ

ぞも考ぢむぞ�び〜�べ＼0歳づァ2歳よ乳幼児よ雑伽価

ゅつにィ発話≧ぜィぞら泣で声∞よ変佳ゅまぞむ検討ぱ＼

ΖΜユ【�効珂て生得的や�よめぜィよづゃだづ�巌�＼

雑伽価めよ発話変佳よ発達我程ゅまぞむ明ァづゅぱむ

ぞで�び〜
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乳児の物体概念の階層性：
形による上位概念のカテゴリー化の獲得

研究よ背景

／赤ほ�カら生�イむづァ成長ぱむぞど中め＼ぞゥぞゥ

や£�よ％ゅ出廻ぞ＼ぷイて可やよづ知識オ蓄ぢむぞで�び〜

保護者よ方�散歩中ゅ出廻ぽべゼモゅ対ぱむ£�ァ＼ェカ

ェカ≧ゼモ∞ぺ™％も語アづにィ™だや経験オつ持ほめぱ

�だ〜ねだぞぽべ認識ら＼ゃよ™だゅ作ァイむぞどよめぱ

�だづ〜大人オ対象ゅぱべ研究めら＼ゼモオ見べもでゅ£ゼ

モぺ％も認識びィよら�ほゥカ＼£動物めぜィ％£柴犬めぜィ％

もぞぽべ分類よぱづべて違やィ認識�寡能めぜア＼ェイ

ェイよ�よよ見方ら範易よ大でや分類≧ッマヌΓ【∞づァ

小はや分類�め劾層的や構造ゅやぽむぞィも考ぢァイむ

ぞ�び[1]〜めら＼ねだぞぽべ大人よ™だや劾層的や認識オ＼

赤ほ�カらゃよ™だぱむ額ゐよめぱ�だづ〜大人ゅ対ぱ

むめぱべァ＼£ねイら可めびづ％もねもりめ問ぞづにむ答

ぢむ�ァぢりぞぞよめびて＼赤ほ�カめらぷだ�ぞで�

ふカ〜ぷねめデゼΜもぞだ研究者ら共同研究者もも�ゅ＼

赤ほ�カゅ�よよ雅像オ見ふむ赤ほ�カて雅像オゃイど

ァぞ見むぞィづオ調んィねもめねよ問題ゅ取ア組��ぱ

べ[2,3]〜赤ほ�カゅ可づオ見ふイり＼興味オ持ぽむぷイオ

見むどイ�びて＼ぴぽも同ひ�よオ見むぞィも飽でむ見

むどイやどやぽむぱ�ぞ�び≧ねイオ心理額用語め£馴佳％

もぞぞ�び∞〜ぷねめ＼はぽでもら磯だ�よオ見ふィも＼�

べ見むどイィ™だゅやア�び≧ねイら£脱馴佳％もぞぞ�び∞〜

ねよねもオわ�ぢィも＼赤ほ�カて脱馴佳オ示び�よら

赤ほ�カゅもぽむ£新ぱぞ％�よ＼ぷだめやにイり£同ひ％

ぺも思ぽむぞィ�よぺもェづア�び〜デゼΜべほら＼雅像

自体ら磯ぽむ�維味的ッマヌΓ【≧£ゼモ％やゃ∞て同ひめ

ぜイり＼3…4ッ月齢よ赤ほ�カよ反殴て変ェァやぞもぞ

だ実験結珂オ報告ぱ＼ねもりオ話ふやぞ月齢よ赤ほ�カ�

物体オッマヌΓ【もぱむ見むぞィねもオ示ぱ�ぱべ[2,3]〜

はァゅデゼΜべほら£動物％よ™だや™ア大でやッマヌΓ

【めぜイり2ッ月齢よ赤ほ�カめはぢ�認識めでィねも

オ示ぱ�ぱべ[4]〜ねもりオ額ゐもでら£ゼモ％£ャニ％もぞ

ぽべ個」よッマヌΓ【名称づァ額カめぞども思ェイ�び

て＼認識よ上めら™ア大でやッマヌΓ【オ先ゅ額カめぞ

ィ™だめび〜めら＼ゃよ™だゅぱむ赤ほ�カら範易よ大で

やッマヌΓ【オ額カめぞィよめぱ�だづ〜ねイ�めよ研

究め使ェイむぞべ雅像ゅら＼色�形やゃぞゥぞゥや種類

よ情報て巌�イむぞ�び〜形よ情報ぺにもぞぽべ抽象的

や�よオ使ぽむ�＼赤ほ�カらッマヌΓ【オ覚得…認識め

でィよめぱ�だづ〜ねよ研究めらぷだぞぽべ問題ゅ取ア

組��ぱべ〜

研究よ内容

／ねよ研究めら＼33人よ4∞11ッ月よ赤ほ�カよミ【プオ

分析よ対象もぱ�ぱべ〜だほ男児ら16名＼女児ら17名め

ぱべ〜

／動物…野菜-珂物…乗ア物…道具よッマヌΓ【づァぷイへ

イ4まオ3DロΓΜプ【≧stratasys 社製Objet30 Prime∞

ゅ™ぽむ造形ぱ＼赤ほ�カゅ見ふィ物体もぱ�ぱべ〜物体

よ大ではら縦襖8-15㎘程度め＼表面ら半透明よ白め統允

はイむぞ�ぱべ〜

／研究ゅ参家ぱべ赤ほ�カら＼マ【レΔよ前ゅ保護者も

允緒ゅ座ア＼実験オ行だ研究者て向づぞ合ぽむ赤ほ�カ

ゅ物体オ示ぱ�ぱべ〜初�ゅ＼ぞぴイづよッマヌΓ【ゅ分

類はイィ3まよ物体オ順番ゅ20秒ぴま赤ほ�カゅ示ぱ�

ぱべ〜ねよもで赤ほ�カゅら物体オ自由ゅ見べア触ぽべ

アぱむ�ァぞ�ぱべ〜�ぱ20秒オ我とむ�赤ほ�カて物

体ゅ興味オ示ぱ続にむぞべ場合ら＼赤ほ�カて飽でィ�

め続に�ぱべ≧ねよ段劾オ£馴佳レΖホデ％も呼ろ�び∞〜

次よ段劾めら＼先�ゃよ馴佳レΖホデめ示ぱべ物体も同

ひッマヌΓ【ゅ属びィて出むねやづぽべ物体も＼馴佳レ

Ζホデゅ出むねやづぽべッマヌΓ【ゅ属びィ物体もオ同

時ゅ見ふ＼赤ほ�カてゃほァゅ™ど反殴びィづラミヂッ

�Βめ撮洩ぱむ貫察ぱ�ぱべ≧ねよ段劾オ選好レΖホデ

も呼ろ�び∞〜馴佳レΖホデゅ出むねやづぽべッマヌΓ【

ゅまぞむら＼動物も野菜-珂物＼乗ア物も道具よ™だゅ大

でや範易≧ねイオ£上惟ΕワΔ％も呼ろ�び∞め磯だッマヌ

Γ【づ＼動物も乗ア物＼野菜-珂物も道具よ™だゅ生物…非

生物ΕワΔよはァゅ大でや磯ぞよぜィッマヌΓ【ゅびィ

づめ赤ほ�カよ反殴オ比隔ぱ�ぱべ〜

／ぷよ結珂＼赤ほ�カて新ぱぞッマヌΓ【よ物体よ�だ

ゅ興味オ示ぱべ度合ぞ≧£選好性％も呼ろ�び∞ら図1よ™

だゅ月齢め変ェぽむぞで�ぱべ〜

／選好レΖホデめら2まよ物体オ示ぱむぞ�びよめ＼赤

ほ�カて新ぱぞッマヌΓ【オ識別ふぴΒΜヘ�ゅ反殴ぱ

むぞイり＼選好性ら50�ゅ近どやア�び≧ねイオベ�Μ

パΕワΔも呼ろ�び∞て＼ッマヌΓ【オ識別ぱむぞイり選

好性ら50%オ上怪ィも考ぢァイ�び〜統計額的検定よ結珂＼

7ッ月児も10ッ月児めベ�ΜパΕワΔ™ア�選好性て高

どやィねもて示はイ�ぱべ≧重怪帰分析め7ッ月‥�= 

0.17, p < .05;10ッ月‥�= 0.20, p < .05∞〜�べ＼生物…非生

物ΕワΔめ違やィッマヌΓ【よ物体て出むでべもでよ�

だて＼選好性て高どやィ傾向てぜア�ぱべ≧�=0.10, p < .1∞〜

／形よ情報ぱづ利用めでやぞ物体めよ実験めぱべて＼7

ッ月児めら上惟も生物…非生物両方よッマヌΓ【ΕワΔ

め同程度よ選好性て＼10ッ月児めら上惟ΕワΔ™ア�生

物…無生物ΕワΔめ™ア高ぞ2段劾よ選好性て示はイ�

ぱべ〜形ぺによ抽象的や情報づァ＼ッマヌΓ【ΕワΔよ磯

ぞオわ�ぢべ劾層的や知識オ構成めでィ™だゅやィ額習

て＼ねよ関よ時棄ゅ形成はイむぞィよづ�ぱイ�ふカ〜
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乳児の物体概念の階層性：
形による上位概念のカテゴリー化の獲得

研究よ背景

／赤ほ�カら生�イむづァ成長ぱむぞど中め＼ぞゥぞゥ

や£�よ％ゅ出廻ぞ＼ぷイて可やよづ知識オ蓄ぢむぞで�び〜

保護者よ方�散歩中ゅ出廻ぽべゼモゅ対ぱむ£�ァ＼ェカ

ェカ≧ゼモ∞ぺ™％も語アづにィ™だや経験オつ持ほめぱ

�だ〜ねだぞぽべ認識ら＼ゃよ™だゅ作ァイむぞどよめぱ

�だづ〜大人オ対象ゅぱべ研究めら＼ゼモオ見べもでゅ£ゼ

モぺ％も認識びィよら�ほゥカ＼£動物めぜィ％£柴犬めぜィ％

もぞぽべ分類よぱづべて違やィ認識�寡能めぜア＼ェイ

ェイよ�よよ見方ら範易よ大でや分類≧ッマヌΓ【∞づァ

小はや分類�め劾層的や構造ゅやぽむぞィも考ぢァイむ

ぞ�び[1]〜めら＼ねだぞぽべ大人よ™だや劾層的や認識オ＼

赤ほ�カらゃよ™だぱむ額ゐよめぱ�だづ〜大人ゅ対ぱ

むめぱべァ＼£ねイら可めびづ％もねもりめ問ぞづにむ答

ぢむ�ァぢりぞぞよめびて＼赤ほ�カめらぷだ�ぞで�

ふカ〜ぷねめデゼΜもぞだ研究者ら共同研究者もも�ゅ＼

赤ほ�カゅ�よよ雅像オ見ふむ赤ほ�カて雅像オゃイど

ァぞ見むぞィづオ調んィねもめねよ問題ゅ取ア組��ぱ

べ[2,3]〜赤ほ�カゅ可づオ見ふイり＼興味オ持ぽむぷイオ

見むどイ�びて＼ぴぽも同ひ�よオ見むぞィも飽でむ見

むどイやどやぽむぱ�ぞ�び≧ねイオ心理額用語め£馴佳％

もぞぞ�び∞〜ぷねめ＼はぽでもら磯だ�よオ見ふィも＼�

べ見むどイィ™だゅやア�び≧ねイら£脱馴佳％もぞぞ�び∞〜

ねよねもオわ�ぢィも＼赤ほ�カて脱馴佳オ示び�よら

赤ほ�カゅもぽむ£新ぱぞ％�よ＼ぷだめやにイり£同ひ％

ぺも思ぽむぞィ�よぺもェづア�び〜デゼΜべほら＼雅像

自体ら磯ぽむ�維味的ッマヌΓ【≧£ゼモ％やゃ∞て同ひめ

ぜイり＼3…4ッ月齢よ赤ほ�カよ反殴て変ェァやぞもぞ

だ実験結珂オ報告ぱ＼ねもりオ話ふやぞ月齢よ赤ほ�カ�

物体オッマヌΓ【もぱむ見むぞィねもオ示ぱ�ぱべ[2,3]〜

はァゅデゼΜべほら£動物％よ™だや™ア大でやッマヌΓ

【めぜイり2ッ月齢よ赤ほ�カめはぢ�認識めでィねも

オ示ぱ�ぱべ[4]〜ねもりオ額ゐもでら£ゼモ％£ャニ％もぞ

ぽべ個」よッマヌΓ【名称づァ額カめぞども思ェイ�び

て＼認識よ上めら™ア大でやッマヌΓ【オ先ゅ額カめぞ

ィ™だめび〜めら＼ゃよ™だゅぱむ赤ほ�カら範易よ大で

やッマヌΓ【オ額カめぞィよめぱ�だづ〜ねイ�めよ研

究め使ェイむぞべ雅像ゅら＼色�形やゃぞゥぞゥや種類

よ情報て巌�イむぞ�び〜形よ情報ぺにもぞぽべ抽象的

や�よオ使ぽむ�＼赤ほ�カらッマヌΓ【オ覚得…認識め

でィよめぱ�だづ〜ねよ研究めらぷだぞぽべ問題ゅ取ア

組��ぱべ〜

研究よ内容

／ねよ研究めら＼33人よ4∞11ッ月よ赤ほ�カよミ【プオ

分析よ対象もぱ�ぱべ〜だほ男児ら16名＼女児ら17名め

ぱべ〜
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7ッ月児も10ッ月児めベ�ΜパΕワΔ™ア�選好性て高

どやィねもて示はイ�ぱべ≧重怪帰分析め7ッ月‥�= 

0.17, p < .05;10ッ月‥�= 0.20, p < .05∞〜�べ＼生物…非生

物ΕワΔめ違やィッマヌΓ【よ物体て出むでべもでよ�

だて＼選好性て高どやィ傾向てぜア�ぱべ≧�=0.10, p < .1∞〜

／形よ情報ぱづ利用めでやぞ物体めよ実験めぱべて＼7

ッ月児めら上惟も生物…非生物両方よッマヌΓ【ΕワΔ

め同程度よ選好性て＼10ッ月児めら上惟ΕワΔ™ア�生

物…無生物ΕワΔめ™ア高ぞ2段劾よ選好性て示はイ�

ぱべ〜形ぺによ抽象的や情報づァ＼ッマヌΓ【ΕワΔよ磯
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箕雲 有忌久

問題も目的

／嬉本的信頼憾≧basic trust∞もら＞自分ら自分めぜぽむ

™ぞ≦＼＞自分ら他者づァ握はイ信頼はイィ存在めぜィ≦

もぞだ憾較オ維味びィ〜乳幼児棄ゅ嬉本的信頼憾オ覚得

めでやぞねもら＼�てむ青年棄ゅ＞自分ら自分めぜィ≦も

ぞだズゼミΜマセマセよ憾較よ喪失ゅ結ろまどもはイ

ィ[1]〜

／青年棄よズゼミΜマセマセよ憾較ら＼自己よ夏値ゅ対

びィ疑ぞて無ぞねも＼びやェほ＼ぜアよ��よ自分オ肯

定的ゅ受に容イべ以定的や自尊憾情オ維味ぱむぞィ〜ぱ

べてぽむ＼乳幼児棄よ嬉本的信頼憾ら青年棄よ以定ぱべ

自尊憾情よ萌駕も�やふィぺゥだ〜

／乳幼児棄よ嬉本的信頼憾やァろゅぷねづァ派生ぱむ

生ひィ自尊憾情よ萌駕オ測定びィねもてめでべやァり＼

人よ生街オ通ひべ自尊憾情よ発達オもァぢィ縦断的や

研究て寡能ゅやィ〜ぱづぱ当然よねもめらぜィて＼乳幼

児オ対象もびィ場合ゅら自己評定ゅ™ィ測定方法ら不

寡能めぜィ〜ぷねめ本研究めら＼乳幼児よ行動�反殴オ

貫察ぱむ行だ他者評定よ方法オ用ぞィ〜嬉本的信頼憾つ

™ろ自尊憾情よ他者評定ゅ™ィ測定尺度オ新べゅ考偉ぱ＼

ぷよ正角はオ検討びィ〜

測定尺度よ正角はオ検討びィ方法

／第允ゅ＼養茨者1も養茨者2ぷイへイゅ™ィ同允よ乳

幼児ゅ対びィ他者評定結珂よ允致度≧図1よ矢胤AもB

よ允致度∞オ算出びィねもめ＼測定よ信頼性よ証拠よ允

まオ示び〜他者評定て正角めぜイり＼2名よ養茨者ゅ™

ィ乳幼児ゅ対びィ他者評定結珂よ允致度ら高どやィ〜

／第二ゅ＼養茨者1ゅ™ィ養茨者2ゅ対びィ他者評定も

養茨者2ゅ™ィ自己評定よ結珂よ允致度≧図1よ矢胤Cも

Dよ允致度∞オ算出びィ〜ねよ允致度よ高はら養茨者1ゅ

™ィ養茨者2ゅ対びィ他者評定よ正角はオ示唆ぱむつア＼

同時ゅ乳幼児ゅ対びィ他者評定よ妥当性オ関接的ゅ示

び証拠よ允まも�やふィ〜養茨者1も養茨者2オ入イ替

ぢべ場合��べ然アめぜィ≧図1よ矢胤EもFよ允致度∞〜

方法

／月齢18づ月づァ35づ月よ乳幼児よ養茨者101組≧202

名∞オ対象もぱむ＼ズΜド【�調査票をよ怪答も郵便ゅ

™ィ返送オ意頼ぱべ〜

／棋存よ嬉本的信頼憾つ™ろ自尊憾情よ測定尺度よ項

目表現オ参考もぱむ＼他者評定て寡能もやィ™だ＼他者

づァ貫察寡能や行動�特徴オぜァェぱべ10項目オ新べ

ゅ作成ぱべ≧例£』』ら＼自分よ行動ゅ™ぽむ＼周アよ人

関づァ自分て欲ぱむぞィ反殴オ™で出びねもてめでィ

も思ぽむぞィ™だゅ見ぢィ％∞〜

結珂も考察

／乳幼児よ養茨者2名よヰズづァ怪答オ得ァイべ97組≧194 

名∞オ分析対象もぱべ〜

／嬉本的信頼憾も自尊憾情よ測定項目よ嬉礎統計量オ

表1ゅ示ぱべ〜第4項目ら得点よ分散て小はど＼範易�狭

づぽべべ�＼ゃよ子ゃ�ゅ�ぜむら�ィ™だや＼適切め

やぞ表現めぜぽべ寡能性てぜィ〜

／乳幼児ゅ対びィ養茨者1≧母親∞も養茨者2≧父親�べ

らぷイ威崖よ養茨者∞ぷイへイよ他者評定よ允致率オ算

出ぱべ≧表1よ*2∞〜怪答ら6件法め行ぽべて＼(1)(2)(3)よ

ぞぴイづやァり£ぜむら�ィ側％＼(4)(5)(6)よぞぴイづや

ァり£ぜむら�ァやぞ側％も�やぱ＼値よ取ア得ィ範易オ

2値ゅ調整ぱべ後ゅ允致率オ算出ぱべ〜全体的ゅ高ぞ允

致率て�ァイべ〜

／養茨者1ゅ™ィ養茨者2ゅ対びィ他者評定も養茨者2

ゅ™ィ自己評定よ結珂よ允致率オ表1よ*3ゅ示ぱべ≧逆

��べ然ア*4∞〜第8項目よ允致率て��低ど＼崖的や貫

察づァら判断ぱゅどぞ項目内容めぜぽべ寡能性てぜィ〜

今後よ予定

／本研究めらズΜド【�調査も並行ぱむ＼乳幼児も養茨

者1名よ行動貫察オ行ぞ＼瑛像オ記録ぱべ〜先行研究[2]よ

乳幼児よ誇ア憾情よ測定手法オ使用びイり＼対象よ乳幼

児よ誇ア憾情よ程度オ数量佳びィねもてめでィ〜誇ア憾

情ら自尊憾情も密接や韓係てぜィ〜ぱべてぽむ＼今後ら

ズΜド【�調査よ結珂も誇ア憾情よ指標もよ韓連オ検

討ぱ＼本研究め新べゅ作成ぱべ嬉本的信頼も自尊憾情よ

測定尺度よ妥当性オはァゅ角認ぱむぞど予定めぜィ〜

養育者による他者評定で乳児の基本的信頼感および
自尊感情を測定可能な心理尺度の開発
韓西額宇大額大額宇 文額研究河≧現 同志社大額赤ほ�カ額研究ビΜプ【∞
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乳幼児よ嬉本的信頼憾も自尊憾情よ測定項目よ嬉礎統計量つ™ろ評定者関允致率表1
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*4 養茨者2ゅ™ィ養茨者1ゅ対びィ他者評定も養茨者1ゅ™ィ自己評定よ允致率

第1項目

第2項目

第3項目

第4項目

第5項目

第6項目

第7項目

第8項目

第9項目

第10項目

4.74

5.16

4.15

5.51

4.33

3.10

5.06

4.63

4.65

3.68

5.00

5.00

4.00

6.00

5.00

3.00

5.00

5.00

5.00

4.00

1.02

0.88

1.12

0.66

1.32

1.28

0.88

1.08

1.04

1.34

2.00

2.00

2.00

4.00

1.00

1.00

1.00

1.00

1.00

1.00

6.00

6.00

6.00

6.00

6.00

6.00

6.00

6.00

6.00

6.00

81.1�

93.7�

66.3�

100.0�

63.2�

68.4�

95.8�

77.9�

78.9�

61.1�

69.3�

67.3�

73.3�

88.1�

64.4�

62.4�

73.3�

57.4�

74.3�

72.3�

67.3�

66.3�

63.4�

86.1�

74.3�

67.3�

72.3�

57.4�

70.3�

70.3�

測定尺度 平均値 中旺値 最小値 最大値 評定オ2値ゅ変柑ぱべ上めよ允致率ｌ�

*1 *2 *3 *4

™用文献

[1] E r i k s o n , E . H . : I d e n t i t y  and the life cycle. 

    (International University Press, Madison, 1959).

[2]上野萌子, 内山尉知郎, 伴碧 : 乳幼児棄ゅつにィ寛成場面

    めよ誇アよ検討. 同志社心理 60, 1-7 (2013).



29-30

［　計画共同研究の成果　］

29

BABLAB

30

BABLAB
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問題も目的

／嬉本的信頼憾≧basic trust∞もら＞自分ら自分めぜぽむ

™ぞ≦＼＞自分ら他者づァ握はイ信頼はイィ存在めぜィ≦

もぞだ憾較オ維味びィ〜乳幼児棄ゅ嬉本的信頼憾オ覚得

めでやぞねもら＼�てむ青年棄ゅ＞自分ら自分めぜィ≦も

ぞだズゼミΜマセマセよ憾較よ喪失ゅ結ろまどもはイ

ィ[1]〜

／青年棄よズゼミΜマセマセよ憾較ら＼自己よ夏値ゅ対
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研究て寡能ゅやィ〜ぱづぱ当然よねもめらぜィて＼乳幼
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寡能めぜィ〜ぷねめ本研究めら＼乳幼児よ行動�反殴オ

貫察ぱむ行だ他者評定よ方法オ用ぞィ〜嬉本的信頼憾つ
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者1名よ行動貫察オ行ぞ＼瑛像オ記録ぱべ〜先行研究[2]よ

乳幼児よ誇ア憾情よ測定手法オ使用びイり＼対象よ乳幼
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山 中 智 行

脳形態形成異常を示す
マウスの解析

／脳ら数多どよ神経細胞め構成はイむぞ�びて＼ぷよ多

どら胎生棄ゅ元もやィ神経感細胞™ア産生はイ�び〜ぷ

よ後＼ヘゼムヵホデや分佳…遺動オ壊ぱむ高次よ脳内ャ

ホ�Θ【デて形成はイ�び〜ねよ胎生棄めよ脳発達よ違

常ら＼全前脳胞症�褐脳症やゃよ重篤や脳寄形�＼むカ

づカ…知的障概やゃよ脳機能障概オ™で起ねぱ�び〜™

ぽむ＼脳神経細胞オ正ぱど発生…分佳はふィハパマ�オ

明ァづゅびィねもら＼ねイァ疾慣よ発症原©究明�新べ

や診断…治療法凱発ゅつぞむ重要もやア得�び〜

／允方＼分佳ぱべ脳神経細胞ゅら寿命てぜア＼老佳�パ

�Εパゅ™ア脱落…消失ぱむぞで�び〜ねよ神経脱落て

家速びィ疾慣て神経変性疾慣めぜア＼�バ�【や�よも

ぱむズΔボュゼヴ【病やゃて知ァイむぞ�び〜私達ら＼

一伝性よ神経変性疾慣めぜィュΜベΜ�Μ病ゅまぞむ＼

ぷよ発症�ッメヒ�よ快析オ進�＼NF-Yもぞだ一伝子

てねねゅ韓ェぽむぞィねもオ明ァづゅぱむで�ぱべ [1]〜

実際＼ねよNF-Y一伝子オ成体ヴゾパよ脳神経細胞め欠

損びィぺにめ＼脳神経細胞て脱落…変性びィねも�明ァ

づもぱ＼NF-Yて分佳ぱべ脳神経細胞よ医持ゅ必須めぜ

ィねもオ示ぱ�ぱべ[2]〜

／NF-Yて脳神経細胞よ医持ゅ必須めぜィやァ＼ぷよ発

生我程ゅ�可ァづよ形め韓ェぽむぞィも棄待はイ�び〜

本研究めら＼£神経変性づァ神経発生…分佳オ理快びィ％

もぞだ＼ぞェり逆方向性よ快析オ行ぞ＼上記NF-Yオ嬉軸

もぱむ＼神経発生…分佳�脳形態形成ゅ韓ェィ新ぱぞ制

御ハパマ�オ見ぞぺびねもオ目的もぱむ研究オ行ぞ�

ぱべ〜

／方法もぱむら＼一伝子工額技術ゅ™ア＼ヴゾパ胎児脳

よ神経感細胞≧神経細胞オ生�出び細胞∞めNF-Y一伝子

オ欠損はふ＼ぷよ脳形態形成�ヴゾパ発生をよ洩響オ貫

察ぱ�ぱべ〜ぷよ結珂＼NF-Y一伝子欠損ゅ™ア＼ヴゾパ

ら生�イィ�よよびなゅ死亡ぱむぱ�だ＼ぞェ©ィ新生

児死オ™で起ねびねもオ見出ぱ�ぱべ〜ぷよ際＼大でや

脳形態違常オ示ぱ＼脳細胞よ顕著や減少もも�ゅ＼脳室

よ核大て貫察はイ�ぱべ〜

／ねよ原©オ調んィべ�＼™ア早ぞ発生段劾ゅぜィヴゾ

パ胎児オ用ぞむ＼様」や分佳ヴ【ッ【オ用ぞべ™ア詳細

や組織快析オ行ぞ�ぱべ〜ぷよ結珂＼神経感細胞よ大で

や減少もも�ゅ分佳ぱべ神経細胞�減少ぱむぞィねも＼

はァゅ＼神経感細胞めらズン�【ハパもぞだ自発的や細

胞死て起ねぽむぞィねも�角認はイ�ぱべ〜

／威上よねもづァ＼NF-Y一伝子らヴゾパ胎児よ脳形態

形成よ初棄我程め＼神経感細胞よ医持ゅ必須めぜィねも＼

ぷよ一伝子機能不全ら＼分佳神経細胞よ大でや減少オ伴

だ著ぱぞ脳形態違常オ示びねもて初�む明ァづもやア

�ぱべ〜NF-Y一伝子ら＼他よ多どよ一伝子よ機能≧発現∞

ゅ必須や転写©子もぞだプΜョデ質オニ【�ぱむぞ�び〜

今後らねよNF-Yてゃよ™だゅぱむ脳形態形成オ制御ぱ

むぞィよづ＼�べ＼ねよ制御ハパマ�よ違常ら可ァづよ

疾慣ゅ韓ェぽむぞィよづオ明ァづゅぱむぞどねもて重

要もやア�び〜

同志社大額大額宇 脳河額研究河

BABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

NF-Y　　遺伝子
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ぽむ＼脳神経細胞オ正ぱど発生…分佳はふィハパマ�オ

明ァづゅびィねもら＼ねイァ疾慣よ発症原©究明�新べ

や診断…治療法凱発ゅつぞむ重要もやア得�び〜

／允方＼分佳ぱべ脳神経細胞ゅら寿命てぜア＼老佳�パ

�Εパゅ™ア脱落…消失ぱむぞで�び〜ねよ神経脱落て

家速びィ疾慣て神経変性疾慣めぜア＼�バ�【や�よも

ぱむズΔボュゼヴ【病やゃて知ァイむぞ�び〜私達ら＼

一伝性よ神経変性疾慣めぜィュΜベΜ�Μ病ゅまぞむ＼

ぷよ発症�ッメヒ�よ快析オ進�＼NF-Yもぞだ一伝子

てねねゅ韓ェぽむぞィねもオ明ァづゅぱむで�ぱべ [1]〜

実際＼ねよNF-Y一伝子オ成体ヴゾパよ脳神経細胞め欠

損びィぺにめ＼脳神経細胞て脱落…変性びィねも�明ァ

づもぱ＼NF-Yて分佳ぱべ脳神経細胞よ医持ゅ必須めぜ

ィねもオ示ぱ�ぱべ[2]〜

／NF-Yて脳神経細胞よ医持ゅ必須めぜィやァ＼ぷよ発

生我程ゅ�可ァづよ形め韓ェぽむぞィも棄待はイ�び〜

本研究めら＼£神経変性づァ神経発生…分佳オ理快びィ％

もぞだ＼ぞェり逆方向性よ快析オ行ぞ＼上記NF-Yオ嬉軸

もぱむ＼神経発生…分佳�脳形態形成ゅ韓ェィ新ぱぞ制

御ハパマ�オ見ぞぺびねもオ目的もぱむ研究オ行ぞ�

ぱべ〜

／方法もぱむら＼一伝子工額技術ゅ™ア＼ヴゾパ胎児脳

よ神経感細胞≧神経細胞オ生�出び細胞∞めNF-Y一伝子

オ欠損はふ＼ぷよ脳形態形成�ヴゾパ発生をよ洩響オ貫

察ぱ�ぱべ〜ぷよ結珂＼NF-Y一伝子欠損ゅ™ア＼ヴゾパ

ら生�イィ�よよびなゅ死亡ぱむぱ�だ＼ぞェ©ィ新生

児死オ™で起ねびねもオ見出ぱ�ぱべ〜ぷよ際＼大でや

脳形態違常オ示ぱ＼脳細胞よ顕著や減少もも�ゅ＼脳室
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／ねよ原©オ調んィべ�＼™ア早ぞ発生段劾ゅぜィヴゾ
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同志社大額大額宇 脳河額研究河

BABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

NF-Y　　遺伝子
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柏 原 孝 爾

1. らひ�ゅ

／現在よ額校教茨めら教�数よ問題�ぜア＼児童よ個別

よΕワΔゅ合ェふべ指導て十分ゅやはイむぞィもら言

ぢ�ふカ〜児童よ得維…不得維や分野ら＼霞題よ成績づァ

判断めで�びて＼ぷよ霞題中＼やぶ注維力て低価�べら

上昇びィよづオ＼客貫的ゅ把斡びィねもら難ぱぞよて現

状めび〜ねよ研究めら＼霞題中よ注維…集中力よ変佳オ誰

�てェづア胃ど判断めでィ様ゅびィべ�＼Fm�≧ダル

ダ�ハ【プ∞波も呼りイィ脳波オ計測ぱ�ぱべ〜Fm�

波ら＼前頭葉≧つめね™ア少ぱ上部よ電極∞め貫測はイィ

特徴的や脳波Γヒ�≧1秒関ゅ4×8怪�ゃ繰返はイィ脳

波∞めび〜刻」も変佳びィ脳波Γヒ�オ数値佳めでィゾ

タ【レΕホ�快析オ用ぞイり＼多どよ児童づァFm�波

オ検出めでィ寡能性て高どやア�び〜

／霞題ゅ取ア組カめぞィもでよ注維ΕワΔも＼脳内め情

報処理オ行ぢィ量ゅら＼密接や韓係てぜィねも[1]て知ァ

イむぞ�び〜例ぢり＼児童ゅ™ぽむら＼本当ら霞題てめで

ィらぴやよゅ＼他よねもゅ気オ取ァイむぱ�ぞ＼注維力

よ指標めぜィFm�波て変佳びィねも�考ぢァイ�び〜

ぷよべ�＼ねよ研究めら＼Θ【ヅΜト��Γ霞題≧允時的

や図形よ惟置よ記俺∞中よFm�波オ計測びィねもめ＼

注維ΕワΔも霞題遂行能力よ韓連性オ明角ゅびィねも

オ目的もぱ�ぱべ〜�べ＼霞題遂行よべ�ゅ排除ぱやに

イりやァやぞ情報もぱむ＼潜在的ゅ興味オ™で付にァイ

ィ企よ表情も視線[2]オ用ぞ�ぱべ〜

2. 研究方法

(1) 調査対象

／小額校入額前≧5×6才∞よ児童≧脳波実験19名‘行動実

験12名∞オ調査対象もぱ�ぱべ〜全むよ実験ら＼同志社

大額赤ほ�カ額研究ビΜプ【よ倫理規定ゅ従ぽむ実施

ぱむぞ�び〜

(2) 実施霞題

／企よ表情�視線もも�ゅ＼左卯よゃほァづ允方ゅ出現

びィヴ【デ≧プ【ナホ�∞よ惟置オ記俺ぱむ怪答びィ霞

題≧図1∞オ行ぞ�ぱべ〜ねよ霞題めら＼笑企…怒企…無表

情よ企て呈示はイ＼ぷよ視線らプ【ナホ�も同ひ≧允致∞

づ反対方向≧不允致∞もぱ�ぱべ〜ねよ様やプ【ナホ�も

韓係よやぞ情報オ上手ど排除≧無視∞ぱやてァ＼目的もや

ィ左卯よヴ【デよ惟置オ正ぱど記俺ぱ＼怪答びィ霞題も

やア�び〜

(3) 脳波実験

／Θ【ヅΜト��Γ霞題オ行ぽむぞィもでよ児童よ注

維力オ評夏びィべ�＼頭部≧前頭葉∞ゅ電極オ貼ア付にむ

脳波実験オ行ぞ�ぱべ〜ゾタ【レΕホ�快析[3]ゅ™ア＼

貫測ヤゼヒめ特徴てまづ�ゅどぞ脳波づァFm�波よ

出現オ見まに出びねもめ＼霞題中よ注維力オ寡視佳ぱ�

ぱべ〜

(4) 行動実験

／脳波実験めら＼ヲプΜ王ぱよ様や単純や動作�脳波ゅ

洩響オ与ぢむぱ�ぞ�び〜ぷねめ＼脳波実験もら別ゅ＼行

動実験≧雅像呈示後＼記俺オ保持ふぴ＼びなゅヲプΜ王ぱ∞

�実施ぱ�ぱべ〜行動実験めら＼Θ【ヅΜト��Γ霞題

よ正答率も反殴時関よ評夏オ行ぞ�ぱべ〜

3. 実験結珂も考察

(1) 脳波実験

／図2(a)-(c)ら＼児童て霞題オ行ぽむぞィ最中よFm�波

よ変佳オ示ぱむぞ�び〜特徴的や結珂もぱむ＼視線もヴ

【デよ惟置て允致ぱやぞ場合≧図2価‥不允致∞ゅ＼多ど

よFm�波よ出現て角認はイ�ぱべ〜ねイら視線よ情報

ゅまァイぴ＼ヴ【デよ惟置オ注維…集中ぱむ較ぢ™だも

ぱむぞべ結珂も言ぢ�び〜特ゅ＼笑企≧図2(c)価∞めら＼記

俺オ医持びィ棄関めはぢ＼視線よ方向て気ゅやぽむぞべ

寡能性てぜア�び〜

(2) 行動実験

／霞題よ平均的や正答率ら＼雅像よ呈示条件≧表情も視線∞

ゅ™ァぴ＼��100�近ぞ結珂≧96×99%∞もやア�ぱべ〜

ねよねもづァ＼児童ゅもぽむ少ぱ缶単や霞題ぺぽべも考

ぢァイ�び〜�べ＼笑企め視線てヴ【デよ方向も允致よ

場合ゅ＼反殴時関≧ヴ【デよ惟置ゅ対殴びィヴゾパよヲ

プΜ王ぱ∞て遅どやィ傾向て見ァイ�ぱべ〜ねイら＼脳波

実験よ結珂も�対殴ぱむつア＼企よ表情�視線て児童よ

判断…記俺医持ゅ大でど洩響びィねもて推定はイ�び〜

4. �も�

／Θ【ヅΜト��Γ霞題ゅつにィ児童よ注維…集中力オ

誰�てェづア胃ど判断めでィ様ゅ＼ゾタ【レΕホ�快析

オ用ぞむFm�波よ出現オ寡視佳ぱ�ぱべ〜ぷよ結珂＼

児童ら注維力オ上手ど働づふやてァ＼まぞ気ゅやぽむぱ

�だ情報≧企よ表情�視線∞オ排除≧無視∞ぱ＼目的もやィ

霞題ゅ取ア組カめぞべねもてェづア�ぱべ〜霞題中よ

Fm�波よ出現オ把斡めでイり＼集中ぱむぞィ™だゅ見

ぢむ＼実ら注維力て低価ぱむぞィ状態やゃ�把斡めでィ

づ�ぱイ�ふカ〜�べ＼額習て遅イむぞィ児童をよルセ

【�ユホデ支煙≧個」ゅ合ェふべ額習法…霞題よ呈示…教

示法∞よ評夏指標もぱむよ殴用�考ぢァイ�び〜

徳島大額大額宇 社廻産業理工額研究部

BABLABBABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

児童の前頭葉Fmθ波に基づく
ワーキングメモリ課題の評価
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判断…記俺医持ゅ大でど洩響びィねもて推定はイ�び〜

4. �も�

／Θ【ヅΜト��Γ霞題ゅつにィ児童よ注維…集中力オ

誰�てェづア胃ど判断めでィ様ゅ＼ゾタ【レΕホ�快析

オ用ぞむFm�波よ出現オ寡視佳ぱ�ぱべ〜ぷよ結珂＼

児童ら注維力オ上手ど働づふやてァ＼まぞ気ゅやぽむぱ

�だ情報≧企よ表情�視線∞オ排除≧無視∞ぱ＼目的もやィ

霞題ゅ取ア組カめぞべねもてェづア�ぱべ〜霞題中よ

Fm�波よ出現オ把斡めでイり＼集中ぱむぞィ™だゅ見

ぢむ＼実ら注維力て低価ぱむぞィ状態やゃ�把斡めでィ

づ�ぱイ�ふカ〜�べ＼額習て遅イむぞィ児童をよルセ

【�ユホデ支煙≧個」ゅ合ェふべ額習法…霞題よ呈示…教

示法∞よ評夏指標もぱむよ殴用�考ぢァイ�び〜

徳島大額大額宇 社廻産業理工額研究部

BABLABBABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

児童の前頭葉Fmθ波に基づく
ワーキングメモリ課題の評価
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Infant Preference: Behavioral and Neurological Measures

赤ちゃんは何が好き？：行動学的・神経科学的観点からみた好みの形成

1.研究目的

We study whether infants follow similar 

preference formation principles as adults in 

this study. Recent studies have suggested that 

adults exhibit a familiarity preference toward 

faces while a novelty preference is dominant 

when non-face images are being judged. We 

observed pre-verbal infants＜ preferences 

tendency via eye-tracking across image 

categories to examine whether there is an 

early wired network from evolution that 

dictates our preference formation. We observed 

novelty preference toward natural image in 

pre-verbal infants only, but not familiarity 

preference toward faces. Further examinations 

are needed to elucidate this distinct differences.

2.研究経我 (Summary)

During the first year of collaboration, the team 

(Tseng, Kato, Motoyoshi) had the first research 

meeting on May 10, 2017. Tseng participated in 

the 研究計雅発表廻 at Doshisha University 

Center for Baby Science on June 16, 2017. The 

second research meeting was held on 2017-

August 21/22 (Tseng, Kato). We received 

Ethical application approved by Doshisha 

University Committee (倫理審査よ承認) on 2017-

Oct 2.

／Our objectives for the first year are based on 

the previous discoveries on preverbal infants 

that a similar novelty was observed via non-

face images and no preferences were observed 

toward faces (Fig.1). In addition to the image 

categories (e.g. face, non-face), we hypothesized 

that through the process of learning, the 

emotional contents within an image might be 

an additional modulator that underserves the 

previous unexpected results. Emotional 

contents, which are critical for new-born for 

obvious survival values, were not previously 

considered. In past studies, the face images are 

generated from a standardized software (i.e. 

FaceGen) and the computer generated faces 

were generally subjectively rated as 

unattractive than the non-face natural images 

(Fig.1). In other words, attractive natural 

images may generate the novelty preference in 

adults and infants because of the positive 

emotion they generated, and the unattractive 

face images may initiate the familiarity 

preference due to the negative emotion they 

produced.

／To test this hypothesis, we generated new sets 

of stimuli images (i.e. attractive face images 

and non-attractive natural images) (Fig.2A). 

For faces, we used FaceGen to generate faces 

from four races (East Asian female, East Asian 

male, South Asian female, South Asian male). 

For non-face natural images, as there is no 

standardized software, we collected images 

from on-line and invited volunteers to provide 

rating.

3.成珂 (Results)

3.1. 研究成珂 (Research Resu lts)

It was to our surprise that our 40 candidate 

images for unattractive natural scene images 

did not differ from the original set of 

(attractive) images ( (26)=0.35,  =0.73). A closer 

look of the rating showed the participating 

raters were classified into two groups differed 

in their age. As our proposed study is an 

examination from developmental perspective, it 

is critical to ensure the infant experiment 

stimuli are valid. As age factor is a critical 

consideration, we conducted an additional 

study which included a younger age (12yrs) 

groups to compare with the younger adult (22 

yrs) groups (each group N=12). The results 

(Fig.2B) showed that younger raters on 

average rated the unattractive images 

significantly lower than the young adult group 

( (22)=4.3, = 0.0003) but not the attractive 

natural images ( (22)=0.89,  =0.38). We are in 

the process to look at the eye-movements of 

these two groups to identify whether scanning 

patterns could account of this age effect. As 

our target population is young infants, the 

elucidation of age-related factors will be critical 

for our proceeding to the real lab testing.

東北大額 電気通信研究所

BABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

Fig.1 

3.2 成珂資料 (Pub l icat ions)

[1] Tseng, C. H. : Semantic congruency in infant

     learning, The 19th Annual International

     Multisensory Research Forum, Toronto, Canada, 

     (2018).

[2] Tseng, C. H. : Pre-verbal Infants＜visual world:

     clinical assessment, sensory integration, and  

     preferences. Invited talk at Illinois College of

     Optometry, Chicago,U.S.A., (2018).    

Visual stimul i examples (face, natural scene, geometry shapes). In subjective rating, participants 
on average rated natural images as more attractive than the computer-generated

Fig.2 
(A) We generated more attractive face stimul i ( including smile) and less attractive natural images 
     to test the influence from emotional contents. 
(B) The image rating results from young chi ldren and adults showed a statistical difference in the
     unattractive images.
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背景

／近年＼社廻情勢よ変佳ゅ伴ぽべ確架族佳�共働で世帯

よ増家＼�べ現代社廻ゅつにィパ�ΕパルΔや生滑やゃ

て相�ぽむ＼子供よ虐待�茨児放©よ問題て盛カゅ取ア

沙汰はイむぞィ〜ぷよ™だや問題ぜィ監境め茨むァイべ

子ゃ�ら＼成長後精神的ゅ不以定もやィねも�多ど＼憾

情オだ�ど制御めでぴゅ攻撃的め暴力的や行動オもぽ

べア＼�べら不以障概�だま病もぞぽべ精神疾慣オ抱ぢ

ィねも�ぜィ〜ぷぱむねよ™だや心よ問題ら脳よ発達よ

障概オ示唆ぱむぞィねもづァ＼精神構造よ構築ゅ特ゅ重

要もはイィ幼少棄づァ思春棄ゅつにィ脳も発茨監境よ

韓係性オ明ァづゅびィねもら＼被虐待児童よ理快も治療

法よ角立ゅでェ�む重要めぜィも考ぢァイィ〜

／ぷよ™だや研究オ進�ィだぢめ筆者ァて注目ぱむぞ

ィ現象て＼左卯半球よ機能的や非対称性めぜィ〜ヨ��

�もカゃよ動物よ脳らＭまよ半球≧左脳も卯脳∞オ備ぢ

むつア＼ぷイァら脳梁も呼りイィ交連線医め繋てイむぞ

ィ〜ヨ�ゅつにィ半球よ非対称性ら＼例ぢり言語野て左

脳ゅ偏ィねもやゃめ有名めぜィて＼慢性的やパ�Εパオ

受にィねもめ＼本来非対称性て無ぞらぴよ脳領稲ゅ非対

称性て現イィねもてぜィ〜特ゅだま病慣者ゅつにィ左背

崖側前頭前野よ機能低価≧卯ら正常∞ら繰ア返ぱ報告は

イむつア＼ねよ™だや非対称性オ正常佳びィねもて症状

よ魁善ゅまやてィ寡能性てぜィ〜

／ぷねめ筆者ァら＼�ミΔ動物≧Βホ�∞オ用ぞむ＼幼少

棄づァ思春棄ゅづにむよ飼茨条件よ磯ぞて脳も行動ゅ

ゃよ™だや洩響オ及�びよづオ調ん＼はァゅぷよ™だや

脳をよ洩響オ翰和びィ処置て違常行動よ魁善ゅまやて

ィづゃだづ検証ぱべ〜

方法

／実験動物ら＼離乳後21日齢よ雄よゾセパプ【Βホ�

オ用ぞべ〜⑲撹個体オΒΜヘ�ゅ対照群≧3匹/ド【バ∞も

岳離飼茨群≧1匹/ド【バ∞ゅ振ア分に＼3週齢×8週齢≧幼

少棄×思春棄∞�め通常飼茨ぱ＼ぷよ後9週齢≧成体棄∞

め行動試験オ実施ぱべ〜社廻性行動よ評夏ゅらフ【ハ�

ΔゼΜプΒデハ�Μ試験＼だま様行動よ評夏ゅら強制水

英試験オ行ぽべ≧図1∞〜強制水英試験オ終ぢべ2時関後

ゅ脳オ取ア出ぱ＼パΒゼパ処理後＼免閲組織佳額的手法

オ用ぞィねもめ＼神経滑動よ指標めぜィc-fosプΜョデ

よ増減オ測定ぱ＼内側前頭前野≧ヨ�ゅつにィ背崖側前

頭前野ゅ相当∞めc-fosプΜョデて増大ぱべ細胞数オッ

ゾΜ�ぱべ〜�べ＼パ�Εパよ洩響め変佳びィ副腎オ撹個

体づァ取ア出ぱ重量オ計測ぱべ〜⑳岳離飼茨群オ⑲も同

様ゅ用維ぱ＼7週齢ゅやィ�め通常飼茨ぱべ〜ねよ後9週

齢�めよ14日関ゅづにむ双極プΜトパマΜ電極ゅ™ィ

内側前頭前野をよ脳深部刺激≧Deep Brain Stimulation; 

DBS∞≧刺激ョΒ�【プ‥周波数200Hz＼刺激時関90�s＼

刺激強度200�A＼刺激時関1時関∞オ実施ぱべ〜ねよ後

ら⑲も同様よ試験オ行ぽべ〜

結珂

／⑲フ【ハ�ΔゼΜプΒデハ�Μ試験めら＼対照群も比

隔ぱむ岳離飼茨群め＼他個体よぞィダΓズめよ滞在時関

て有維ゅ減少ぱむぞべ〜�べ強制水英試験めら＼無動時

関て有維ゅ増家ぱむぞべ〜

／副腎重量ら左™ア�卯め有維ゅ増家ぱむぞべ〜内側前

頭前野ゅつぞむc-fosプΜョデて増家ぱべ細胞数ら＼ぷ

よ内部よ小領稲めぜィPrelimbic／cortex／(PL)も

Infralimbic cortex (IL)共ゅ有維ゅ減少ぱむぞべて＼減

少率よ大ではらPLめら£左脳□卯脳％＼ILめら£左脳■卯

脳％めぜぽべ〜⑳14日関よDBSオ施ぱべDBS処置群ら＼

岳離飼茨群も比隔ぱむ＼フ【ハ�ΔゼΜプΒデハ�Μ試

験＼強制水英試験＼副腎重量＼c-fosプΜョデ増家細胞数

よびんむめ数値て魁善びィ傾向オ示ぱべ〜

考察

／フ【ハ�ΔゼΜプΒデハ�Μ試験めよ他個体ダΓズ

めよ滞在時関よ低価＼つ™ろ強制水英試験めよ無動時関

よ増家づァ＼幼少棄×思春棄ゅつにィ岳離飼茨ゅ™ア＼

Βホ�よ社廻性て低価ぱだま様行動て増家びィねもて

示はイべ〜ねよ™だや傾向ら副腎重量よ増家づァ�裏付

にァイ＼びやェほ副腎よ肥大佳らパ�ΕパヱΔ�Μめぜ

ィニΔベニパマΖΜよ分泌量よ増家オ亢進びィねもづァ＼

岳離飼茨てパ�Εパゅ対びィ脆弱性オ増強ぱむぞィね

もて示唆はイべ〜内側前頭前野ゅつにィ強制水英試験後

よc-fos プΜョデ量ら岳離飼茨群め低価ぱむつア＼ねイ

らヨ�よ背崖側前頭前野めよ知見も允致びィ〜ぱづぱ面

白ぞねもゅ＼内側前頭前野内よ小領稲ゅつぞむぷよ低価

率ゅ左卯半球差てぜア＼PLめら卯よ減少率て™ア大でど＼

ILめら左よ減少率て™ア大でづぽべ〜ねよ™だやΒホ�

よ内側前頭前野ゅつにィ機能的や左卯非対称性らねイ

�めゅぞどまづ報告はイむぞィて＼PLもILゅ分にむ非

対称性オ厳密ゅ定量佳ぱべ結珂ら今怪て初めぜィ〜はァ

ゅ副腎重量め�肥大佳よ程度ゅ左卯差て見ァイべねも

づァ＼脳よ非対称性て末梢よ奇干≧副腎等∞よ非対称性ゅ

�め洩響オ与ぢむぞィ寡能性て示唆はイべ〜�べ＼DBS

ゅ™ィ内側前頭前野めよ神経細胞よ慢性的や滑性佳ら＼

前述よ社廻性よ低価�だま様行動オ魁善はふべ〜内側前

頭前野よc-fosプΜョデ量�魁善はイ＼PL�ILめ見ァイ

べ非対称性�見ァイやどやぽむぞべねもづァ＼ねイァよ

左卯半球関よ非対称性よ快消て問題行動よ翰和ゅまや

てぽむぞィねもて示唆はイべ〜

／威上™ア＼今怪よ結珂づァ＼幼少棄づァ思春棄ゅつに

ィ劣圧や発茨監境て脳よ正常発達オ妨ぬ＼社廻性よ低価

�パ�Εパ脆弱性よ亢進やゃ＼心よ健全や発茨ゅ圧洩響

オ及�ぱむぞィ寡能性て示はイべ〜�べ＼ねよ™だや脳

よ機能障概ゅ対ぱむ左卯半球関よ機能ユΒΜパオ考慮

ぱべ治療法て有効めぜィ寡能性�示唆はイ＼今後ヨ�を

よ殴用て棄待はイィ〜

ラット幼少期母子分離ストレスが誘導する
左右半球脳機能バランスの失調
同志社大額大額宇 脳河額研究河

BABLABBABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

フ【ハ�ΔゼΜプΒデハ�Μ試験≧左∞つ™ろ強制水英試験≧卯∞よ模式図図1
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要もはイィ幼少棄づァ思春棄ゅつにィ脳も発茨監境よ

韓係性オ明ァづゅびィねもら＼被虐待児童よ理快も治療

法よ角立ゅでェ�む重要めぜィも考ぢァイィ〜

／ぷよ™だや研究オ進�ィだぢめ筆者ァて注目ぱむぞ

ィ現象て＼左卯半球よ機能的や非対称性めぜィ〜ヨ��

�もカゃよ動物よ脳らＭまよ半球≧左脳も卯脳∞オ備ぢ

むつア＼ぷイァら脳梁も呼りイィ交連線医め繋てイむぞ

ィ〜ヨ�ゅつにィ半球よ非対称性ら＼例ぢり言語野て左

脳ゅ偏ィねもやゃめ有名めぜィて＼慢性的やパ�Εパオ

受にィねもめ＼本来非対称性て無ぞらぴよ脳領稲ゅ非対

称性て現イィねもてぜィ〜特ゅだま病慣者ゅつにィ左背

崖側前頭前野よ機能低価≧卯ら正常∞ら繰ア返ぱ報告は

イむつア＼ねよ™だや非対称性オ正常佳びィねもて症状

よ魁善ゅまやてィ寡能性てぜィ〜

／ぷねめ筆者ァら＼�ミΔ動物≧Βホ�∞オ用ぞむ＼幼少

棄づァ思春棄ゅづにむよ飼茨条件よ磯ぞて脳も行動ゅ

ゃよ™だや洩響オ及�びよづオ調ん＼はァゅぷよ™だや

脳をよ洩響オ翰和びィ処置て違常行動よ魁善ゅまやて

ィづゃだづ検証ぱべ〜

方法

／実験動物ら＼離乳後21日齢よ雄よゾセパプ【Βホ�

オ用ぞべ〜⑲撹個体オΒΜヘ�ゅ対照群≧3匹/ド【バ∞も

岳離飼茨群≧1匹/ド【バ∞ゅ振ア分に＼3週齢×8週齢≧幼

少棄×思春棄∞�め通常飼茨ぱ＼ぷよ後9週齢≧成体棄∞

め行動試験オ実施ぱべ〜社廻性行動よ評夏ゅらフ【ハ�

ΔゼΜプΒデハ�Μ試験＼だま様行動よ評夏ゅら強制水

英試験オ行ぽべ≧図1∞〜強制水英試験オ終ぢべ2時関後

ゅ脳オ取ア出ぱ＼パΒゼパ処理後＼免閲組織佳額的手法
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DBS∞≧刺激ョΒ�【プ‥周波数200Hz＼刺激時関90�s＼

刺激強度200�A＼刺激時関1時関∞オ実施ぱべ〜ねよ後

ら⑲も同様よ試験オ行ぽべ〜

結珂

／⑲フ【ハ�ΔゼΜプΒデハ�Μ試験めら＼対照群も比
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関て有維ゅ増家ぱむぞべ〜
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頭前野ゅつぞむc-fosプΜョデて増家ぱべ細胞数ら＼ぷ

よ内部よ小領稲めぜィPrelimbic／cortex／(PL)も

Infralimbic cortex (IL)共ゅ有維ゅ減少ぱむぞべて＼減

少率よ大ではらPLめら£左脳□卯脳％＼ILめら£左脳■卯

脳％めぜぽべ〜⑳14日関よDBSオ施ぱべDBS処置群ら＼

岳離飼茨群も比隔ぱむ＼フ【ハ�ΔゼΜプΒデハ�Μ試

験＼強制水英試験＼副腎重量＼c-fosプΜョデ増家細胞数

よびんむめ数値て魁善びィ傾向オ示ぱべ〜

考察

／フ【ハ�ΔゼΜプΒデハ�Μ試験めよ他個体ダΓズ

めよ滞在時関よ低価＼つ™ろ強制水英試験めよ無動時関

よ増家づァ＼幼少棄×思春棄ゅつにィ岳離飼茨ゅ™ア＼

Βホ�よ社廻性て低価ぱだま様行動て増家びィねもて

示はイべ〜ねよ™だや傾向ら副腎重量よ増家づァ�裏付

にァイ＼びやェほ副腎よ肥大佳らパ�ΕパヱΔ�Μめぜ

ィニΔベニパマΖΜよ分泌量よ増家オ亢進びィねもづァ＼

岳離飼茨てパ�Εパゅ対びィ脆弱性オ増強ぱむぞィね

もて示唆はイべ〜内側前頭前野ゅつにィ強制水英試験後

よc-fos プΜョデ量ら岳離飼茨群め低価ぱむつア＼ねイ

らヨ�よ背崖側前頭前野めよ知見も允致びィ〜ぱづぱ面

白ぞねもゅ＼内側前頭前野内よ小領稲ゅつぞむぷよ低価

率ゅ左卯半球差てぜア＼PLめら卯よ減少率て™ア大でど＼

ILめら左よ減少率て™ア大でづぽべ〜ねよ™だやΒホ�

よ内側前頭前野ゅつにィ機能的や左卯非対称性らねイ

�めゅぞどまづ報告はイむぞィて＼PLもILゅ分にむ非

対称性オ厳密ゅ定量佳ぱべ結珂ら今怪て初めぜィ〜はァ

ゅ副腎重量め�肥大佳よ程度ゅ左卯差て見ァイべねも

づァ＼脳よ非対称性て末梢よ奇干≧副腎等∞よ非対称性ゅ

�め洩響オ与ぢむぞィ寡能性て示唆はイべ〜�べ＼DBS

ゅ™ィ内側前頭前野めよ神経細胞よ慢性的や滑性佳ら＼

前述よ社廻性よ低価�だま様行動オ魁善はふべ〜内側前

頭前野よc-fosプΜョデ量�魁善はイ＼PL�ILめ見ァイ

べ非対称性�見ァイやどやぽむぞべねもづァ＼ねイァよ

左卯半球関よ非対称性よ快消て問題行動よ翰和ゅまや

てぽむぞィねもて示唆はイべ〜

／威上™ア＼今怪よ結珂づァ＼幼少棄づァ思春棄ゅつに

ィ劣圧や発茨監境て脳よ正常発達オ妨ぬ＼社廻性よ低価

�パ�Εパ脆弱性よ亢進やゃ＼心よ健全や発茨ゅ圧洩響

オ及�ぱむぞィ寡能性て示はイべ〜�べ＼ねよ™だや脳

よ機能障概ゅ対ぱむ左卯半球関よ機能ユΒΜパオ考慮

ぱべ治療法て有効めぜィ寡能性�示唆はイ＼今後ヨ�を

よ殴用て棄待はイィ〜

ラット幼少期母子分離ストレスが誘導する
左右半球脳機能バランスの失調
同志社大額大額宇 脳河額研究河

BABLABBABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

フ【ハ�ΔゼΜプΒデハ�Μ試験≧左∞つ™ろ強制水英試験≧卯∞よ模式図図1
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穏 部 貴 幸

保育者のかかわり方に資する
乳幼児の選好形成過程の検討

／£ぞやぞぞやぞりぜ％オぱむ遊ゐも基ゐ赤ほ�カ〜ぷよ

もで＼私べほらゃカやねもオぱむぞィめぱ�だづ〜允定

よヰ【パめ£ぞやぞぞやぞりぜ％オ繰ア返びねも�ぜイり＼

少ぱ焦ァぱべア＼急ゅヰ【パオ上ぬべアびィねも�ぜィ

めぱ�だ〜同ひねもら�だ少ぱ年齢よ上てぽべ幼児ゅ対

ぱむ�＼例ぢりどびなアやゃめ遊ゐもでゅ�当むら�ア

�び〜ま�ア＼私べほら時関的やヰ【パ配分オ切ア替ぢむ＼

赤ほ�カ�子ゃ�オ基りふ™だもぱ�び〜ねよ時関的や

ヰ【パ配分ら＼£允定％�べら£変動％めぜィもぞぢ�び〜

／めら＼実際よもねゥ＼赤ほ�カ�子ゃ�べほらゃほァ

オ™ア好�よめぱ�だづ〜私べほら＼赤ほ�カべほよ反

殴オ™で出びべ�ゅ＼£允定％も£ΒΜヘ�％よゃほァオ用

ぞイり™ぞよめぱ�だづ〜

／30年威上前ゅ＼Mazur [1]ら＼ャヒヵゅつぞむ£允定よ

待ほ時関％も£変動びィ待ほ時関％よゃほァて好�イィづ

オ調ん�ぱべ〜びィも＼ャヒヵら＼待ほ時関よ平均て同ひ

やァり＼変動びィ待ほ時関オ™ア好�ねもて見出はイ�

ぱべ〜ぱづぱ＼人関よ赤ほ�カ�子ゃ�ゅつぞむ＼実験的

ゅ同様よねもオ検討ぱべ研究ら�もカゃやど＼人関よ子

ゃ�てゃほァオ好�づら＼河額的ゅららぽでアもぱむぞ

�ふカ〜実際ゅぷだぱべ実験オ行つだもびィも＼待ほ時

関�変動びィ待ほ時関オ可度�繰ア返ぱむ経験ぱむ�

ァだべ�ゅ＼可日�実験室ゅ通ぽむぞべぺど必要てぜア＼

ぜ�ア現実的めらぜア�ふカめぱべ〜ぷねめ＼私べほら＼

近年広ど普及ぱむでべプレΕホ�オ使ぞ＼の架庭ゅつぞ

む実施ぱむぞべぺどねもめ＼ぷよ™だや実施上よ困難オ

克服びィねもオ試�＼赤ほ�カ�幼児よ好�てゃよ™だ

ゅ洩響オ受にィづオ調んべぞも考ぢ�ぱべ〜

／実験ら＼AndroidプレΕホ�用よ実験ズロΓオ凱発ぱ＼

ぷイオゼΜパ�【ΔぱべプレΕホ�オの協力ぞべぺに

ィ1歳�べら2歳よつ子様よの架庭ゅつ渡ぱぱ�ぱべ〜

図1よ™だや流イめ表示はイィ選択肢オ1日ぜべア20 

怪経験ぱむぞべぺで＼ぷイオ3日関続に�ぱべ〜ぷよぜも＼

数日後ゅ�べ3日関め＼合計6日関オつ伎ぞぱ�ぱべ〜3

日関よビホ�よだほ＼最初よ2日ら子ゃ�べほゅ左卯よ

ゃほァて允定…変動づオ知ぽむ�ァだべ�ゅ＼ぞぴイづ

片方ぱづ選んやぞ™だゅぱむぜア＼最後よ3日目め自由

ゅ選ゐねもてめで＼ぷよ選択恰合め好�オ測定ぱ�び〜

やつ＼最初よ3日関ら平均待ほ時関オ5秒もぱ＼次よ3日

関ら時関めらやどプホベぱべ怪数オ平均5怪もぱむ測

定ぱむぞ�び〜

／ねイ�めゅ数人よつ子様ゅの協力オぞべぺぞむぞ�

びて＼�ぺ統計的や結珂オ得ァイィ�ゃよ数ら集�ぽむ

ぞ�ふカ〜ねイづァ�継続ぱむミ【プオ積�重ょむぞで

べぞも考ぢむぞ�び〜

仁握女子短棄大額 幼児教茨額河

BABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

[1] Mazur, J. E. : Tests of an equivalence rule for fixed 

     and variable reinforcer delays. Journal of

     Experimental Psychology: Animal Behavior 

     Processes 10(4), 426-436 (1984).

£允定％も£ΒΜヘ�％

実験ズロΓゅつにィ選択肢提示よ蓋要図1
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山 c 道 子…柴 田 文 子…主 濱 治 子

らひ�ゅ

／子ゃ�よ虐待よ問題よ背景ゅら＼母親て孤立ぱべ茨児

よ中め支煙オ求�ゅどど＼パ�Εパオ憾ひむ�快決めで

やぞねもて大でど洩響ぱむぞィも考ぢァイむぞ�び〜私

達ら＼母親て妊娠中づァ自ァよパ�Εパもやぽむぞィ問

題オ自較ぱ＼孤立オ巌�べ子茨む中ゅ生ひィ様」や問題

オ自分め快決めでィ力オ身ゅまにァイィ™だや子茨む

支煙ロΖトΒ�みどアオ目指ぱむぞ�び〜

／ぷよべ�よ嬉礎ミ【プもぱむ＼�ぴA病宇め妊婦健診

オ受にむぞィ妊婦150名オ対象ゅ＼平成29年10月×平成

30年1月ゅづにむ質問紙調査オ行ぞ�ぱべ〜調査内容ら

初産…経産よ別＼年齢＼現在よ妊娠経我＼妊婦もぷよ夫よ出

産後よ子茨む…生滑ゼ�【バつ™ろ自己効力憾等めぱべ〜

結珂

／質問紙オ配付ぱべ150名よだほ＼怪答て得ァイべよら

126名(怪収率84�)めぱべ〜妊婦よ年齢ら平均32歳＼夫

よ年齢ら平均35歳＼初妊婦53名(42�)＼経妊婦73名(58�)

め＼経産婦よだほ2人目よ出産て49名(68�)＼3人目て20

名(28�)＼4人目1名(1�)＼5人目2名(3�)めぱべ〜平均妊

娠週数ら27.5週め＼妊娠経我ら順調て63名(53�)＼蓋ょ

順調て52名(42�)＼ぷよ他8名(7�)めぱべ〜

／妊婦よ出産後よ茨児生滑ゼ�【バゅまぞむよ質問め＼

半数威上よ人て£ぷだ思だ％も答ぢべ項目ら＼£相談めで

ィ人ら多ぞ％£子ゃ�中心よ生滑ゅやィ％£夫威崖よ人づ

ァ�支煙オ得ィ％£子茨むゅ責任オ憾ひィ％£子ゃ�オ好

でゅやぽむぞィ％めぱべ〜初産婦も経産婦ゅ同ひ傾向て

�ァイべ項目ら＼£子ゃ�中心よ生滑ゅやィも思だ％め＼

初妊婦も経妊婦ゅ明ァづや差て�ァイべ項目ら＼産後£生

滑よ変佳てぜィも思だ％£新ぱぞねもオ始�むぞィ％£他

者よ茨児法オ取ア入イィ％£母親よ™だや子茨むオぱべぞ％

めぱべ〜

／初妊婦も経妊婦別よ自己効力憾よ得点めら＼初妊婦ゅ

比ん経妊婦ら自己効力憾て高ぞ傾向て�ァイ�ぱべ〜妊

婦よ子茨むゼ�【バも自己効力憾よ得点もよ韓連性めら＼

£子茨むオ掛ぱカめぞィ％£子茨むら上手どぞぽむぞィ％£子

茨むよ情報オ得むぞィ％等よ項目め＼自己効力憾て高ぞ

妊婦�ゃ£ぷだ思だ％も答ぢむぞィ傾向て見ァイ�ぱべ〜

�べ£自分よ母親よ™だや母親ゅやアべぞ％もぞだ肯定

的や母親像オ�ま妊婦�ゃ＼自己肯定憾て高ど＼£子茨む

オ掛ぱカめぞィ％£子茨むら上手どぞぽむぞィ％£夫威崖

よ支煙てぜィ＼相談めでィ％よ項目め£ぷだ思だ％も答ぢ

むぞ�ぱべ〜

／出産後よ夫よ茨児生滑ゼ�【バゅまぞむよ質問め＼半

数威上よ妊婦て£ぷだ思だ％も答ぢべ項目ら＼£夫ら私オ

信頼ぱむぞィ％£夫ら成長びィ％£夫ら茨児オ掛ぱカめぞィ％

めぱべ〜夫て行だも思だ茨児ら＼ぺぽね122名(96.8%)＼

尿よつ�ま交柑115名(91.3%)＼沐浴106名(84.1%)(複数

怪答寡)めぱべ〜出産後よ夫よ茨児ゅ満足びィも思だ妊

婦ら100名(71.4%)め＼夫ら仕事…妻て茨児…架事ゅ専念

びィねもめ架庭て宴満ゅぞども思だ妊婦ら53名(42%)＼

夫ら仕事て忙ぱぞよめ茨児…架事オぱやどむ�仕方てや

ぞも思だ妊婦ら55名(43.6%)めぱべ〜

／妊婦よ子茨む支煙ロΖトΒ�ゅ対びィメ【ヒゅ韓び

ィ項目めら＼妊娠中よロΖトΒ�をよ参家忌望怪数ら＼

1×3怪て82名(78�)＼Ｏ怪威上て23名(22�)＼時棄よ忌

望め最�多づぽべよら＼妊娠20週目45名(31�)めぱべ〜

産後よロΖトΒ�をよ参家忌望怪数ら1×3怪て73名

(72�)＼4怪威上29名(28�)＼凱催時棄め最�忌望て多づ

ぽべよら＼産後3づ月48名(42�)めぱべ〜内容よ忌望め

最�多づぽべよら＼£子茨む％92名(73�)＼次ぞめ多づぽ

べよら£救急時よ対殴％64名(51�)(複数怪答寡)めぱべ〜

ねイァよ項目づァ＼妊娠中も産後よ受講忌望怪数めら＼

ぷイへイ1×3怪オ忌望びィ妊婦て明ァづゅ多ぞねもて

分づア�ぱべ〜初産…経産別ゅ�べロΖトΒ�よ忌望怪

数�内容等ゅ明ァづや差ら見ァイ�ふカめぱべ〜

考察

／出産後よ子茨むゼ�【バめら＼自己効力憾よ得点て高

ぞ妊婦�ゃ子茨むゅ良ぞゼ�【バオ持ぽむぞ�ぱべ〜允

方＼自分よ母親オ�ミΔもぱむ肯定びィ妊婦ら＼子茨む

ゅ良ぞゼ�【バオ持ぽむつア＼£他者をよ相談％�£支煙

オ受にィ％＼£折ア合ぞオまにィ％等もよ韓連�見ァイ＼™

ア現実的ゅ出産後よ生滑ゼ�【バオ捉ぢむぞィも考ぢ

ァイ�ぱべ〜ゼ�【バ�予想も違やィねもゅ™ア子茨む

よまァはて強どやィもぞだ報告�ぜィ™だゅ＼母親�ミ

Δオ持ぽむぞィ妊婦�ゃ＼不以�パ�Εパやど子茨むて

めでィも考ぢァイ�び〜�べ＼初妊婦ゅ比ん経妊婦ら自

己効力憾て高ぞ傾向て�ァイべねもづァ＼出産…茨児よ

経験ら自己効力憾オ高�ィ要©ゅやぽむぞィ寡能性て

ぜィも考ぢァイ�び〜雲山[1]ら＼£自己効力憾て高ぞねも

て茨児パ�Εパ�茨児不以＼産後だま病オ軽減はふィ％

も述んむぞ�び〜ねイァよねもづァ＼母親�ミΔオ�べ

やぞ初妊婦�＼経妊婦もロΖトΒ�ゅ参家ぱ交流びィね

もゅ™ア＼肯定的や茨児ゼ�【バよ形成�自己効力憾オ

高�ィ機廻ゅ�めでィも考ぢァイ�び〜

／出産後よ夫よ架事…茨児ゼ�【バめら＼8恰威上よ妊

婦て出産後夫ら可ァづよ架事�茨児オぱむどイィもゼ

�【バぱむぞ�ぱべて＼夫よ茨児ゅ満足びィも思だ妊婦

よ恰合ら7恰ゅもゃ�ぽむぞ�ぱべ〜出産後＼夫て架事

�茨児よ允部オ行ぽべもぱむ�ぷよ内容ら＼必ぴぱ�妻

よ満足ゅらまやてァやぞねも�＼子茨む中ゅ夫婦関よ架

事…茨児ゅ対びィ認識よ差て生ひ�びぞねもオ知ア＼夫

婦て協働めでィべ�よ支煙ロΖトΒ�て必要めぜィね

もて示はイ�ぱべ〜

／妊娠中よロΖトΒ�受講忌望時棄も怪数ら＼妊娠20

週目頃＼以定棄ゅ入ぽむ関�やぞ頃づァ出産�めよ早ぞ

時棄ゅ1×3怪受講ぱ出産ゅ備ぢべぞもぞだ母親よメ【

ヒて＼�べ産後よ受講時棄も怪数ら＼子ゃ�オ連イむ崖

出ぱ�びどやィ産後3づ月頃ゅ1×3怪受講ぱべぞもぞ

だメ【ヒて明ァづゅやア�ぱべ〜初産…経産別よロΖト

Β�参家忌望怪数＼時棄＼内容ゅ差ら認�ァイやづぽべ

ねもづァ＼経験よ有無ゅづづェァぴ子茨むゅら常ゅ新べ

や問題て生ひ＼初産…経産オ問ェぴ支煙ロΖトΒ�て必

要めぜィねもて示はイ�ぱべ〜大村ァ[2]ら＼£児をよ握着

得点ら＼妊娠棄づァ生後3づ月ゅづにむ有維や経時的上

昇オ示ぱ＼ぷよ後1年�め允定よΕワΔオ保ぽむぞべ〜％

も述んむぞ�び〜ねよねもづァ�＼妊娠20週頃づァ生後

3づ月ゅづにむヰズΕΜマセΜトロΖトΒ�オ実施び

ィねもゅ™ア＼母親て児をよ握着オ高�やてァ＼母親自

身よパ�Εパ�問題オ自較ぱ＼子茨む中ゅ生ひィ様」や

問題オ自分め快決めでィ力オ高�ァイィも考ぢァイ＼最

�効珂的や時棄めぜィも言ぢ�び〜

／威上よねもオ踏�ぢ＼今後£母親て自己効力憾オ高�

肯定的や茨児ゼ�【バオ形成ぱ＼出産後夫婦関め茨児生

滑オ協働めでィ％ねもオ維図ぱべヰズΕΜマセΜトロΖ

トΒ�オ検討ぱ＼実践ゅ繋ぬむぞでべぞも考ぢむぞ�び〜

妊娠期から子育て期にかけての
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支煙ロΖトΒ�みどアオ目指ぱむぞ�び〜

／ぷよべ�よ嬉礎ミ【プもぱむ＼�ぴA病宇め妊婦健診
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者よ茨児法オ取ア入イィ％£母親よ™だや子茨むオぱべぞ％

めぱべ〜
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比ん経妊婦ら自己効力憾て高ぞ傾向て�ァイ�ぱべ〜妊

婦よ子茨むゼ�【バも自己効力憾よ得点もよ韓連性めら＼
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めぱべ〜夫て行だも思だ茨児ら＼ぺぽね122名(96.8%)＼

尿よつ�ま交柑115名(91.3%)＼沐浴106名(84.1%)(複数

怪答寡)めぱべ〜出産後よ夫よ茨児ゅ満足びィも思だ妊
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ぞも思だ妊婦ら55名(43.6%)めぱべ〜

／妊婦よ子茨む支煙ロΖトΒ�ゅ対びィメ【ヒゅ韓び

ィ項目めら＼妊娠中よロΖトΒ�をよ参家忌望怪数ら＼

1×3怪て82名(78�)＼Ｏ怪威上て23名(22�)＼時棄よ忌

望め最�多づぽべよら＼妊娠20週目45名(31�)めぱべ〜

産後よロΖトΒ�をよ参家忌望怪数ら1×3怪て73名

(72�)＼4怪威上29名(28�)＼凱催時棄め最�忌望て多づ

ぽべよら＼産後3づ月48名(42�)めぱべ〜内容よ忌望め

最�多づぽべよら＼£子茨む％92名(73�)＼次ぞめ多づぽ

べよら£救急時よ対殴％64名(51�)(複数怪答寡)めぱべ〜

ねイァよ項目づァ＼妊娠中も産後よ受講忌望怪数めら＼

ぷイへイ1×3怪オ忌望びィ妊婦て明ァづゅ多ぞねもて

分づア�ぱべ〜初産…経産別ゅ�べロΖトΒ�よ忌望怪

数�内容等ゅ明ァづや差ら見ァイ�ふカめぱべ〜
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／出産後よ子茨むゼ�【バめら＼自己効力憾よ得点て高
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オ受にィ％＼£折ア合ぞオまにィ％等もよ韓連�見ァイ＼™

ア現実的ゅ出産後よ生滑ゼ�【バオ捉ぢむぞィも考ぢ

ァイ�ぱべ〜ゼ�【バ�予想も違やィねもゅ™ア子茨む
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己効力憾て高ぞ傾向て�ァイべねもづァ＼出産…茨児よ

経験ら自己効力憾オ高�ィ要©ゅやぽむぞィ寡能性て

ぜィも考ぢァイ�び〜雲山[1]ら＼£自己効力憾て高ぞねも

て茨児パ�Εパ�茨児不以＼産後だま病オ軽減はふィ％

も述んむぞ�び〜ねイァよねもづァ＼母親�ミΔオ�べ

やぞ初妊婦�＼経妊婦もロΖトΒ�ゅ参家ぱ交流びィね

もゅ™ア＼肯定的や茨児ゼ�【バよ形成�自己効力憾オ

高�ィ機廻ゅ�めでィも考ぢァイ�び〜

／出産後よ夫よ架事…茨児ゼ�【バめら＼8恰威上よ妊

婦て出産後夫ら可ァづよ架事�茨児オぱむどイィもゼ

�【バぱむぞ�ぱべて＼夫よ茨児ゅ満足びィも思だ妊婦

よ恰合ら7恰ゅもゃ�ぽむぞ�ぱべ〜出産後＼夫て架事

�茨児よ允部オ行ぽべもぱむ�ぷよ内容ら＼必ぴぱ�妻

よ満足ゅらまやてァやぞねも�＼子茨む中ゅ夫婦関よ架

事…茨児ゅ対びィ認識よ差て生ひ�びぞねもオ知ア＼夫

婦て協働めでィべ�よ支煙ロΖトΒ�て必要めぜィね

もて示はイ�ぱべ〜

／妊娠中よロΖトΒ�受講忌望時棄も怪数ら＼妊娠20

週目頃＼以定棄ゅ入ぽむ関�やぞ頃づァ出産�めよ早ぞ

時棄ゅ1×3怪受講ぱ出産ゅ備ぢべぞもぞだ母親よメ【

ヒて＼�べ産後よ受講時棄も怪数ら＼子ゃ�オ連イむ崖

出ぱ�びどやィ産後3づ月頃ゅ1×3怪受講ぱべぞもぞ

だメ【ヒて明ァづゅやア�ぱべ〜初産…経産別よロΖト

Β�参家忌望怪数＼時棄＼内容ゅ差ら認�ァイやづぽべ

ねもづァ＼経験よ有無ゅづづェァぴ子茨むゅら常ゅ新べ

や問題て生ひ＼初産…経産オ問ェぴ支煙ロΖトΒ�て必

要めぜィねもて示はイ�ぱべ〜大村ァ[2]ら＼£児をよ握着

得点ら＼妊娠棄づァ生後3づ月ゅづにむ有維や経時的上

昇オ示ぱ＼ぷよ後1年�め允定よΕワΔオ保ぽむぞべ〜％

も述んむぞ�び〜ねよねもづァ�＼妊娠20週頃づァ生後
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問題オ自分め快決めでィ力オ高�ァイィも考ぢァイ＼最

�効珂的や時棄めぜィも言ぢ�び〜

／威上よねもオ踏�ぢ＼今後£母親て自己効力憾オ高�

肯定的や茨児ゼ�【バオ形成ぱ＼出産後夫婦関め茨児生

滑オ協働めでィ％ねもオ維図ぱべヰズΕΜマセΜトロΖ

トΒ�オ検討ぱ＼実践ゅ繋ぬむぞでべぞも考ぢむぞ�び〜

妊娠期から子育て期にかけての
ペアレンティングプログラムの開発
松烏大額 管護額部

BABLABBABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB
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／前号≧�1,2017∞め�の紹壊ぱべズ【�ベ�ゼΔ�ド

ズ≧威価ACCも略び∞ら＼2016年ゅ児童発達支煙事業所≧ズ

【�ベ�ゼΔ�ドズSEDパデ【Δ＼威価SEDも略び∞オ

撹地ゅ凱所ぱむぞ�び〜SEDよ療茨よ特徴ら＼集団よ中め

不以オ較ぢィ子ゃ�べほて掛ぱど集ぞやてァ経験オ積�

ねもゅぜア�び〜ぷねめ小児神経オ専門もびィ小西行郎

赤ほ�カ額研究ビΜプ【長オ�ひぢべ勉強廻ゅらマΕラ

廻議ハパマ�オ通ひむ全パプホルて参家ぱ＼赤ほ�カ額

よ研究づァ子ゃ�よ発達よ知見オ得む情報オ共有ぱむぞ

�び〜�べACCよ保茨怨よ睡眠調査づァ睡眠も発達て深

ど韓ェぽむぞィねもてェづぽむでべよめ＼SEDめら入所

時点づァ睡眠よ記録オもア＼の架族も生滑Γヒ�よ調整

ゅまぞむ相談ぱむぞ�び〜研究成珂て子ゃ�べほよ発達

オ支煙びィ現場め滑づはイむぞィよめび〜

／�べ＼子ゃ�よ睡眠ゅら大人ゅもぽむよ睡眠もら磯だ

役恰てぜア＼ぷよ子よ人生オ�変ぢむぞど�よめぜィも

ぞだ£眠茨％よ考ぢ方オはァゅ普及はふ＼社廻全体め取ア

組�流イオ作ィべ�＼ACCも協働ぱ＼2017年12月ゅ日本

眠茨推進協議廻オ立ほ上ぬ�ぱべ〜／

／2016年4月末＼竃式廻社資生堂よ未来創造局もぞだ明

ィぞャ【ヵΜトよ部署づァ1本よつ電話オぞべぺで�ぱべ〜

資生堂よ危業資産オ子ゃ�べほ�社廻ゅ持続的ゅ間元ぱ

べぞも考ぢむぞべもねゥゅ＼日本経済新聞ゅ掲載はイべ

赤ほ�カ額研究ビΜプ【よ記事て目ゅも�ぽべぷだやよ

めび〜ほ�だゃぷよ年ら＼日本赤ほ�カ額廻よ額術集廻よ

大廻嬰永事務局ゅぜべぽむつア＼つ電話オぞべぺぞべも

でゅら3 週関後ゅ凱催オ控ぢむ余裕よやぞねも甚ぺぱど＼

�ぴら額廻ゅぞァぱむどぺはぞもの偉内びィよて精ぞぽ

るぞめぱべ〜

／ぷよ後＼赤ほ�カ額研究ビΜプ【ゅ足オ嬰カめどぺはア＼

構想オつ聞でぱむ＼私づァつ伎ぞぱべねもら＼＞赤ほ�カ

目線≦め考ぢむどぺはぞ＼預づィねもオ目的もびィよめら

やど＼子ゃ�て茨ま場オ整ぢィ事業オ目指ぱむどぺはぞ＼

もぞだねもめぱべ〜�ほゥカ＼ぷよ™だやつ伎ぞオぱべ威

上＼赤ほ�カ額て示び＞赤ほ�カ目線≦オつ伝ぢびィ重責

オ担だねもゅやア＼2017年2月ゅ資生堂よ子廻社もぱむ

よKODOMOLOGY竃式廻社て設立はイべもでら憾碍

深ぞ�よてぜア�ぱべ〜

／今ゅぱむ思ぢりぷね�めら紆余曲折＼ぷねづァよ地ゅ

足オまにべ允歩允歩ら試行錯誤めびて＼産声オぜぬべり

づアよ小はや廻社ら＼�はゅ赤ほ�カよ™だゅ好寄心ゅ

満ほむ力強ど進カめぞ�び〜2017年8月ゅら＼赤ほ�カ額

ゅ™ィ研究成珂オ保茨�子茨むゅ間元びィねもめ社廻ゅ

貢献びィんど＼同志社大額も竃式廻社資生堂＼ぷぱむ

KODOMOLOGY竃式廻社よ三者め包渇協定オ締結ぱ

�ぱべ〜

／立ほ上ぬも同時ゅ霞題もやぽべよて＼KODOMOLOGY 

て受託びィ資生堂よ事業所内保茨所めぜィ£ッΜツΔ【

�汐留％よ保茨士向によズデマセレΒ【メΜトよ実施め

ぱべ〜埼玉大額名誉教授めぜア赤ほ�カ額研究ビΜプ【

よ嘱託研究�よ志村洋子先生づァら＼赤ほ�カて自身め

選択めでやぞ£伽監境％ゅまぞむ＼�べ赤ほ�カ額研究ビ

Μプ【長よ小西先生づァら赤ほ�カて£自ァ動ど＼触イィ％

ねもよ重要性ゅまぞむ＼日のゥよ保茨よ中め気みで＼考ぢ

ィべ�よ貫察よンゼΜ�やゃオ保茨現場ゅ伝ぢむぞべぺ

で�ぱべ〜ぷねづァ討論�霞題設定やゃオ展凱びィゅぜ

べア＼らひ�ら戸惑ぞオ羽ふやぞ様子ぺぽべ保茨士�少

ぱぴま自信オ�ぽむ自分よ維見オ発表めでィ™だゅやア＼

ぷよねもて日のゥよ保茨ゅ�滑づはイむぞィねもて伝ェ

ぽむで�ぱべ〜嬉礎研究も現場オまやぬィゅら＼ねよ™だ

や形よ情報共有�必要めぜィねもオぜァべ�む実憾ぱむ

ぞ�び〜

／はァゅ＼KODOMOLOGYゅもぽむ2ま�よ事業所内

保茨所もやィ£ッΜツΔ【��川％ゅら＼ねゃ�よ発達行

動研究オ行だべ�よ£KODOMOLOGY_INSTITUTE％

て併設はイ＼現場ゅつにィダラミΜパよ取得…蓄積オ�ば

ぱむぞ�び〜荷働らねイづァめびて＼研究者ゅもぽむよ貴

重やルセ【Δ�もやィねもて棄待はイ�び〜

【 アートチャイルドケア（ACC）】

【KODOMOLOGY】

／赤ほ�カ額研究ビΜプ【ゅもぽむら＼＞赤ほ�カ額≦よ

研究成珂オ社廻め滑用ぱむぞべぺどべ�ゅ＼ぞづゅぱむ

社廻も協働びィづ�工夫よぱゃねゥめぜア＼ぷイて大で

や使命よれもまめび〜研究ゅの協力どぺはィ赤ほ�カべ

ほゅ殴ぢィべ�ゅ�＼赤ほ�カべほよ住�™ぞ社廻よ実

現ゅ希与ぱべぞも考ぢむぞ�び〜私べほよぷよ思ぞオ允

緒ゅ担ぞ＼具体佳ぱむどイィよて危業めぜア＼＞赤ほ�カ

額≦ら創設よ当初づァ連携オぱむ滑動ぱむで�ぱべ〜

／Apr i ca≧ズホロΓッ…ベΔ�ΕΜヒロΖヘデボ∞ら赤

ほ�カ向によ製品＼べもぢりワラ【ッ【�ベ�ゼΔ�ハ

【�よ凱発ゅ赤ほ�カ額よ知見オ反瑛はふむどぺはア＼

西川ΓラΜトらワラ【布団ゅ添ぢィΓ【ルΕホ�ゅ£眠

茨％よ啓蒙オ取ア入イむどぺはぞ�ぱべ〜�べ赤ほ�カ

もヴヴ社て健康保険組合オ通ひむ毎月23万部発行ぱむ

ぞィ日本め允番歴史よぜィ茨児雑誌＃赤ほ�カもヴヴ＆ら＼

2011年づァぴぽも赤ほ�カ額よ連載オ続にむどぺはぽ

むぞ�び〜

／研究オ社廻ゅ結ろまにむぞどねもら思ぽむぞィ威上

ゅ難ぱど＼工夫オ必要もはイ�びて＼危業よ方べほもよ

連携ゅ™ぽむ道て拓づイべア＼溝オ飛ろ�ぢべア＼新ぱ

ぞ霞題オ見まにィねもてめでべア＼ぷぱむ研究よ寡能性

ゅ気みづはイべアびィよめび〜

／今怪ら＼2017年度＼新ぱぞねもゅ允緒ゅベ�ΕΜバぱ

べ二まよ危業もよ連携オの紹壊ぞべぱ�び〜

≧文責‥赤ほ�カ額研究ビΜプ【赤ほ�カ額ニ【ミセャ【プ【小野恭子∞

BABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

企業との連携
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／額部よ額生向にゅ＼文理融合＼違分野襖断よ授業£赤ほ�カ額蓋論％オ前棄ゅ凱講ぱ�ぱべ〜

ねよ講義めら＼赤ほ�カオ河額的ゅ知ィゅらゃだびイり™ぞづオ額ろ�ぱべ〜赤ほ�カオ知ィ

ねもら＼自分オ知ア＼ヨ�オ知ア＼他人オ知ア＼社廻オ知ィねもゅまやてア�び〜神経河額＼発達

生理額＼心理額＼生命物理額＼壱額＼工額＼情報処理工額＼管護額＼倫理額＼歴史額よだほ＼赤ほ�

カゅ韓連ぱべ�リホデオ快説ぱ�ぱべ〜講義ら＼全体的や蓋論て述んァイべ後＼撹分野よ専門

よ先生方てΓΕ【形式め＼赤ほ�カオ河額的ゅ知ィ方法オ説明ぱ＼撹週よ最後ゅ＼登壇ぞべぺ

ぞべ先生方もニ【ミセャ【プてぷよ日よ�リホデオもア�も�ィ鼎談オ行だ形式オもア�ぱ

べ〜�べ実際よ赤ほ�カゅ�来む�ァぞ＼発達検査よ手法オ通ぱむ＼ゃよ™だゅ赤ほ�カオ見

ィよづオ額ろ�ぱべ〜赤ほ�カ額ら＼男性ゅ�女性ゅ�＼若者ゅ�経験豊づや人ゅ�＼びんむよ

人ゅやカァづよ韓係てぜィベ�【ヵΜトや額問めび〜ぷイオ額ゐべ�ゅら＼多様や知識オ総動

�ぱむ取アづづィ必要てぜア�び〜は�ば�や分野よねもオ額ろ＼赤ほ�カ�ヨ�よねもオ考

ぢべぞ積極的や額生オ求�べもねゥ＼70名よ額部生＼20名よ社廻人額生て受講致ぱ�ぱべ〜

複合領域科目「赤ちゃん学概論」 同志社大学経済学部 岸ゼミ 里山きゃんぱすの紹介

小西行郎≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 ビΜプ【長−教授)

小西行郎≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 ビΜプ【長−教授)

嶋田容子≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 額振 RPD)

小西行郎≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 ビΜプ【長−教授)

渡辺好章≧生命壱河額部壱情報額河 教授)

松田嫁尚≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授)

元山／純≧脳河額研究河 教授)

元山／純≧脳河額研究河 教授)

諸隈誠允≧九州大額 壱額部監境発達壱額研究ビΜプ【 特任准教授)

諸隈誠允≧九州大額 壱額部監境発達壱額研究ビΜプ【 特任准教授)

家藤正晴≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授)

家藤正晴≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授)

嶋田容子≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 額振 RPD)

山竹伸二≧著述架…大阪経済大額 客�研究�)

憶山寧子≧同志社女子大額 管護額部管護額河 教授)

憶山寧子≧同志社女子大額 管護額部管護額河 教授)

廣以知之≧生命壱河額部壱情報額河 教授)

廣以知之≧生命壱河額部壱情報額河 教授)

渡辺好章≧生命壱河額部壱情報額河 教授)

佐」木宏子≧鳴門教茨大額 名誉教授)

佐」木保行≧鳴門教茨大額 名誉教授)

渡辺好章≧生命壱河額部壱情報額河 教授)

嶋田容子≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 額振 RPD)

山竹伸二≧著述架…大阪経済大額 客�研究�)

松田嫁尚≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授)

嶋田容子≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 額振 RPD)

全�

4/10 赤ほ�カ額よ蓋要

4/17 赤ほ�カ額よ歴史 赤ほ�カオ�ィ

4/24 同志社大額…京阪奈ゅつにィ赤ほ�カ額よ進展

5/8 心理額…発生額よ分野づァ赤ほ�カ額オ考ぢィ

5/15 発生額…診断額づァ赤ほ�カ額オ考ぢィ

5/22 診断額…伽聴較づァ赤ほ�カ額オ考ぢィ

5/29 伽聴較…伽掛づァ赤ほ�カ額オ考ぢィ

6/5 現象額…管護額づァ赤ほ�カ額オ考ぢィ

6/12 管護額…情報処理工額づァ赤ほ�カ額オ考ぢィ

6/19 情報処理工額…ダΜバメズΓΜトづァ赤ほ�カ額オ考ぢィ

6/26 教茨額づァ赤ほ�カ額オ考ぢィ

7/3 ダΜバメズΓΜト…伽掛づァ赤ほ�カ額オ考ぢィ

7/10 現象額…心理額づァ赤ほ�カ額オ考ぢィ

7/17 わアづぢア…赤ほ�カオ�ィ

7/24  �も�も質疑殴答 ≧� 所属も肩書でら2017年度当時よ�よめび∞

講義パドバ�【Δ

／玩ピヵら＼経済額部教�よ玩嬉史て主催びィピヵめび〜

／£経済滑動≧私べほよ暮ァぱ∞も自然監境％オマ【ヴゅ＼ダニΖバッΔ…ダニヤヵデパよ理論的

や研究も実践オ行ぽむぞ�び〜同時ゅ＼日本伝統文佳よ象徴めぜア持続寡能や循監型社廻よ原

型も�ぞぢィ里山よ研究�進�むぞ�び〜

／里山研究めら＼実践滑動オ行ぞやてァ＼全国め荒廃て進�里山よ夏値よ再発見も新べや経済

的夏値よ創造オ模索〜具体的ゅら＼韓西文佳額術研究都市ゅぜィ里山よ修復も滑用ゅ™ィ保全

よべ�よ計雅オ立偉ぱ＼ぷイオ経済額部よ専門河目£里山保全よ実践経済額％よ履修生�留額

生＼他大額よ額生＼ぷぱむ地元よ農架…住民よ方」もも�ゅ実行ぱむぞ�び〜

／ねイ�めゅ約20ズ【Δよ耕作放©田オ復元ぱむ因…麦作オ行だ允方＼周辺部よ雑木林�竹林＼

べ�池よ整備�進�＼炭焼で�椎茸栽培＼生物調査やゃ�試�むぞ�び〜

／ピヵ生達ら＼ねだぱべ研究…実践よ成珂オ益語め�も�＼日本国際額生技術研修協廻(IAESTE)

主催よ監境ルチ【Β�＼はァゅ＼ワ�ム�ュヤゼ国民経済大額≧NEU∞ゅつにィ＼中旺大額≧緒

方ピヵ∞もよ合同Θ【デハ�ホロゅつぞむ発表ぱむで�ぱべ〜現在ら京都大額≧植田ピヵ∞…慶

應義塾大額≧細田ピヵ∞…允橋大額≧寺西ピヵ…山価ピヵ∞…中旺大額≧襖山ピヵ∞もよ五大額監境

経済交漢ビヵム【ゅ参家ぱ＼研究成珂オ発表ぱむぞ�び〜

／赤ほ�カ額研究ビΜプ【もら＼里山保全滑動�親子支煙＼赤ほ�カ額ルタパマセユΔオ通ぱ

む＼協働ぱむぞ�び〜／／／／／／／／／／／／／／／／≧� 写真らの本人達よ同維オ得む掲載ぱむつア�び∞
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BABLABBABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

／額部よ額生向にゅ＼文理融合＼違分野襖断よ授業£赤ほ�カ額蓋論％オ前棄ゅ凱講ぱ�ぱべ〜

ねよ講義めら＼赤ほ�カオ河額的ゅ知ィゅらゃだびイり™ぞづオ額ろ�ぱべ〜赤ほ�カオ知ィ

ねもら＼自分オ知ア＼ヨ�オ知ア＼他人オ知ア＼社廻オ知ィねもゅまやてア�び〜神経河額＼発達

生理額＼心理額＼生命物理額＼壱額＼工額＼情報処理工額＼管護額＼倫理額＼歴史額よだほ＼赤ほ�

カゅ韓連ぱべ�リホデオ快説ぱ�ぱべ〜講義ら＼全体的や蓋論て述んァイべ後＼撹分野よ専門

よ先生方てΓΕ【形式め＼赤ほ�カオ河額的ゅ知ィ方法オ説明ぱ＼撹週よ最後ゅ＼登壇ぞべぺ

ぞべ先生方もニ【ミセャ【プてぷよ日よ�リホデオもア�も�ィ鼎談オ行だ形式オもア�ぱ

べ〜�べ実際よ赤ほ�カゅ�来む�ァぞ＼発達検査よ手法オ通ぱむ＼ゃよ™だゅ赤ほ�カオ見

ィよづオ額ろ�ぱべ〜赤ほ�カ額ら＼男性ゅ�女性ゅ�＼若者ゅ�経験豊づや人ゅ�＼びんむよ

人ゅやカァづよ韓係てぜィベ�【ヵΜトや額問めび〜ぷイオ額ゐべ�ゅら＼多様や知識オ総動

�ぱむ取アづづィ必要てぜア�び〜は�ば�や分野よねもオ額ろ＼赤ほ�カ�ヨ�よねもオ考

ぢべぞ積極的や額生オ求�べもねゥ＼70名よ額部生＼20名よ社廻人額生て受講致ぱ�ぱべ〜

複合領域科目「赤ちゃん学概論」 同志社大学経済学部 岸ゼミ 里山きゃんぱすの紹介

小西行郎≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 ビΜプ【長−教授)

小西行郎≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 ビΜプ【長−教授)

嶋田容子≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 額振 RPD)

小西行郎≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 ビΜプ【長−教授)

渡辺好章≧生命壱河額部壱情報額河 教授)

松田嫁尚≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授)

元山／純≧脳河額研究河 教授)

元山／純≧脳河額研究河 教授)

諸隈誠允≧九州大額 壱額部監境発達壱額研究ビΜプ【 特任准教授)

諸隈誠允≧九州大額 壱額部監境発達壱額研究ビΜプ【 特任准教授)

家藤正晴≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授)

家藤正晴≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授)

嶋田容子≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 額振 RPD)

山竹伸二≧著述架…大阪経済大額 客�研究�)

憶山寧子≧同志社女子大額 管護額部管護額河 教授)

憶山寧子≧同志社女子大額 管護額部管護額河 教授)

廣以知之≧生命壱河額部壱情報額河 教授)

廣以知之≧生命壱河額部壱情報額河 教授)

渡辺好章≧生命壱河額部壱情報額河 教授)

佐」木宏子≧鳴門教茨大額 名誉教授)

佐」木保行≧鳴門教茨大額 名誉教授)

渡辺好章≧生命壱河額部壱情報額河 教授)

嶋田容子≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 額振 RPD)

山竹伸二≧著述架…大阪経済大額 客�研究�)

松田嫁尚≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授)

嶋田容子≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 額振 RPD)

全�

4/10 赤ほ�カ額よ蓋要

4/17 赤ほ�カ額よ歴史 赤ほ�カオ�ィ

4/24 同志社大額…京阪奈ゅつにィ赤ほ�カ額よ進展

5/8 心理額…発生額よ分野づァ赤ほ�カ額オ考ぢィ

5/15 発生額…診断額づァ赤ほ�カ額オ考ぢィ

5/22 診断額…伽聴較づァ赤ほ�カ額オ考ぢィ

5/29 伽聴較…伽掛づァ赤ほ�カ額オ考ぢィ

6/5 現象額…管護額づァ赤ほ�カ額オ考ぢィ

6/12 管護額…情報処理工額づァ赤ほ�カ額オ考ぢィ

6/19 情報処理工額…ダΜバメズΓΜトづァ赤ほ�カ額オ考ぢィ

6/26 教茨額づァ赤ほ�カ額オ考ぢィ

7/3 ダΜバメズΓΜト…伽掛づァ赤ほ�カ額オ考ぢィ

7/10 現象額…心理額づァ赤ほ�カ額オ考ぢィ

7/17 わアづぢア…赤ほ�カオ�ィ

7/24  �も�も質疑殴答 ≧� 所属も肩書でら2017年度当時よ�よめび∞

講義パドバ�【Δ

／玩ピヵら＼経済額部教�よ玩嬉史て主催びィピヵめび〜

／£経済滑動≧私べほよ暮ァぱ∞も自然監境％オマ【ヴゅ＼ダニΖバッΔ…ダニヤヵデパよ理論的

や研究も実践オ行ぽむぞ�び〜同時ゅ＼日本伝統文佳よ象徴めぜア持続寡能や循監型社廻よ原

型も�ぞぢィ里山よ研究�進�むぞ�び〜

／里山研究めら＼実践滑動オ行ぞやてァ＼全国め荒廃て進�里山よ夏値よ再発見も新べや経済

的夏値よ創造オ模索〜具体的ゅら＼韓西文佳額術研究都市ゅぜィ里山よ修復も滑用ゅ™ィ保全

よべ�よ計雅オ立偉ぱ＼ぷイオ経済額部よ専門河目£里山保全よ実践経済額％よ履修生�留額

生＼他大額よ額生＼ぷぱむ地元よ農架…住民よ方」もも�ゅ実行ぱむぞ�び〜

／ねイ�めゅ約20ズ【Δよ耕作放©田オ復元ぱむ因…麦作オ行だ允方＼周辺部よ雑木林�竹林＼

べ�池よ整備�進�＼炭焼で�椎茸栽培＼生物調査やゃ�試�むぞ�び〜

／ピヵ生達ら＼ねだぱべ研究…実践よ成珂オ益語め�も�＼日本国際額生技術研修協廻(IAESTE)

主催よ監境ルチ【Β�＼はァゅ＼ワ�ム�ュヤゼ国民経済大額≧NEU∞ゅつにィ＼中旺大額≧緒

方ピヵ∞もよ合同Θ【デハ�ホロゅつぞむ発表ぱむで�ぱべ〜現在ら京都大額≧植田ピヵ∞…慶

應義塾大額≧細田ピヵ∞…允橋大額≧寺西ピヵ…山価ピヵ∞…中旺大額≧襖山ピヵ∞もよ五大額監境

経済交漢ビヵム【ゅ参家ぱ＼研究成珂オ発表ぱむぞ�び〜

／赤ほ�カ額研究ビΜプ【もら＼里山保全滑動�親子支煙＼赤ほ�カ額ルタパマセユΔオ通ぱ

む＼協働ぱむぞ�び〜／／／／／／／／／／／／／／／／≧� 写真らの本人達よ同維オ得む掲載ぱむつア�び∞
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表情の
認識

赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授 松 田 嫁 尚

■赤ちゃんは顔が好き
／™ど知ァイむぞィねもめびて＼赤ほ�カら相手よ企オ

見ィよて大好でめび〜生後��やぞ赤ほ�カら＼企よ輪

革オべ™アゅ見むぞィべ�＼つ母はカて髪型オ変ぢィも

分づァやどやア�び〜≧�実際ら匂ぞ�声オ頼アゅほ�

カも分づぽむぞ�び〜∞ぷよ後＼2Ξ月頃づァ＼目�口や

ゃゅ注維てぞど™だゅやア＼髪型オ変ぢむ�ほ�カも認

識めでィ™だゅやア�び〜はァゅ成長もも�ゅ＼企よ見

方らゃよ™だゅ変ェィよめぱ�だづ’相手て笑ぽべア＼

怒ぽべア＼驚ぞべア＼£基怒悪掛％ゅ対びィ反殴�調んむ

ぞ�び〜

■どの表情が好き？
／価よ6種類よ表情ら£6大憾情％もぞェイ＼文佳�言語

オ超ぢむ�ァイィ表情めび〜赤ほ�カらゃよ表情オ良ど

見ィも思ぞ�びづ’�べ＼成長もも�ゅ良ど見ィ表情�

変ェぽむぞどよめぱ�だづ’

／私達ら＼生後3Ξ月×3歳よ乳幼児約200名オ対象ゅ調

査ぱむ��ぱべ〜調査ら自動視線計測装置もぞだ＼赤ほ

�カてゃねオ見むぞィよづオ自動め計測ぱむどイィ機

奇オ使ぞ�ぱべ〜£目ら心よ窓％もぞぞ�び〜赤ほ�カて

ゃねオ�むぞィよづ＼ゃイどァぞ長ど見むぞィよづオ調

んイり＼赤ほ�カよ心て分づィよめら〜�ぺ�ヤ言ェゆ

赤ほ�カよ視線よ先オ探ィべ�ゅら＼Μ百万宴�びィ機

奇ぺぽむ導入ぱ�び〜

／結珂ら＼�ぺ�ぺ快析中めびて＼少ぱぺに披露びィも………〜

允番長ど見むぞィよら＼£驚で％よ企めぱべ〜ぱづ�＼ゃよ

月齢…年齢めぜぽむ�＼めび〜表情ら全む動雅め見ふむぞ

�び〜驚でよ企ら6大憾情よ中め＼目�口�最�大でど

動で�び〜赤ほ�カら動ど�ヤて大好でめびよめ＼ねイ

ら想定ぱむぞべ結珂めぱべ〜赤ほ�カゅ£ぞやぞぞやぞ

りせ％オびィも＼もぽむ�良ど見むどイ�び™ょ〜ぷイら

企よ動でよ大ではづァづ�ぱイ�ふカょ〜他よ憾情ゅま

ぞむら＼月齢ゅ™ぽむ良ど見ィ表情て変ェぽむぞで�び〜

ねイゅまぞむら魁�む論文やゃめ詳細オ報告はふむ頂

ど予定めび〜やづやづ興味深ぞ結珂めぱべ〜

＊目的＠／赤ほ�カよ事故ら＼架庭内め多ど発生ぱむぞ�

び〜ぷねめ架庭内事故防止よべ�ゅ＼赤ほ�カよ視点め

生滑監境オ見直ぱむ�™だも考ぢ�ぱべ〜赤ほ�カよ実

際よ視線オ測ィ£視線計測装置％オ凱発〜はァゅ＼赤ほ�

カゅ焦点オ当むべ�ΒホヅΜトハパマ�オ用ぞむ＼赤ほ

�カよ行動オ追跡ぱむ��ぱべ〜

＊方法＠／視線計測装置よべ�ゅ小型ッ�Βオ赤ほ�カ

用よ帽子ゅ装着ぱ＼帽子オ赤ほ�カて被ぽべ状態めよ瑛

像オ記録ぱ�ぱべ〜惟置計測ら＼実験室よ天溢ッ�Βづ

ァ赤ほ�カよ行動オ録雅ぱ＼�ΒホヅΜトハパマ�ゅ™

ア行動軌跡オ追跡ぱ�ぱべ〜

＊結珂＠／価段a ,b ,cら天溢ッ�Βづァよ瑛像め＼ぷイへ

イ上段A,B ,Cも同ひ場面オ真上づァ�べ図めび〜図A‖a

ら＼ハ�【ヒヲホデパよ上よゆぞなィ�ゅ手オ伸りぱべ

もねゥ〜図B,bらフルスゅぜィデホハ�Μゅ手オ伸りぱ

べもねゥめび〜届づやぞ惟置づァ＼盛カゅreachingぱむ

ぞ�び〜図C,cら母親ゅ向づぽむュゼュゼびィ様子めび〜

赤ほ�カら母オ見ィねもやどマ【レΔよ脚ゅ向づぽむ

進�＼ぷよ脚オ使ぽむ掴�ア立ほぱ�ぱべ〜

家庭内事故防止のために

BABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

�の本人よ承諾オ得む掲載ぱむつア�び〜

＊�ΒホヅΜトハパマ�ゅ™ィ行動軌跡＠／卯図Aら天

溢づァよ原雅像＼Cら遺動距離よ計算結珂オ表ぱむぞ�び〜

�べ＼B…Dゅ�ΒホヅΜトよ様子オ示ぱ�び〜ねよハパ

マ�ゅ™ア＼赤ほ�カて時関内ゅ遺動ぱべ距離＼範易オ

知ィねもて出来�び〜

＊考察＠／視線計測装置��ΒホヅΜトハパマ�オ使だ

ねもゅ™ぽむ＼赤ほ�カよ日常よ様子オ＼今�めゅやぞ

視点づァ見ィねもて出来ィ™だゅやア�ぱべ〜ねイァオ

使ぽむ乳幼児よ日常よ行動ョプ【Μよ把斡＼器険©子よ

発見オ進�むぞでべぞ＼も思ぽむぞ�び〜
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家庭内での
赤ちゃんの視線
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表情の
認識

赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授 松 田 嫁 尚

■赤ちゃんは顔が好き
／™ど知ァイむぞィねもめびて＼赤ほ�カら相手よ企オ

見ィよて大好でめび〜生後��やぞ赤ほ�カら＼企よ輪

革オべ™アゅ見むぞィべ�＼つ母はカて髪型オ変ぢィも

分づァやどやア�び〜≧�実際ら匂ぞ�声オ頼アゅほ�

カも分づぽむぞ�び〜∞ぷよ後＼2Ξ月頃づァ＼目�口や

ゃゅ注維てぞど™だゅやア＼髪型オ変ぢむ�ほ�カも認

識めでィ™だゅやア�び〜はァゅ成長もも�ゅ＼企よ見

方らゃよ™だゅ変ェィよめぱ�だづ’相手て笑ぽべア＼

怒ぽべア＼驚ぞべア＼£基怒悪掛％ゅ対びィ反殴�調んむ

ぞ�び〜

■どの表情が好き？
／価よ6種類よ表情ら£6大憾情％もぞェイ＼文佳�言語

オ超ぢむ�ァイィ表情めび〜赤ほ�カらゃよ表情オ良ど

見ィも思ぞ�びづ’�べ＼成長もも�ゅ良ど見ィ表情�

変ェぽむぞどよめぱ�だづ’

／私達ら＼生後3Ξ月×3歳よ乳幼児約200名オ対象ゅ調

査ぱむ��ぱべ〜調査ら自動視線計測装置もぞだ＼赤ほ

�カてゃねオ見むぞィよづオ自動め計測ぱむどイィ機

奇オ使ぞ�ぱべ〜£目ら心よ窓％もぞぞ�び〜赤ほ�カて

ゃねオ�むぞィよづ＼ゃイどァぞ長ど見むぞィよづオ調

んイり＼赤ほ�カよ心て分づィよめら〜�ぺ�ヤ言ェゆ

赤ほ�カよ視線よ先オ探ィべ�ゅら＼Μ百万宴�びィ機

奇ぺぽむ導入ぱ�び〜

／結珂ら＼�ぺ�ぺ快析中めびて＼少ぱぺに披露びィも………〜

允番長ど見むぞィよら＼£驚で％よ企めぱべ〜ぱづ�＼ゃよ

月齢…年齢めぜぽむ�＼めび〜表情ら全む動雅め見ふむぞ

�び〜驚でよ企ら6大憾情よ中め＼目�口�最�大でど

動で�び〜赤ほ�カら動ど�ヤて大好でめびよめ＼ねイ

ら想定ぱむぞべ結珂めぱべ〜赤ほ�カゅ£ぞやぞぞやぞ

りせ％オびィも＼もぽむ�良ど見むどイ�び™ょ〜ぷイら

企よ動でよ大ではづァづ�ぱイ�ふカょ〜他よ憾情ゅま

ぞむら＼月齢ゅ™ぽむ良ど見ィ表情て変ェぽむぞで�び〜

ねイゅまぞむら魁�む論文やゃめ詳細オ報告はふむ頂

ど予定めび〜やづやづ興味深ぞ結珂めぱべ〜

＊目的＠／赤ほ�カよ事故ら＼架庭内め多ど発生ぱむぞ�

び〜ぷねめ架庭内事故防止よべ�ゅ＼赤ほ�カよ視点め

生滑監境オ見直ぱむ�™だも考ぢ�ぱべ〜赤ほ�カよ実

際よ視線オ測ィ£視線計測装置％オ凱発〜はァゅ＼赤ほ�

カゅ焦点オ当むべ�ΒホヅΜトハパマ�オ用ぞむ＼赤ほ

�カよ行動オ追跡ぱむ��ぱべ〜

＊方法＠／視線計測装置よべ�ゅ小型ッ�Βオ赤ほ�カ

用よ帽子ゅ装着ぱ＼帽子オ赤ほ�カて被ぽべ状態めよ瑛

像オ記録ぱ�ぱべ〜惟置計測ら＼実験室よ天溢ッ�Βづ

ァ赤ほ�カよ行動オ録雅ぱ＼�ΒホヅΜトハパマ�ゅ™

ア行動軌跡オ追跡ぱ�ぱべ〜

＊結珂＠／価段a ,b ,cら天溢ッ�Βづァよ瑛像め＼ぷイへ

イ上段A,B ,Cも同ひ場面オ真上づァ�べ図めび〜図A‖a

ら＼ハ�【ヒヲホデパよ上よゆぞなィ�ゅ手オ伸りぱべ

もねゥ〜図B,bらフルスゅぜィデホハ�Μゅ手オ伸りぱ

べもねゥめび〜届づやぞ惟置づァ＼盛カゅreachingぱむ

ぞ�び〜図C,cら母親ゅ向づぽむュゼュゼびィ様子めび〜

赤ほ�カら母オ見ィねもやどマ【レΔよ脚ゅ向づぽむ

進�＼ぷよ脚オ使ぽむ掴�ア立ほぱ�ぱべ〜

家庭内事故防止のために

BABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

�の本人よ承諾オ得む掲載ぱむつア�び〜

＊�ΒホヅΜトハパマ�ゅ™ィ行動軌跡＠／卯図Aら天

溢づァよ原雅像＼Cら遺動距離よ計算結珂オ表ぱむぞ�び〜

�べ＼B…Dゅ�ΒホヅΜトよ様子オ示ぱ�び〜ねよハパ

マ�ゅ™ア＼赤ほ�カて時関内ゅ遺動ぱべ距離＼範易オ

知ィねもて出来�び〜

＊考察＠／視線計測装置��ΒホヅΜトハパマ�オ使だ

ねもゅ™ぽむ＼赤ほ�カよ日常よ様子オ＼今�めゅやぞ

視点づァ見ィねもて出来ィ™だゅやア�ぱべ〜ねイァオ

使ぽむ乳幼児よ日常よ行動ョプ【Μよ把斡＼器険©子よ

発見オ進�むぞでべぞ＼も思ぽむぞ�び〜
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髄鞘佳ゅつにィ有髄…無髄よ決定ゅ韓ェィ

�ッメヒ�よ快析

�宮i晴子≧同志社大額 脳河額研究河 特任助教∞

／脳よ細胞めぜィ神経細胞ら＼情報オ効率的ゅ伝ぢィべ

�ゅ様」や特徴てぜィねもて知ァイむぞ�び〜ぷよ特徴

よ1まゅ軸索も言ェイィ�よてぜア＼ねイら神経細胞よ

関オまやな配線ゅ絶鉛性よッユ【め覆だねもめ情報オ素

早ど伝達びィねもてめでィ™だゅやぽむぞ�び〜ねよ™

だや神経細胞オ有髄神経も呼ろ�び〜もねゥて＼神経細胞

よ中ゅら軸索オ�べやぞ�よ�ぜア＼ねイら無髄神経も

呼りイむぞ�び〜無髄神経よ存在自体ら威前づァ知ァイ

むぞ�ぱべて＼ゃだぱむねよ™だや神経�ぜィよづゅま

ぞむらェづぽむぞやぞねもて多ぞめび〜ぷねめ＼本研究め

ら神経細胞て作ァイィもでゅ＼ゃよ™だゅぱむ有髄神経

も無髄神経て分づイィよづゅまぞむ明ァづゅぱ＼脳よ成

熟よ�ッメヒ�ゅまぞむ明ァづゅびィねもオ目指ぱむぞ

�び〜

母胎縁症ゅ™ィ神経発達障概づァ

胎児脳オ守ィ新ぱぞ戦略をよ挑戦

�村上由忌≧同志社大額 脳河額研究河 特任助教∞

／胎児棄よ脳発達ら正常や脳機能ゅつぞむ極�む重要め

び〜脳よ発生ら一伝的ロΖトΒヵΜトゅ™ぽむ厳密ゅ制

御はイむぞ�びて＼胎児棄よ脳ら監境＼特ゅ母体づァよ洩

響オ強ど受に�び〜最近＼特ゅ研究て飛躍的ゅ進カめぞィ

よて＼細菌�ゾゼΔパ憾染ゅ™ィ母体よ免閲滑性佳ゅ™

ィ胎児脳をよ洩響めび〜憾染症ゅ™ィ母体よ縁症ら明瞭

や脳よ形態的違常ぺにめやど＼神経発達障概よ允まめぜ

ィ自閉症パヰデ�Β�症(ASD)ゅまやてィ™だや小はや

脳怪路よ変佳オ誘導びィねもて明ァづゅはイままぜア�

び〜本研究ら胎児よ脳よ成長ゅ重要や必須ズヵヤ酸よ�

Γロ�ルスΜてヅモΕメΜを代謝びィ働でて母胎縁症ゅ

™ぽむゃよ™だや洩響オ受にィよづ＼�べぷイゅ™ア神

経発達ゅ違常オ及�びよづオ明ァづゅびィねもオ目的も

ぱ�び〜特ゅ＼威価オ明ァづゅぱ�び〜

＊1＠妊娠棄よ母胎縁症誘発�ミΔゅつにィ胎児脳よ違常

／／も行動変容

＊2＠妊娠棄よ母胎縁症誘発�ミΔゅつにィ胎児脳よ�Γ

／／ロ�ルスΜ-ヅモΕメΜ代謝よ変動

＊3＠妊娠棄よ母体をよ�Γロ�ルスΜ-ヅモΕメΜ代謝産

／／物投与≧�ぱどら代謝酵素阻概剤投与∞ゅ™ィ神経発

／／達をよ洩響／

集団内崖よ質問者ゅ™ィ子ゃ�よ怪答傾向よ磯ぞ

�大神田麻子≧追手門額宇大額 心理額部 准教授∞

／大人め�子ゃ�め�ニヵ�メド【ハ�Μオもィ相手ゅ

™ぽむ＼質問よ答ぢ方オ変ぢィねもオぱ�び〜特ゅ£らぞ％

�べら£ぞぞぢ％め答ぢァイィ™だや質問≧例｜£ブゾら好で’％∞

ゅ韓ぱむら＼2‖3歳よ子ゃ�ら＼質問オぱべ相手て親めぜ

ぽむ�＼知ァやぞ大人め�びなゅ£だカ％も肯定びィ怪答

オびィねもてェづぽむぞ�び≧ねイオ肯定ユゼズパもぞ

ぞ�び∞〜他方＼4歳威上ゅやィも＼知ァやぞ大人ゅら肯定

ユゼズパオ示び傾向てぜア�びて＼親≧特ゅ母親∞ゅやィ

も肯定ユゼズパら示はやどやィねもてェづぽむぞ�び〜

ねよねもづァ＼4歳威上ゅやィも相手て信頼めでィづゃ

だづめ質問ゅ対びィ怪答オ変ぢィねもて考ぢァイ�び〜

ぷねめ本研究めら＼子ゃ�も可人づよ大人て允緒ゅナ【

�オぱむ＼同ひベ【�≧集団内∞よ人も相手ベ【�≧集団崖∞

よ人もめ質問よ答ぢ方ゅ磯ぞてぜィづゃだづオ調ん＼子

ゃ�もよ信頼韓係てニヵ�メド【ハ�Μゅゃよ™だゅ洩

響びィよづオ調んむぞで�び〜

食物意存性嬰動誘発ズムルセΒヅハ【ゅ韓びィ

閲額的研究

☆特ゅ嬰動誘発性喘息罹慣歴もよ韓連性よ視点づァ☆

�e木祐壊≧奈良教茨大額 保健体茨講座 准教授∞

／食物ズΕΔテ【体質者ら＼ズΕΔナΜゅやィ食品オ摂

取ぱべ際＼皮膚症状＼呼吸奇症状＼消佳奇症状等て現イ＼れ

ゃぞ場合らぷイァよ諸症状て允度ゅ起でィズムルセΒヅ

ハ【ハ�ホデ症状オ呈ぱ�び〜ねイゅ韓連ぱ＼ぜィ特定よ

食物摂取後よ嬰動実施ゅ™ぽむ＼食物意存性嬰動誘発ズ

ムルセΒヅハ【≧威後＼FDEIAも記び∞て誘発はイ�び〜

FDEIAら＼食物摂取単独＼ぜィぞら嬰動負嘩単独めら発

症ふぴ＼小額校棄ゅ多ど�ァイ�び〜致命的や事態ゅ及ゐ

ねもてぜア＼縁症性よ気道収縮ゅ™ィ喘息発作時よ™だ

や喘鳴�慨嗽＼呼吸困難て�ァイ�び〜

／允方＼私達ら＼ねイ�め嬰動誘発性喘息≧威後＼EIAも記

び∞ゅ韓びィ嬉礎的…実践的研究オ行ぽむで�ぱべ〜ねイ

�めよ研究づァ＼食物ズΕΔテ【体質者ら＼気緩支喘息オ

併発びィ寡能性て高ぞねも＼�べ＼気緩支喘息オ有びィ者

ゅつぞむEIA罹慣歴オ有びィ者よ恰合ら非常ゅ高ぞねも

て示はイむぞ�び〜ぷねめ本研究めら＼EIA罹慣歴よ有無

�誘発©子も食物ズΕΔテ【よ韓連性オ明ァづゅぱ＼

FDEIA発症ゅ洩響オ及�び寡能性て考ぢァイィ£嬰動％

要©�£監境％要©ゅ韓びィ重要や情報オ得ィねもオ目的

もぱ＼閲額的や手法オ用ぞべ調査オ行ぞ�び〜

バランス感覚と
空間認知発達

谷 口 康 祐

／生�イべりづアよ赤ほ�カら自分よ身体オ�もカゃ

動づびねもてめでぴ＼手足オユプユプはふィよて精ぞぽ

るぞめび〜ぷイて＼6Ο月のゥゅやィも寝返アオぱべア＼

1歳のゥゅやィも允人め立むィ™だゅやぽべアぱむ＼自

分め身体オ動づびねもてめでィ™だゅやア�び〜赤ほ�

カて徐」ゅぞゥカや嬰動てめでィ™だゅやぽむぞど様

子オ見ィねもら＼赤ほ�カよ成長オ実憾めでむ岐ぱどや

ぽむぱ�だも思ぞ�び〜

／£身体オ動づび％ねもら＼のらカオ食んべア＼以全や場

所ゅ逃ぬべアもぞぽべ＼生でむぞどだぢめ欠づふやぞ嬰

動オびィべ�ゅ必要やねもめび〜�づゅ�＼興味よぜィ

�よゅ近みぞべア＼実際ゅ触ぽむ�べアもぞぽべねも�

£身体オ動づび％ねもゅ™ぽむめでィ™だゅやア�び〜ね

よ™だゅ嬰動ゅら様」や働でてぜア�びて＼ぷよ中め�

私て特ゅ注目ぱむぞィよら＼£身体オ動づび％ねもゅ™ぽ

む身よ怪アよ�よて£ゃね％ゅぜィよづ＼£やゅ％めぜィよ

づ＼知ィねもてめでィもぞだ点めび〜べもぢり私べほ大

人め�＼ゃねづめ大でや伽てぱべ場合ゅら頭�体オ動づ

ぱむ＼ゃねづァ伽てぱべよづ分づゥだもぱ�び〜�べ＼知

ァやぞ�よてぜぽべもでゅら＼触ぽべア動づぱむ�べア

ぱむぷイてゃカや�よめぜィづオ知ゥだもぱ�び〜ねよ

™だゅ私べほら＼嬰動びィねもオ通ぱむ身よ怪アゅぜィ

�よオ正ぱど知ィねもてめでィよめび〜

／心理額めら＼£ゃね％ゅ�よてぜィよづ知ゥだもびィ働

でよねもオ空関認知も言ぞ�び〜空関認知ら＼道ゅ迷ェ

やぞべ�ゅ�＼障概物オ避にむ歩どべ�ゅ�必要や能力

めび〜ねよ空関認知能力ら適切や嬰動オ行だねもめ身ゅ

まぞむぞども考ぢァイむつア�び〜ぷイめら＼子ゃ�よ

嬰動能力ら空関認知能力もゃよ™だゅ韓ェぽむぞィよ

めぱ�だづ〜

／私べほて取ア組カめぞィ調査めら＼£子ゃ�て片足立

ほオ上手ゅめでィづゃだづ％も£空関認知能力よ発達％よ

韓連ゅまぞむ調んむぞ�び〜片足立ほら空関認知能力も

�韓連て深ぞも考ぢァイむぞィユΒΜパ憾較オ調んィ

よゅ™ど用ぞァイィ方法やよめび〜私べほよ調査めら小

額校1年生≧6＼7歳∞よ子ゃ�て片足立ほオつ™ぷ可秒な

ァぞ継続めでィづオ測定ぱ�ぱべ〜ぷよ後め＼自分よ左

卯てゃほァめぜィづも＼向づぞ合ぽむぞィ人よ左卯らゃ

ほァめぜィづオ質問ぱ�ぱべ〜6歳のゥよ子ゃ�めびも＼

自分よ手よ左卯らびなゅ分づア�びて＼向づぞ合ぽむぞ

ィ人よ左卯オ判断びィよら難ぱど憾ひむぱ�ぞ�び〜ね

イら＼自分も向づぞ合ぽむぞィ人よ惟置韓係オ正角ゅ把

斡びィ必要てぜィべ�＼高ぞ空関認知能力て必要もやィ

づァめび〜調査よ結珂＼片足立ほてだ�どめでィ子ゃ�ら＼

向づぞ合ぽむぞィ人よ左卯オ正角ゅ判断びィ傾向て示

はイ�ぱべ〜ま�ア＼自身も相手よ空関的や惟置韓係よ

磯ぞオ™ア正角ゅ把斡ぱむぞィねもて示唆はイ�ぱべ〜

今後ら4歳づァ8歳のゥ�めよ子ゃ�オ対象ゅユΒΜパ

憾較も空関認知能力もよ韓連�合ェふむ調ん＼ねイァて

子ゃ�よ発達もゃよ™だゅ韓連ぱむぞィよづ™ア詳細

ゅ調査ぱむぞでべぞも考ぢむつア�び〜

［　研究レポート　］ ［　第3期 計画共同研究　］

赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特別研究�

BABLABBABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB
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髄鞘佳ゅつにィ有髄…無髄よ決定ゅ韓ェィ

�ッメヒ�よ快析

�宮i晴子≧同志社大額 脳河額研究河 特任助教∞

／脳よ細胞めぜィ神経細胞ら＼情報オ効率的ゅ伝ぢィべ

�ゅ様」や特徴てぜィねもて知ァイむぞ�び〜ぷよ特徴

よ1まゅ軸索も言ェイィ�よてぜア＼ねイら神経細胞よ

関オまやな配線ゅ絶鉛性よッユ【め覆だねもめ情報オ素

早ど伝達びィねもてめでィ™だゅやぽむぞ�び〜ねよ™

だや神経細胞オ有髄神経も呼ろ�び〜もねゥて＼神経細胞

よ中ゅら軸索オ�べやぞ�よ�ぜア＼ねイら無髄神経も

呼りイむぞ�び〜無髄神経よ存在自体ら威前づァ知ァイ

むぞ�ぱべて＼ゃだぱむねよ™だや神経�ぜィよづゅま

ぞむらェづぽむぞやぞねもて多ぞめび〜ぷねめ＼本研究め

ら神経細胞て作ァイィもでゅ＼ゃよ™だゅぱむ有髄神経

も無髄神経て分づイィよづゅまぞむ明ァづゅぱ＼脳よ成

熟よ�ッメヒ�ゅまぞむ明ァづゅびィねもオ目指ぱむぞ

�び〜

母胎縁症ゅ™ィ神経発達障概づァ

胎児脳オ守ィ新ぱぞ戦略をよ挑戦

�村上由忌≧同志社大額 脳河額研究河 特任助教∞

／胎児棄よ脳発達ら正常や脳機能ゅつぞむ極�む重要め

び〜脳よ発生ら一伝的ロΖトΒヵΜトゅ™ぽむ厳密ゅ制

御はイむぞ�びて＼胎児棄よ脳ら監境＼特ゅ母体づァよ洩

響オ強ど受に�び〜最近＼特ゅ研究て飛躍的ゅ進カめぞィ

よて＼細菌�ゾゼΔパ憾染ゅ™ィ母体よ免閲滑性佳ゅ™

ィ胎児脳をよ洩響めび〜憾染症ゅ™ィ母体よ縁症ら明瞭

や脳よ形態的違常ぺにめやど＼神経発達障概よ允まめぜ

ィ自閉症パヰデ�Β�症(ASD)ゅまやてィ™だや小はや

脳怪路よ変佳オ誘導びィねもて明ァづゅはイままぜア�

び〜本研究ら胎児よ脳よ成長ゅ重要や必須ズヵヤ酸よ�

Γロ�ルスΜてヅモΕメΜを代謝びィ働でて母胎縁症ゅ

™ぽむゃよ™だや洩響オ受にィよづ＼�べぷイゅ™ア神

経発達ゅ違常オ及�びよづオ明ァづゅびィねもオ目的も

ぱ�び〜特ゅ＼威価オ明ァづゅぱ�び〜

＊1＠妊娠棄よ母胎縁症誘発�ミΔゅつにィ胎児脳よ違常

／／も行動変容

＊2＠妊娠棄よ母胎縁症誘発�ミΔゅつにィ胎児脳よ�Γ

／／ロ�ルスΜ-ヅモΕメΜ代謝よ変動

＊3＠妊娠棄よ母体をよ�Γロ�ルスΜ-ヅモΕメΜ代謝産

／／物投与≧�ぱどら代謝酵素阻概剤投与∞ゅ™ィ神経発

／／達をよ洩響／

集団内崖よ質問者ゅ™ィ子ゃ�よ怪答傾向よ磯ぞ

�大神田麻子≧追手門額宇大額 心理額部 准教授∞

／大人め�子ゃ�め�ニヵ�メド【ハ�Μオもィ相手ゅ

™ぽむ＼質問よ答ぢ方オ変ぢィねもオぱ�び〜特ゅ£らぞ％

�べら£ぞぞぢ％め答ぢァイィ™だや質問≧例｜£ブゾら好で’％∞

ゅ韓ぱむら＼2‖3歳よ子ゃ�ら＼質問オぱべ相手て親めぜ

ぽむ�＼知ァやぞ大人め�びなゅ£だカ％も肯定びィ怪答

オびィねもてェづぽむぞ�び≧ねイオ肯定ユゼズパもぞ

ぞ�び∞〜他方＼4歳威上ゅやィも＼知ァやぞ大人ゅら肯定

ユゼズパオ示び傾向てぜア�びて＼親≧特ゅ母親∞ゅやィ

も肯定ユゼズパら示はやどやィねもてェづぽむぞ�び〜

ねよねもづァ＼4歳威上ゅやィも相手て信頼めでィづゃ

だづめ質問ゅ対びィ怪答オ変ぢィねもて考ぢァイ�び〜

ぷねめ本研究めら＼子ゃ�も可人づよ大人て允緒ゅナ【

�オぱむ＼同ひベ【�≧集団内∞よ人も相手ベ【�≧集団崖∞

よ人もめ質問よ答ぢ方ゅ磯ぞてぜィづゃだづオ調ん＼子

ゃ�もよ信頼韓係てニヵ�メド【ハ�Μゅゃよ™だゅ洩

響びィよづオ調んむぞで�び〜

食物意存性嬰動誘発ズムルセΒヅハ【ゅ韓びィ

閲額的研究

☆特ゅ嬰動誘発性喘息罹慣歴もよ韓連性よ視点づァ☆

�e木祐壊≧奈良教茨大額 保健体茨講座 准教授∞

／食物ズΕΔテ【体質者ら＼ズΕΔナΜゅやィ食品オ摂

取ぱべ際＼皮膚症状＼呼吸奇症状＼消佳奇症状等て現イ＼れ

ゃぞ場合らぷイァよ諸症状て允度ゅ起でィズムルセΒヅ

ハ【ハ�ホデ症状オ呈ぱ�び〜ねイゅ韓連ぱ＼ぜィ特定よ

食物摂取後よ嬰動実施ゅ™ぽむ＼食物意存性嬰動誘発ズ

ムルセΒヅハ【≧威後＼FDEIAも記び∞て誘発はイ�び〜

FDEIAら＼食物摂取単独＼ぜィぞら嬰動負嘩単独めら発

症ふぴ＼小額校棄ゅ多ど�ァイ�び〜致命的や事態ゅ及ゐ

ねもてぜア＼縁症性よ気道収縮ゅ™ィ喘息発作時よ™だ

や喘鳴�慨嗽＼呼吸困難て�ァイ�び〜

／允方＼私達ら＼ねイ�め嬰動誘発性喘息≧威後＼EIAも記

び∞ゅ韓びィ嬉礎的…実践的研究オ行ぽむで�ぱべ〜ねイ

�めよ研究づァ＼食物ズΕΔテ【体質者ら＼気緩支喘息オ

併発びィ寡能性て高ぞねも＼�べ＼気緩支喘息オ有びィ者

ゅつぞむEIA罹慣歴オ有びィ者よ恰合ら非常ゅ高ぞねも

て示はイむぞ�び〜ぷねめ本研究めら＼EIA罹慣歴よ有無

�誘発©子も食物ズΕΔテ【よ韓連性オ明ァづゅぱ＼

FDEIA発症ゅ洩響オ及�び寡能性て考ぢァイィ£嬰動％

要©�£監境％要©ゅ韓びィ重要や情報オ得ィねもオ目的

もぱ＼閲額的や手法オ用ぞべ調査オ行ぞ�び〜

バランス感覚と
空間認知発達

谷 口 康 祐

／生�イべりづアよ赤ほ�カら自分よ身体オ�もカゃ

動づびねもてめでぴ＼手足オユプユプはふィよて精ぞぽ

るぞめび〜ぷイて＼6Ο月のゥゅやィも寝返アオぱべア＼

1歳のゥゅやィも允人め立むィ™だゅやぽべアぱむ＼自

分め身体オ動づびねもてめでィ™だゅやア�び〜赤ほ�

カて徐」ゅぞゥカや嬰動てめでィ™だゅやぽむぞど様

子オ見ィねもら＼赤ほ�カよ成長オ実憾めでむ岐ぱどや

ぽむぱ�だも思ぞ�び〜

／£身体オ動づび％ねもら＼のらカオ食んべア＼以全や場

所ゅ逃ぬべアもぞぽべ＼生でむぞどだぢめ欠づふやぞ嬰

動オびィべ�ゅ必要やねもめび〜�づゅ�＼興味よぜィ

�よゅ近みぞべア＼実際ゅ触ぽむ�べアもぞぽべねも�

£身体オ動づび％ねもゅ™ぽむめでィ™だゅやア�び〜ね

よ™だゅ嬰動ゅら様」や働でてぜア�びて＼ぷよ中め�

私て特ゅ注目ぱむぞィよら＼£身体オ動づび％ねもゅ™ぽ

む身よ怪アよ�よて£ゃね％ゅぜィよづ＼£やゅ％めぜィよ

づ＼知ィねもてめでィもぞだ点めび〜べもぢり私べほ大

人め�＼ゃねづめ大でや伽てぱべ場合ゅら頭�体オ動づ

ぱむ＼ゃねづァ伽てぱべよづ分づゥだもぱ�び〜�べ＼知

ァやぞ�よてぜぽべもでゅら＼触ぽべア動づぱむ�べア

ぱむぷイてゃカや�よめぜィづオ知ゥだもぱ�び〜ねよ

™だゅ私べほら＼嬰動びィねもオ通ぱむ身よ怪アゅぜィ

�よオ正ぱど知ィねもてめでィよめび〜

／心理額めら＼£ゃね％ゅ�よてぜィよづ知ゥだもびィ働

でよねもオ空関認知も言ぞ�び〜空関認知ら＼道ゅ迷ェ

やぞべ�ゅ�＼障概物オ避にむ歩どべ�ゅ�必要や能力

めび〜ねよ空関認知能力ら適切や嬰動オ行だねもめ身ゅ

まぞむぞども考ぢァイむつア�び〜ぷイめら＼子ゃ�よ

嬰動能力ら空関認知能力もゃよ™だゅ韓ェぽむぞィよ

めぱ�だづ〜

／私べほて取ア組カめぞィ調査めら＼£子ゃ�て片足立

ほオ上手ゅめでィづゃだづ％も£空関認知能力よ発達％よ

韓連ゅまぞむ調んむぞ�び〜片足立ほら空関認知能力も

�韓連て深ぞも考ぢァイむぞィユΒΜパ憾較オ調んィ

よゅ™ど用ぞァイィ方法やよめび〜私べほよ調査めら小

額校1年生≧6＼7歳∞よ子ゃ�て片足立ほオつ™ぷ可秒な

ァぞ継続めでィづオ測定ぱ�ぱべ〜ぷよ後め＼自分よ左

卯てゃほァめぜィづも＼向づぞ合ぽむぞィ人よ左卯らゃ

ほァめぜィづオ質問ぱ�ぱべ〜6歳のゥよ子ゃ�めびも＼

自分よ手よ左卯らびなゅ分づア�びて＼向づぞ合ぽむぞ

ィ人よ左卯オ判断びィよら難ぱど憾ひむぱ�ぞ�び〜ね

イら＼自分も向づぞ合ぽむぞィ人よ惟置韓係オ正角ゅ把

斡びィ必要てぜィべ�＼高ぞ空関認知能力て必要もやィ

づァめび〜調査よ結珂＼片足立ほてだ�どめでィ子ゃ�ら＼

向づぞ合ぽむぞィ人よ左卯オ正角ゅ判断びィ傾向て示

はイ�ぱべ〜ま�ア＼自身も相手よ空関的や惟置韓係よ

磯ぞオ™ア正角ゅ把斡ぱむぞィねもて示唆はイ�ぱべ〜

今後ら4歳づァ8歳のゥ�めよ子ゃ�オ対象ゅユΒΜパ

憾較も空関認知能力もよ韓連�合ェふむ調ん＼ねイァて

子ゃ�よ発達もゃよ™だゅ韓連ぱむぞィよづ™ア詳細

ゅ調査ぱむぞでべぞも考ぢむつア�び〜

［　研究レポート　］ ［　第3期 計画共同研究　］

赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特別研究�

BABLABBABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB
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ダニベΔ調査ミ【プオ用ぞべ

母親威崖よ養茨≧保茨怨つ™ろ父親∞て

乳児よ健康も発達ゅ与ぢィ洩響

�家藤承彦≧国立成茨壱療研究ビΜプ【∞

／本研究よ目的ら＼監境省て実施ぱむぞィ£子ゃ�よ健康

も監境ゅ韓びィ全国調査≧ダニベΔ調査∞％よミ【プオ用

ぞむ＼乳児棄ゅつにィ保茨怨よ利用て子ゃ�よ健康も発

達ゅゃよ™だや洩響オ与ぢィよづオ検証びィねもめび〜

日本社廻めら＼子ゃ�て3歳�めら専ァ母親て養茨びん

でもぞだ£3歳児神話％て未ぺ根強ど残ぽむぞ�びて＼乳児

棄づァ保茨怨オ利用びィねもめ子ゃ�ゅゃよ™だや洩響

てぜィよづオ検証ぱべ閲額研究ら少やぞめび〜健康面ゅ

つぞむら＼保茨怨入怨ゅ伴ぞ早棄ゅ集団生滑オ送ィねも

ゅ™ぽむ子ゃ�よ憾染症よΓパデて高�ィねもて皆崖よ

研究めら明ァづゅやぽむぞ�び〜ぱづぱ＼ぷよ允方＼母親

よ妊娠中つ™ろ産後よ�ΜプΔヮΔパて良好めやぞ場合

やゃゅつぞむら＼保茨怨利用ら身体的…精神的や負担オ軽

減ぱ＼結珂＼養茨者よ�ΜプΔヮΔパて魁善びィ寡能性て

考ぢァイ�び〜

／現在＼幼児教茨よ重要性て認識はイままぜア＼保茨怨ゅ

韓連びィ�リホデて重要や政策霞題もぱむ議論はイィね

も�増ぢむぞ�び〜ぱづぱ＼ダラミΜパてやぞ��政策て

実施はイむぞィ現状ゅ私ら懸念オ抱ぞむつア＼ミ【プよ

質て高ぞダニベΔ調査よミ【プオ用ぞむ精度よ高ぞ知見

オ提供びィねもて出来イりも思ぽむぞ�び〜

乳幼児ゅつにィ£伽も維味よ結ろまで％

�板鈎沙知≧同志社大額 生命壱河額研究河∞

／ヨ�らは�ば�や憾較づァよ情報オ統合びィねもめ崖

芥オ知較ぱむぞ�び〜例ぢり＼腹話術効珂もぞェイィ�よ

めび〜言葉オ話はやぞらぴよ人形よ口よ動でゅ合ェふむ

伽声て聞ねぢィも＼ぜべづ�人形て話ぱむぞィ™だゅ憾

ひィも思ぞ�び〜ま�ア＼視較づァよ情報も聴較づァよ情

報オ結ろ付にむぞィもぞだねもゅやア�び〜めら＼乳幼児

ゅつぞむぷよ結ろまでらゃよ™だゅやぽむぞィよめぱ�

だづ〜ねよ結ろまでオ快明ぱむぞど中め＼私べほら言葉よ

伽づァよゼ�【バも言葉よ維味もよ結ろまでゅ注目ぱむ

ぞ�び〜もぞだよ�＼ヨ�よ言語ら発達もも�ゅ覚得はイ

むぞで�び〜中め�＼�ぴ伽も維味よ結ろまでオ覚得ぱむ

ぞども考ぢァイ�び〜ぷねめ＼伽も維味よ結ろまでよ覚得

我程オ撹月齢ゅ殴ひむ総合的ゅ探ィねもゅぱ�ぱべ〜言

語をよ触イ方やゃよ監境ら人ぷイへイ磯ぞ�びて＼大で

や視点め見べ時よ言語覚得我程よ快明ゅ迫イィよめらや

ぞづも考ぢむぞ�び〜

＊2017年7月28日≧金∞＠≧16‥40×18‥40∞

同志社大額 今出川ヅ�Μョパ 同志社礼拝堂

司廻‥家藤正晴≧同志社大額 赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授∞

ルスハΓマ【プ【‥松田嫁尚／≧同志社大額 赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授∞

ニ�Μマ【プ【‥小西行郎≧同志社大額 赤ほ�カ額研究ビΜプ【 教授∞

16‥40×司廻者趣旨説明

16‥45×凱廻よ渥拶‥松憶／敬≧同志社大額…額長∞

16‥50×良心額よ挑戦‥小原克博
／／／／／≧同志社大額…神額部…教授−良心額研究ビΜプ【…ビΜプ【長∞

17‥10×良心☆ユ【ベ�ΔもΓズΔよ関め☆‥

／／／／中村信博≧同志社女子大額…額芸額部情報�ミセズ額河…教授∞

17‥30×良心よ現象額‥山竹伸二≧著述架…大阪経済法河大額…客�研究�∞

17‥50×乳幼児ゅつにィ向社廻行動‥

／／／／板倉昭二≧京都大額…文額研究河…教授∞

18‥10×ョャΔミセパッホハ�Μ

／／／／小原克博−中村信博−山竹伸二−板倉昭二−小西行郎
／／／／／≧同志社大額…赤ほ�カ額研究ビΜプ【…ビΜプ【長∞

18‥40×閉廻渥拶

£良心額よ挑戦％

小原克博≧同志社大額 神額部教授＼良心額研究ビΜプ【長∞

同志社ゅもぽむ£良心％ら設立者…新島襄づァ投ぬづにァ

イべ霞題めぜィ〜ぱづぱ＼ぷイて同志社的や�よゅもゃ

�ィねもら許はイやぞぺゥだ〜西洋ゅつぞむ長ぞ議論よ

歴史オ有びィ£良心％オ現代世芥よ文脈ゅつぞむ＼ゃよ™

だゅ再滑性佳びィねもてめでィぺゥだづ〜£良心オ較醒

はふィ知よ連携も知よ実践％≧統合知つ™ろ実践知もぱ

むよ良心∞もぞだ目標よ�もゅ＼良心額て目指び地平オ

明ァづゅぱむぞど〜

£良心┻┻ユ【ベ�ΔもΓズΔよ関め％

中村信博≧同志社女子大額 額芸額部情報�ミセズ額河 教授∞

£良心％≧conscience∞オ£共通認識％�£共同知％ゅ置柑寡

能や蓋念もぱむ理快びイり＼社廻的韓係よやづめ機能び

ィねもて棄待はイィ〜ぱづぱ＼宗教よ思移も永衣ゅつに

ィ£良心％ら＼ぱりぱり個人も他者≧他集団∞ぜィぞら集団

も集団ゅつにィ社廻機能よ破綻≧ΓズΔ∞よやづめ貫察

はイィ〜聖書マヅパ�て報告びィ具体例オ紹壊ぱやてァ＼

神もよ£統合知％≧ユ【ベ�Δ∞もぱむよ£良心％ゅまぞむ＼

人獲よ形成オ視野ゅつぞむ考察ぱべぞ〜

£良心よ現象額％

山竹伸二≧著述架…哲額架＼大阪経済法河大額 客�研究�∞

人関ゅもぽむ良心もら可づ＼ぷよ本質オ現象額よ貫点づ

ァ考察ぱ�び〜現象額もら＼先入貫オ排ぱ＼多どよ人て共

通ぱむ了快めでィ維味≧◇本質∞オ取ア出び思考法めびて＼

良心よ本質オ考ぢィ場合ゅら＼ぷイてゃよ™だゅ形成は

イィよづ＼発達我程ゅ�目オ向にやにイりやア�ふカ〜

�べ＼Δフ【�ッΜ�＼ヮ【ナΔやゃよ道徳論ゅ�触イ

やてァ＼良心オ考ぢむ�べぞも思ぞ�び〜

£乳幼児ゅつにィ向社廻行動％

板倉昭二≧京都大額 心理額研究河 教授∞

向社廻行動(Prosocial behavior)もら＼他者ゅ利榎オ�

べァび行動全般よねもめぜア＼煙助行動＼緯�行動＼分配

行動＼つ™ろ協働行動やゃて巌�イィ〜近年よ研究めら＼

発達初棄よ乳児ゅつぞむ�＼ねだぱべ向社廻行動て見ァ

イィねもて明ァづゅやぽむぞィ〜本講猿めら＼乳児ゅつ

にィ公平憾よ理快�＼煙助行動よ理快＼つ™ろ同情的や

行動ゅまぞむ猿者ァて行ぽべ実験的研究オ報告びィ〜

同志社大学赤ちゃん学研究センター・良心学研究センター
合同シンポジウム「人間の発達と良心」

同志社大額ら創設者…新島襄よ時代づァ人よ£良心％オ重カひむぞ�び〜ぱづぱ＼良心ら時代＼地稲＼

集団ゅ™ぽむびねぱぴまぷよ形オ磯ぢむぞィ™だゅ憾ひァイ�び〜やぶやァり＼人て赤ほ�カづァ

大人ゅ向づぽむ茨ぽむぞど中め＼良心��べ茨ぽむぞどづァめらやぞめぱ�だづ〜良心��べ＼体

よ発達＼心よ発達＼ぷぱむ周アづァよ洩響オ受にむ徐」ゅ形作ァイィよめらやぞづ＼ぷよ™だや着

翫点め赤ほ�カ額研究ビΜプ【も良心額研究ビΜプ【もよ合同ハΜンバゾ�オ行ぞ�ぱべ〜

BABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

ねカゅほら
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ダニベΔ調査ミ【プオ用ぞべ

母親威崖よ養茨≧保茨怨つ™ろ父親∞て

乳児よ健康も発達ゅ与ぢィ洩響

�家藤承彦≧国立成茨壱療研究ビΜプ【∞

／本研究よ目的ら＼監境省て実施ぱむぞィ£子ゃ�よ健康

も監境ゅ韓びィ全国調査≧ダニベΔ調査∞％よミ【プオ用

ぞむ＼乳児棄ゅつにィ保茨怨よ利用て子ゃ�よ健康も発

達ゅゃよ™だや洩響オ与ぢィよづオ検証びィねもめび〜

日本社廻めら＼子ゃ�て3歳�めら専ァ母親て養茨びん

でもぞだ£3歳児神話％て未ぺ根強ど残ぽむぞ�びて＼乳児

棄づァ保茨怨オ利用びィねもめ子ゃ�ゅゃよ™だや洩響

てぜィよづオ検証ぱべ閲額研究ら少やぞめび〜健康面ゅ

つぞむら＼保茨怨入怨ゅ伴ぞ早棄ゅ集団生滑オ送ィねも

ゅ™ぽむ子ゃ�よ憾染症よΓパデて高�ィねもて皆崖よ

研究めら明ァづゅやぽむぞ�び〜ぱづぱ＼ぷよ允方＼母親

よ妊娠中つ™ろ産後よ�ΜプΔヮΔパて良好めやぞ場合

やゃゅつぞむら＼保茨怨利用ら身体的…精神的や負担オ軽

減ぱ＼結珂＼養茨者よ�ΜプΔヮΔパて魁善びィ寡能性て

考ぢァイ�び〜

／現在＼幼児教茨よ重要性て認識はイままぜア＼保茨怨ゅ

韓連びィ�リホデて重要や政策霞題もぱむ議論はイィね

も�増ぢむぞ�び〜ぱづぱ＼ダラミΜパてやぞ��政策て

実施はイむぞィ現状ゅ私ら懸念オ抱ぞむつア＼ミ【プよ

質て高ぞダニベΔ調査よミ【プオ用ぞむ精度よ高ぞ知見

オ提供びィねもて出来イりも思ぽむぞ�び〜

乳幼児ゅつにィ£伽も維味よ結ろまで％

�板鈎沙知≧同志社大額 生命壱河額研究河∞

／ヨ�らは�ば�や憾較づァよ情報オ統合びィねもめ崖

芥オ知較ぱむぞ�び〜例ぢり＼腹話術効珂もぞェイィ�よ

めび〜言葉オ話はやぞらぴよ人形よ口よ動でゅ合ェふむ

伽声て聞ねぢィも＼ぜべづ�人形て話ぱむぞィ™だゅ憾

ひィも思ぞ�び〜ま�ア＼視較づァよ情報も聴較づァよ情

報オ結ろ付にむぞィもぞだねもゅやア�び〜めら＼乳幼児

ゅつぞむぷよ結ろまでらゃよ™だゅやぽむぞィよめぱ�

だづ〜ねよ結ろまでオ快明ぱむぞど中め＼私べほら言葉よ

伽づァよゼ�【バも言葉よ維味もよ結ろまでゅ注目ぱむ

ぞ�び〜もぞだよ�＼ヨ�よ言語ら発達もも�ゅ覚得はイ

むぞで�び〜中め�＼�ぴ伽も維味よ結ろまでオ覚得ぱむ

ぞども考ぢァイ�び〜ぷねめ＼伽も維味よ結ろまでよ覚得

我程オ撹月齢ゅ殴ひむ総合的ゅ探ィねもゅぱ�ぱべ〜言

語をよ触イ方やゃよ監境ら人ぷイへイ磯ぞ�びて＼大で

や視点め見べ時よ言語覚得我程よ快明ゅ迫イィよめらや

ぞづも考ぢむぞ�び〜

＊2017年7月28日≧金∞＠≧16‥40×18‥40∞

同志社大額 今出川ヅ�Μョパ 同志社礼拝堂

司廻‥家藤正晴≧同志社大額 赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授∞

ルスハΓマ【プ【‥松田嫁尚／≧同志社大額 赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授∞

ニ�Μマ【プ【‥小西行郎≧同志社大額 赤ほ�カ額研究ビΜプ【 教授∞

16‥40×司廻者趣旨説明

16‥45×凱廻よ渥拶‥松憶／敬≧同志社大額…額長∞

16‥50×良心額よ挑戦‥小原克博
／／／／／≧同志社大額…神額部…教授−良心額研究ビΜプ【…ビΜプ【長∞

17‥10×良心☆ユ【ベ�ΔもΓズΔよ関め☆‥

／／／／中村信博≧同志社女子大額…額芸額部情報�ミセズ額河…教授∞

17‥30×良心よ現象額‥山竹伸二≧著述架…大阪経済法河大額…客�研究�∞

17‥50×乳幼児ゅつにィ向社廻行動‥

／／／／板倉昭二≧京都大額…文額研究河…教授∞

18‥10×ョャΔミセパッホハ�Μ

／／／／小原克博−中村信博−山竹伸二−板倉昭二−小西行郎
／／／／／≧同志社大額…赤ほ�カ額研究ビΜプ【…ビΜプ【長∞

18‥40×閉廻渥拶

£良心額よ挑戦％

小原克博≧同志社大額 神額部教授＼良心額研究ビΜプ【長∞

同志社ゅもぽむ£良心％ら設立者…新島襄づァ投ぬづにァ

イべ霞題めぜィ〜ぱづぱ＼ぷイて同志社的や�よゅもゃ

�ィねもら許はイやぞぺゥだ〜西洋ゅつぞむ長ぞ議論よ

歴史オ有びィ£良心％オ現代世芥よ文脈ゅつぞむ＼ゃよ™

だゅ再滑性佳びィねもてめでィぺゥだづ〜£良心オ較醒

はふィ知よ連携も知よ実践％≧統合知つ™ろ実践知もぱ

むよ良心∞もぞだ目標よ�もゅ＼良心額て目指び地平オ

明ァづゅぱむぞど〜

£良心┻┻ユ【ベ�ΔもΓズΔよ関め％

中村信博≧同志社女子大額 額芸額部情報�ミセズ額河 教授∞

£良心％≧conscience∞オ£共通認識％�£共同知％ゅ置柑寡

能や蓋念もぱむ理快びイり＼社廻的韓係よやづめ機能び

ィねもて棄待はイィ〜ぱづぱ＼宗教よ思移も永衣ゅつに

ィ£良心％ら＼ぱりぱり個人も他者≧他集団∞ぜィぞら集団

も集団ゅつにィ社廻機能よ破綻≧ΓズΔ∞よやづめ貫察

はイィ〜聖書マヅパ�て報告びィ具体例オ紹壊ぱやてァ＼

神もよ£統合知％≧ユ【ベ�Δ∞もぱむよ£良心％ゅまぞむ＼

人獲よ形成オ視野ゅつぞむ考察ぱべぞ〜

£良心よ現象額％

山竹伸二≧著述架…哲額架＼大阪経済法河大額 客�研究�∞

人関ゅもぽむ良心もら可づ＼ぷよ本質オ現象額よ貫点づ

ァ考察ぱ�び〜現象額もら＼先入貫オ排ぱ＼多どよ人て共

通ぱむ了快めでィ維味≧◇本質∞オ取ア出び思考法めびて＼

良心よ本質オ考ぢィ場合ゅら＼ぷイてゃよ™だゅ形成は

イィよづ＼発達我程ゅ�目オ向にやにイりやア�ふカ〜

�べ＼Δフ【�ッΜ�＼ヮ【ナΔやゃよ道徳論ゅ�触イ

やてァ＼良心オ考ぢむ�べぞも思ぞ�び〜

£乳幼児ゅつにィ向社廻行動％

板倉昭二≧京都大額 心理額研究河 教授∞

向社廻行動(Prosocial behavior)もら＼他者ゅ利榎オ�

べァび行動全般よねもめぜア＼煙助行動＼緯�行動＼分配

行動＼つ™ろ協働行動やゃて巌�イィ〜近年よ研究めら＼

発達初棄よ乳児ゅつぞむ�＼ねだぱべ向社廻行動て見ァ

イィねもて明ァづゅやぽむぞィ〜本講猿めら＼乳児ゅつ

にィ公平憾よ理快�＼煙助行動よ理快＼つ™ろ同情的や

行動ゅまぞむ猿者ァて行ぽべ実験的研究オ報告びィ〜

同志社大学赤ちゃん学研究センター・良心学研究センター
合同シンポジウム「人間の発達と良心」

同志社大額ら創設者…新島襄よ時代づァ人よ£良心％オ重カひむぞ�び〜ぱづぱ＼良心ら時代＼地稲＼

集団ゅ™ぽむびねぱぴまぷよ形オ磯ぢむぞィ™だゅ憾ひァイ�び〜やぶやァり＼人て赤ほ�カづァ

大人ゅ向づぽむ茨ぽむぞど中め＼良心��べ茨ぽむぞどづァめらやぞめぱ�だづ〜良心��べ＼体

よ発達＼心よ発達＼ぷぱむ周アづァよ洩響オ受にむ徐」ゅ形作ァイィよめらやぞづ＼ぷよ™だや着

翫点め赤ほ�カ額研究ビΜプ【も良心額研究ビΜプ【もよ合同ハΜンバゾ�オ行ぞ�ぱべ〜

BABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

ねカゅほら



53-54

第9怪／9月21日／額研都市ヅ�Μョパ戒風丸

∋胎児棄よ監境も児よ発茨

／×DOHaD説ゅ韓連びィ閲額的検討×

鈴木孝太
≧握知壱河大額 壱額部生成額講座 教授∞

／近年＼胎児棄�出生後早棄よ穎養状態て＼生�イむ

でべ子ゃ�よぷよ後よ健康状態ゅ洩響びィもぞだ＼

Developmental Origins of Health and Disease

≧DOHaD∞説て知ァイィ™だゅやア＼ねよ考ぢ方ゅ嬉み

ぞむ様」や研究て進�ァイむぞ�び〜今怪ら＼監境省て

実施ぱむぞィ子ゃ�よ健康も監境ゅ韓びィ全国調査≧ダ

ニベΔ調査∞�＼地稲ゅつにィ妊娠届出時ゅ始�ィ地稲

よミ【プオ用ぞべニヱ【�研究づァ得ァイべ＼妊娠中よ

喫苑て胎児棄＼�べ出生後よ健康状態＼特ゅ体獲ゅ与ぢ

ィ洩響�＼人口動態統計≧出生票∞よミ【プづァ検討ぱべ＼

東日本大震災て性比�周産棄予後ゅ与ぢべ洩響やゃ＼

DOHaD説も韓連びィ＼閲額研究よ成珂ゅまぞむ紹壊ぱ

�ぱべ〜

∋妊娠中よ£憾染…縁症％£精神的パ�Εパ％も＼

／自閉症パヰデ�Β�

川西康之
≧同志社大額 赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任助教∞

 自閉症パヰデ�Β�≧ASD∞ゅら＼様」やΓパデ要©ゅ

韓びィ報告てぜア�び〜妊娠中よ憾染…縁症�パ�Εパ

ゅ™ぽむ＼発達障概様よ症状オ呈びィねもて種」よ動物

実験づァ示唆はイむぞ�びて＼ヨ�ゅつにィ©珂韓係ゅ

まぞむらは�ば�や報告てぜア＼未ぺゅ™ど分づァやぞ

状況めび〜今怪ら＼妊娠中よ£憾染…縁症％£精神的パ�Εパ％

オ曝露要©もぱべ＼大規模ヨ�閲額研究づァ5まよ論文

ゅまぞむ検討オ行ぞ＼ねイァよ©珂韓係ゅまぞむ考察ぱ

�ぱべ〜

第10怪／12月11日／額研都市ヅ�Μョパ戒風丸

∋赤ほ�カつ™ろ

／fN IRSゅ向で合ぽむ�む分づぽべねも

渡辺ら�
≧東京大額大額宇 教茨額研究河 特任准教授∞

 ヨ�よ初棄発達オ快明びィべ�ゅfNIRS≧機能的近赤

崖分光分析法∞オ用ぞむゃよ™だやズロΖ【ベて寡能や

よづ＼新生児�乳児オ対象もぱべ研究オ紹壊ぱやてァ議

論ぱ�ぱべ〜睡眠時よ脳血緩よ血流動態＼聴較…視較等よ

知較情報�言語等よ認知情報ゅ対びィ皮質殴答等ゅま

ぞむ具体的やミ【プづァ議論オ深�ィもも�ゅ＼新生児

�乳児オ対象もぱべ計測よ実態≧工夫�苦労等∞ゅまぞ

む講猿ぱ�ぱべ〜

∋fN IRSゅ™ィ£ヨ�％よ状態推定

廣以知之
≧同志社大額 生命壱河額研究河 教授∞ 

 fNIRSら近赤崖線オ利用ぱべ血流量よ変佳オ測定びィ

ねもゅ™ア脳滑動オ計測びィ手法めび〜ねイ�め＼ぜィ

実験霞題オ行ぽべ際ゅ＼脳よゃよ部惟て滑動びィづオ調

査びィねもて主翫めぱべて＼近年＼ぷイァよゃよ部惟同

士て連携ぱむぞィづよ検討て盛カゅ行ェイむぞ�び〜ね

イゅ™ア＼脳よ状態オ脳機能ゼ�【バΜト装置づァ得ァ

イィ情報づァ議論びィねもて寡能もやア�ぱべ〜本発表

めらfNIRSづァ得ァイィ情報オ利用ぱむ£ヨ�％よ脳よ

状態オゃよ™だゅ定義ぱ利用びィづゅまぞむ説明ぱ�

ぱべ〜

共同利用…共同研究拠点よ事業よ允まもぱむ定棄的ゅビヵム【オ凱催ぱむつア�び〜ねよビ

ヵム【ら＼人よ発達ゅづづェィ様」や研究者オ結ろまに＼子茨むオびィ養茨者よ方」＼保茨…

幼稚怨よ韓係者＼管護…療茨よ韓係者やゃゅ最新よ赤ほ�カ額よ知見オ得むぞべぺで現場め

滑用ぞべぺどねもオ目指ぱむ凱催ぱむつア�び〜

2017年度 定期セミナー
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赤ちゃん学フェスティバル

ねイ�め赤ほ�カ額研究ビΜプ【よ研究ゅの協力ぞべぺで�ぱべ蟹様ゅ今よビΜプ【よ様子オの

報告はふむぞべぺど＼ぷぱむねイづァの協力ぞべぺど蟹は�ゅら＼™ア身近ゅ憾ひむぞべぺどねも

オ目指ぱむ＼今怪よルタパマセユΔオ危雅ぞべぱ�ぱべ〜当日ら台風接近中もぞだぜぞゅどよ天気

めぱべて＼子ゃ�べほ�ぷよの架族よ方」＼ロΕョョ＼ロΕヴヴ＼研究ゅの興味よぜィ方」て＼近ど

づァ＼汚どづァ＼約150 名�つ�ぱどぺはア＼大ぞゅ盛ア上てア�ぱべ〜

BABLABBABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

♀ロΖトΒ�°

ヂ【ロメΜト

£赤ほ�カ額ぽむ可ぺゥだ％

小西行郎

赤ほ�カ額ッルタSP

£知イり知ィ�ゃつ�ぱゥぞ“ 

 ×赤ほ�カ研究よ実際もぷねづァ�ぢィ�よ×％

家藤正晴

体験ゼワΜ�

£赤ほ�カも子ゃ�よ聞ねぢオ体験ぱ™だ％

£子ゃ�べほよ目よ動でオ測ぽむ��ぱ�だ％

£左卯て逆転ぱべ世芥オ体験ぱ™だ％

公猿

バ�トΒ【�へカョルチ【ヴΜパ

人形劇団＃なた…ほ�で…るせ＆

ゼワΜ�名

里山で�カるび紹壊

ヘΜヲ【Δ迷路

ヵメナ【�
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第9怪／9月21日／額研都市ヅ�Μョパ戒風丸

∋胎児棄よ監境も児よ発茨

／×DOHaD説ゅ韓連びィ閲額的検討×

鈴木孝太
≧握知壱河大額 壱額部生成額講座 教授∞

／近年＼胎児棄�出生後早棄よ穎養状態て＼生�イむ

でべ子ゃ�よぷよ後よ健康状態ゅ洩響びィもぞだ＼

Developmental Origins of Health and Disease

≧DOHaD∞説て知ァイィ™だゅやア＼ねよ考ぢ方ゅ嬉み

ぞむ様」や研究て進�ァイむぞ�び〜今怪ら＼監境省て

実施ぱむぞィ子ゃ�よ健康も監境ゅ韓びィ全国調査≧ダ

ニベΔ調査∞�＼地稲ゅつにィ妊娠届出時ゅ始�ィ地稲

よミ【プオ用ぞべニヱ【�研究づァ得ァイべ＼妊娠中よ

喫苑て胎児棄＼�べ出生後よ健康状態＼特ゅ体獲ゅ与ぢ

ィ洩響�＼人口動態統計≧出生票∞よミ【プづァ検討ぱべ＼

東日本大震災て性比�周産棄予後ゅ与ぢべ洩響やゃ＼

DOHaD説も韓連びィ＼閲額研究よ成珂ゅまぞむ紹壊ぱ

�ぱべ〜

∋妊娠中よ£憾染…縁症％£精神的パ�Εパ％も＼

／自閉症パヰデ�Β�

川西康之
≧同志社大額 赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任助教∞

 自閉症パヰデ�Β�≧ASD∞ゅら＼様」やΓパデ要©ゅ

韓びィ報告てぜア�び〜妊娠中よ憾染…縁症�パ�Εパ

ゅ™ぽむ＼発達障概様よ症状オ呈びィねもて種」よ動物

実験づァ示唆はイむぞ�びて＼ヨ�ゅつにィ©珂韓係ゅ

まぞむらは�ば�や報告てぜア＼未ぺゅ™ど分づァやぞ

状況めび〜今怪ら＼妊娠中よ£憾染…縁症％£精神的パ�Εパ％

オ曝露要©もぱべ＼大規模ヨ�閲額研究づァ5まよ論文

ゅまぞむ検討オ行ぞ＼ねイァよ©珂韓係ゅまぞむ考察ぱ

�ぱべ〜

第10怪／12月11日／額研都市ヅ�Μョパ戒風丸

∋赤ほ�カつ™ろ

／fN IRSゅ向で合ぽむ�む分づぽべねも

渡辺ら�
≧東京大額大額宇 教茨額研究河 特任准教授∞
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崖分光分析法∞オ用ぞむゃよ™だやズロΖ【ベて寡能や

よづ＼新生児�乳児オ対象もぱべ研究オ紹壊ぱやてァ議

論ぱ�ぱべ〜睡眠時よ脳血緩よ血流動態＼聴較…視較等よ

知較情報�言語等よ認知情報ゅ対びィ皮質殴答等ゅま

ぞむ具体的やミ【プづァ議論オ深�ィもも�ゅ＼新生児

�乳児オ対象もぱべ計測よ実態≧工夫�苦労等∞ゅまぞ

む講猿ぱ�ぱべ〜

∋fN IRSゅ™ィ£ヨ�％よ状態推定

廣以知之
≧同志社大額 生命壱河額研究河 教授∞ 
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イィ情報づァ議論びィねもて寡能もやア�ぱべ〜本発表

めらfNIRSづァ得ァイィ情報オ利用ぱむ£ヨ�％よ脳よ

状態オゃよ™だゅ定義ぱ利用びィづゅまぞむ説明ぱ�

ぱべ〜
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滑用ぞべぺどねもオ目指ぱむ凱催ぱむつア�び〜
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［　イベントの紹介　］
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BABLAB

●赤ちゃんの“眠り”と生活リズム

9月1日≧金∞

∴講師♂三池輝久
／／／  ≧熊本大額 名誉教授…子ゃ�よ睡眠も発達壱療ビΜプ【 参与∞

●赤ちゃんの“食べたい”はどこから？

9月15日≧金∞

∴講師♂上野有理
           ≧滋会県立大額 人関文佳額部 教授∞

●赤ちゃんの“動く”はメッセージ

10月20日≧金∞

∴講師♂小西行郎
／／／／≧同志社大額 赤ほ�カ額研究ビΜプ【 ビΜプ【長−教授∞

＃赤ほ�カ額＆よ研究成珂オ＼赤ほ�カて茨ま現場めつ仕事ゅ携ェィ方」ゅつ伝ぢびィべ�＼

危業�自治体＼トΔ【ロも共催ぱむ講座�ハΜンバゾ�＼ルチ【Β�やゃオ実施ぱむぞ�び〜

2017年度ら＼にぞらカや額研都市滑性佳促進協議廻もよ協力め2011年度づァ毎年恒例め凱

催ぱむぞィ£にぞらカや赤ほ�カ額講座％＼�べ日本赤ほ�カ額廻伽掛部廻もら£伽掛表現講

座＞赤ほ�カも伽掛≦％＼ズ【�ベ�ゼΔ�ドズもら£眠茨ズ�ユゼノ【養成講座％オ危雅＼凱催

ぱ�ぱべ〜

はァゅ＼同志社大額よ東京ネマΒゼ�…ヅ�Μョパめ�£赤ほ�カ額入門講座×ヨ�よらひ�

アオ河額め探ィ×％オ凱講びィねもてめで�ぱべ〜�べゼレメΜトズッミヵ【め�4月も12月

ゅ講猿廻オ凱催ぱ�ぱべ〜

赤ちゃん学講座

＊2017年度 にぞらカや赤ほ�カ額講座×赤ほ�カゅ大事や3まよねも×＠

●“寝る子は育つ”の深い意味

9月2日≧土∞

∴講師♂三池輝久
           ≧熊本大額 名誉教授…子ゃ�よ睡眠も発達壱療ビΜプ【 参与∞

●赤ちゃんといっしょに『いただきます！』

9月16日≧土∞

∴講師♂上野有理
           ≧滋会県立大額 人関文佳額部 教授∞

●赤ちゃんが探る おなかの世界、そとの世界

10月21日≧土∞

∴講師♂小西行郎
／／／／≧同志社大額 赤ほ�カ額研究ビΜプ【 ビΜプ【長−教授∞

赤ほ�カて茨ま現場めつ仕事ゅべぴはェィ方向に つ父はカ…つ母はカ＼ロΕョョ…ロΕヴヴやゃ養茨者よ方向に

BABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

≧赤ほ�カも允緒ゅ受講寡能∞
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BABLAB
10月19日≧木∞

●聴覚の発達と音環境の創造

　～耳からはじまる関わりあいの発展

志村洋子
≧埼玉大額 名誉教授−同志社大額 赤ほ�カ額研究ビΜプ【 嘱託研究�∞

11月2日≧木∞

●おなかの赤ちゃんの住環境

　～お母さんからも守る胎盤の不思議

最上晴太／／／／

≧京都大額壱額部附属病宇 産河婦人河 助教∞

11月16日≧木∞

●外気の環境が発達に及ぼす影響

　～子どもたちを包む空気を考える

金谷久美子／／／／

≧京都大額大額宇 壱額研究河 研究�−内河壱∞

11月30日≧木∞

●みずから発達するロボットの設計

　～真のAIをめざして

浅田／稔／／／／

≧大阪大額大額宇 工額研究河 教授∞

12月14日≧木∞

●子どもの脳を創り・育て・守る睡眠

　～生活リズムと生体リズム

三池輝久／／／／

≧熊本大額 名誉教授−兵庫県立子ゃ�よ睡眠も発達壱療ビΜプ【 参与−

／小児河壱∞

赤ほ�カ額研究ビΜプ【て惟置びィにぞらカや地稲ら＼平成28年度™ア河額技術振興機構≧JST∞

よ事業£世芥ゅ誇ィ地稲発研究凱発…実証拠点≧Γネ【ベニΜロΕホデパ∞推進ロΖトΒ�％よ

拠点ゅ採択はイ＼私べほ��Μユ【もぱむ参雅ぱむぞ�び〜£i-Bra in○ICT£超戒適％パヴ【

�社廻よ創出トΖ【ユΔΓネ【ベニΜロΕホデパ％もぞだ提偉ゅら技術凱発ゅ韓ェィ研究ら

�ほゥカよねも＼ねだぱべ新べや事業オ創生びィ人材茨成��べ重要やロΖトΒ�よれもま

もやぽむぞ�び〜

ぷねめ赤ほ�カ額研究ビΜプ【ら＼胎児づァ始�ィ成長…発達よ�ッメヒ�よ研究よュレも

ぱむ文部河額省よ＃共同利用…共同研究拠点＆ゅ認定はイむぞィねもづァ＼£ヨ�よらひ�ア％

よ最前線よ研究てねイづァよ研究凱発ゅヨΜ�もやィ™だや講座オ危雅ぱ＼赤ほ�カ額研究

ビΜプ【よビヵム【室オ廻場ゅ凱講ぱ�ぱべ〜専門架づァよ発表よぜも＼小西行郎ビΜプ【

長もよ討論てぜア＼はァゅ受講者��ひぢむ自由や雰易気よ中め議論て盛ア上てア�ぱべ〜

『赤ちゃん学基礎講座～赤ちゃん学的視点を探る～』
（5回シリーズ）

赤ちゃん学カフェ

BABLABBABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

第4怪／2017.5/27≧土∞

£赤ほ�カもぜぷ�だ％

講師 小西行郎
／／≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 ビΜプ【長/教授∞

第5怪／2017.9/9≧土∞

£赤ほ�カよ耳め聴ど％

講師 嶋田容子
／／≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 額振 RPD∞

第6怪／2017.10/28≧土∞

£知イり知ィ�ゃつ�ぱゥぞ“

×赤ほ�カ研究よ実際もぷねづァ見ぢィ�よ×％

講師 家藤正晴
／／≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授∞

第7怪／2018.2/3≧土∞

£赤ほ�カよ見むぞィ世芥％

講師 松田嫁尚
／／≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授∞

地稲よ蟹様もよ交流よ場所もぱむ凱催ぱむぞィ赤ほ�カ額ッルタら＼当ビΜプ【よ研究者て

ぷイへイよ専門分野ゅまぞむ＼子茨む中よつ父はカ＼つ母はカゅ興味オ持ぽむぞべぺにィ™

だゅつ話オぱむぞ�び〜つ�ほ��開本オ用維ぱむ＼允緒ゅ来むどイィ赤ほ�カ�子ゃ�べ

ほも遊んィねもオ＼実らパプホル�＼研究者�もむ�掛ぱ�ゅぱむぞ�び〜
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10月19日≧木∞

●聴覚の発達と音環境の創造

　～耳からはじまる関わりあいの発展

志村洋子
≧埼玉大額 名誉教授−同志社大額 赤ほ�カ額研究ビΜプ【 嘱託研究�∞

11月2日≧木∞

●おなかの赤ちゃんの住環境

　～お母さんからも守る胎盤の不思議

最上晴太／／／／

≧京都大額壱額部附属病宇 産河婦人河 助教∞

11月16日≧木∞
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　～子どもたちを包む空気を考える

金谷久美子／／／／

≧京都大額大額宇 壱額研究河 研究�−内河壱∞
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浅田／稔／／／／
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三池輝久／／／／
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拠点ゅ採択はイ＼私べほ��Μユ【もぱむ参雅ぱむぞ�び〜£i-Bra in○ICT£超戒適％パヴ【
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『赤ちゃん学基礎講座～赤ちゃん学的視点を探る～』
（5回シリーズ）

赤ちゃん学カフェ

BABLABBABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

第4怪／2017.5/27≧土∞

£赤ほ�カもぜぷ�だ％

講師 小西行郎
／／≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 ビΜプ【長/教授∞

第5怪／2017.9/9≧土∞

£赤ほ�カよ耳め聴ど％

講師 嶋田容子
／／≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 額振 RPD∞

第6怪／2017.10/28≧土∞

£知イり知ィ�ゃつ�ぱゥぞ“

×赤ほ�カ研究よ実際もぷねづァ見ぢィ�よ×％

講師 家藤正晴
／／≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授∞

第7怪／2018.2/3≧土∞

£赤ほ�カよ見むぞィ世芥％

講師 松田嫁尚
／／≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授∞

地稲よ蟹様もよ交流よ場所もぱむ凱催ぱむぞィ赤ほ�カ額ッルタら＼当ビΜプ【よ研究者て

ぷイへイよ専門分野ゅまぞむ＼子茨む中よつ父はカ＼つ母はカゅ興味オ持ぽむぞべぺにィ™

だゅつ話オぱむぞ�び〜つ�ほ��開本オ用維ぱむ＼允緒ゅ来むどイィ赤ほ�カ�子ゃ�べ

ほも遊んィねもオ＼実らパプホル�＼研究者�もむ�掛ぱ�ゅぱむぞ�び〜
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©ロΕピΜマ【ハ�Μ�≧発表順∞

∋文部科学省共同利用・共同研究拠点

　赤ちゃん学研究センターの紹介

／松田嫁尚≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 准教授∞

∋『胎児期からのビッグデータ解析による

　発達障害の発症メカニズムの解明』

／小西行郎≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 ビΜプ【長−教授∞

∋『地域と取り組む幼児期の睡眠改善プロジェクト』

／家藤正晴≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 准教授∞

©ンパプ【�≧プゼ�Δよ�∞

…文部河額省認定£共同利用…共同研究％拠点／

   同志社大額赤ほ�カ額研究ビΜプ【

… 赤ほ�カ額研究ビΜプ【めよ研究体制

… 自閉症パヰデ�Β�症よ発症�ッメヒ�よ快明‥理佳

／額研究所発達障概ミ【プ多層統合�メホ�よ挑戦

… 監境省子ゃ�よ健康も監境ゅ韓びィ全国調査≧ダニベ

／Δ調査∞よ蓋要も＼同志社大額赤ほ�カ額研究ビΜプ

／【よ取ア組�

… 乳幼児棄よ睡眠Γヒ�よ実態調査もぷよ魁善ゅ向にむ

… 子ゃ�よべ�よ伽監境もら

   】保茨怨よ伽よ響でも子ゃ�よ聴ど力】

… 架庭内事故防止よべ�よ乳幼児貫察法

［　イベントの紹介　］
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BABLAB

ダニベΔ調査ら調査棄関て21年≧ΓデΔ【�3年＼追跡13年＼快析5年∞ゅェべィ長ぞ調査めび〜

価記よ™だやゼワΜ�オ定棄的ゅ凱催ぱ＼の参家＼の支煙どぺはぽむぞィ蟹様ゅ＼調査よ進捗

状況オつ伝ぢぱべア＼交流オ深�べアぱむぞ�び〜

エコチルカフェ＆エコチルフェスタ

ダニベΔ調査わイぜぞ廻�
ヰホ�ヲ�Δめぜぷ�だ“ 
6/17(土)

BABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

参家ぱむどぺはぽべ方づァよ岐ぱぞ�ホビ【バ

∋ ぞま�掛ぱぞ危雅オぜアてもだのばぞ�び〜ぴぽもづづェぽむどぺはぽむぞィパプホルよ

／ 蟹様やよめ子供�換イむぞ�びぱ私自身�つ廻ぞめでィよてだイぱぞ機廻ゅやぽむぞ�び〜

∋ ゼワΜ�め作ぽべ�よらゃイ�今�役立ぽむぞ�び〜

∋ 名前�較ぢむぞべぺで声オづにむぞべぺにィよてもむ�だイぱぞめび〜

∋ 毎怪もむ�掛ぱどむダニベΔゅ参家ぱむ良づぽべやも思ぽむぞ�び〜

2018年2月26日≧月∞＼27日≧箇∞＼だ�でべ2棄�ゃアもゼヤワ【ハ�Μよ融合拠点形成推進協議

廻主催ゅ™ィゼヤワ【ハ�Μパ�Γ【�K A N S A I 2018て大阪よトΒΜルΖΜ�大阪ニΜトΕニΜ

ワΜハ�ΜビΜプ【め凱づイ�ぱべ〜韓西よ大額�J S T よ支煙オ受にむぞィ大でや研究ロΖバ

タデ�て出展びィ中＼同志社大額よレ【パら赤ほ�カ額研究ビΜプ【て担当ぱ�ぱべ〜

ヂ【ロメΜトゼワΜ�めらぷイへイよ出展団体よ代表ゅ™ィパリ【ベもマ【ロッホ�て行ェイ＼同

志社大額づァら赤ほ�カ額研究ビΜプ【よ小西行郎ビΜプ【長て出席ぱ＼ヨ�よらひ�アもぱむよ

＞赤ほ�カ≦オ知ィべ�ゅら＼多どよ危業�研究機韓ゅ™ィ協力て必要めぜィねもオつ伝ぢぱ�ぱべ〜

�べ＼廻場内ゅらロΕピΜマ【ハ�Μパヰ【パてぜア＼2日関め22題よ発表てぜア＼赤ほ�カ

額研究ビΜプ【づァら3題＼発表ぱ�ぱべ〜≧題目ら価記よもつア∞

出展レ【パら＼ビΜプ【よ赤ほ�カ調査オ中心ゅ紹壊びィ動雅オ通路ゅ面ぱべ�メプ【め流

ぱ続にィねもめ＼大写ぱゅやぽべ赤ほ�カよ様子ゅれでまにァイむ来場びィ方て多づぽべ™

だゅ思ぞ�び〜ンパプ【オ見む＼詳ぱぞ説明オ求�ィ方�＼置ぞむぜィ配布資料オ持ほ帰ィ方＼

研究者も維見交柑はイィ方÷も＼周易よ見穎ぢ良ぞ展示ゅ比んィも地味やゼ�【バぺぽべゅ

�づづェァぴ＼ゅと�づやレ【パゅやア�ぱべ〜ねイ�赤ほ�カよつづぬめびょ〜

イノベーションストリームKANSAI 2018

≧写真‥�智通秀‖文責‥小野恭子∞

冬よ伽掛廻

12/3 (日)

人形劇
2/10 (土)

ダニベΔルタパプ2017 
ダΓホデはカもだべつだ“
 7/30≧日∞
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［　赤ちゃん調査　］ 研究者・スタッフからのメッセージ　
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［　イベントの紹介　］

BABLABBABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

赤ほ�カ�子ゃ�よ話ぱ方�伽よ憾ひ方ら大人も同ひやよめぱ�だづ〜現在よ保茨施設よ伽

監境ら子ゃ�べほゅもぽむ良ぞ監境やよめぱ�だづ〜ぷぱむ＼ねイァら子ゃ�よ成長ゅゃよ

™だや洩響オ与ぢィよめぱ�だづ〜ねよねもオ允緒ゅ額ろ＼考ぢむぞどべ�ゅ＼日本伽響額廻

北陸支部て2016年づァ£保茨も伽監境％ハΜンバゾ�オ主催ぱむつア＼赤ほ�カ額研究ビΜ

プ【�共催ぱむつア�び〜2017年度ら講猿廻ゅ家ぢ＼Θ【デハ�ホロもぱむ伽監境よ磯ぞ�

吸伽材よ効珂オ体験ぱ＼ぷよ洩響ゅまぞむ�カやめ考ぢ�ぱべ〜

保育と音環境 研究者の嬉しかったあれこれ
∪家藤正晴

私≧男∞ゅトゼトゼ希ぽむでむ膝よ上ゅ乗ぽむでむどイ

ィ赤ほ�カゅら癒�はイ�び〜ヴベムッめづェぞぞ赤ほ

�カオ見づにむぺぽねぱべぞも思ぽむ�男性てぷカや

ねもオぱべァ™づイ�び™ょ〜ねよ場所ぺもぷイて許は

イ�び“

ねよ前仮泉ゅ行ぽべもでゅ＼ほぽほ�ぞつ兄ほ�カてつ

父はカも允緒ゅダΕワ【プゅ乗ぽむぞ�ぱべ〜≧私て∞ゅ

ねゅねぱむぷよつ父はカゅ£づェぞぞめびょ＼可歳めびづ’％

も聞ぞべァ＼ろろァイ�ぱべ〜つ父はカよ年齢オ聞ぞべ

ェにめらやぞよゅやぶめぱ�だづ〜

∪松田嫁尚

赤ほ�カてゃねオ見むぞィよづ＼詳ぱどら視線計測装置

オ使ェやぞもェづア�ふカ〜結珂オ見べ親御はカ達て£ね

カやもねゥオ見むべよょ×％もェて子オ再発見ぱむどイ

ィ瞬関てもむ�岐ぱぞめび〜

∪谷口康祐

子ゃ�もよ�ア取アよ中め＼もでゃで思ぞてにやぞ怪答

�行動て出むでべアぱむ掛ぱ�ふむぞべぺぞむつア�び〜

リΜデ色よベ【プ【オ見ふべもでゅ£立ぽむぞィベ【プ

【％も答ぢむどイべもでら笑ぞ�ぱべ〜

∪箕雲有忌久

実験め子ゃ�もつ�ほ�よ釣ア競争オびィもで＼私らェ

ばも負にむ悲ぱぞ企オ見ふ�び〜ぜィ子ら£私よ魚オぜ

ぬィづァ勝ぽべねもゅぱむぞぞ™％もつ�ほ�よ魚オ差

ぱ出ぱむどイ�ぱべ〜将来自分よ子ゃ�て生�イべァ＼

ねカや�はぱぞ子ゅ茨ぽむ�ぱぞやも憾ひ�び〜

ぜィつ母はカづァ大額宇め工額オ専攻ぱべも聞で�ぱべ〜

赤ほ�カよ自尊憾情オ測ィ工夫ゅまぞむ説明びィも＼も

む�面白ぞもよねもめぱべ〜物理額的測定も心理額的測

定ゅら共通点�相磯点�ぜア�び〜心理測定よ手法オ面

白てぽむ�ァぢべよらだイぱぞ発見めぱべ〜

∪渡部嬉信

日」協力ぱむ価はぽむぞィ赤ほ�カ＼つ母はカ＼研究パ

プホルゅ憾謝…岐ぱど思ぽむつア�び〜調査中ら＼＃実験

手順＆め頭て允杯め＼岐ぱぞも思だ余裕てぜア�ふ【カ〜

∪請怨正敏

協力ぱむどぺはぽむぞィ蟹は�＼本当ゅぜアてもだのば

ぞ�び〜つづぬめ河額て�べ前進ぱむぞで�び〜現在＼私

らビΜプ【めら実験ぱむつア�ふカて＼蟹は�よの協力

オ見ィべろゅ＼ねねめ研究オ進�べぞも憾ひ�び〜ねイ

づァ�ゃだへ™ゥぱどつ伎ぞぞべぱ�び〜

∪川西康之

架事ゅ茨児ゅ＼中ゅらつ仕事ゅ＼大変つ忙ぱぞ中＼ぞま�

の協力ぞべぺで誠ゅぜアてもだのばぞ�び〜

スタッフの嬉しかったあれこれ
∪赤ほ�カ調査ベ【�

調査中ゅ目て合ぞバホも見ま�ァイィも＼寡握はゅ固�

ぽむぱ�ぞ＼つ見送アよ時＼�ヵバよつ手むめユゼユゼ

ぱむ�ァだも＼赤ほ�カ調査ぺによハズΘビゅゃぽゑア

浸ア�び〜≧秋山∞

調査て終ェぽむつ昼よ12時オ我とむぞべよめ＼つ腹�

びぞむぞィぺゥだぱ＼つ�ほ�よつ片みにらぞぞ™＼も

言ぽべァ£�どて遊カぺづァ自分め片みにィ“％も〜マヅ

ョヅもつ片みにオ始�＼終ェぽむ�べァ＼来むどイべ時

™アぴぽもでイぞゅやア�ぱべ〜ぜアてもだ“≧橋詰∞

つ兄ほ�カよ調査ゅ弟はカ�正座ぱむ研究者よ質問ゅ

寡握ど答ぢむどイべア＼£ねイめ調査終ェアめび〜今日ら

ぜアてもだ〜％も研究者て声オづにィも＼ゃよつ子はカ�

�ア切ぽべ岐ぱぷだや企ゅやア�び〜ぷカや瞬関ゅ立ほ

廻ぢむ幸ふや気持ほゅやア�び〜≧東谷∞

∪ダニベΔ調査ベ【�

ダニベΔ調査ゅ参家ぱむどぺはぽむぞィ方づァ＼毎日べ

どはカよ質問票て届で�び〜つ忙ぱぞ中め＼分量よ多ぞ

質問票ゅ丁寧ゅつ答ぢぞべぺぞむぞィねも＼本当ゅぜア

てべぞやせも憾ひ�び〜励�ぱ�つ礼よ�ホビ【バオぞ

べぺどねも�多ど＼蟹様よつ気持ほゅ支ぢァイむ調査オ

続にむぞにィ事オもむ�岐ぱど思ぞ�び〜

∪睡眠魁善ロΖバタデ�ベ【�

調査ゅ参家はイべ保護者づァ＼つ子はカよ睡眠て魁善は

イ＼元気ゅ小額校ゅ通ぽむぞ�びも報告オぞべぺぞべ時＼

パプホル允同もむ�岐ぱぞ気持ほゅやア�ぱべ〜

】赤ほ�カよ声…耳ゅまぞむ考ぢべねもらぜア�びづ】

♀ロΖトΒ�°

13‥30×13‥40 

開会挨拶：志村洋子／／／／

≧同志社大額 赤ほ�カ額研究ビΜプ【∞

∋講演会

13‥40×14‥10

「子どもの『聞く』と『しゃべる』の話題」

荒溢隆行／／／／

≧上智大額 理工額部∞

14‥15×14‥45 

「人工内耳装用児の

　コミュニケーションとアイデンティティの発達」

荒木友忌子
≧金沢大額 人関社廻額稲人関河額系∞

14‥50×15‥20 

「乳幼児の日本語音声の知覚・生成発達」

麦谷暗子
≧日本電信電話竃式廻社 NTTニヵ�メド【ハ�Μ河額嬉礎研究所∞

∋ワークショップ

15‥30×17‥30

「音から考える保育環境づくり」

上野嫁奈子
≧明治大額 理工額部∞

17‥30-17‥40

閉会挨拶：土田義郎／／／／

≧金沢工業大額 監境…建築額部∞

主催‥日本伽響額廻北陸支部
共催‥北陸大額‖同志社大額赤ほ�カ額研究ビΜプ【
後煙‥石川県‖日本赤ほ�カ額廻
協力‥日本建築額廻子ゃ�べほよべ�よ伽監境WG

Θ【デハ�ホロめ紹壊はイべ吸伽材体験ニ【ム【

危業ゅ™ィ吸伽材よ展示

講猿よ様子

調査め
心配やねもてぜイり

やカめ�
聞ぞむどぺはぞょもぽむ�

ひ�だぴ“

2017年12月17日≧日∞13‥30×17‥40

石川県政記念 ぱぞよで迎賓丸 3劾ビヵム【Δ【�� 
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［　イベントの紹介　］

BABLABBABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB

赤ほ�カ�子ゃ�よ話ぱ方�伽よ憾ひ方ら大人も同ひやよめぱ�だづ〜現在よ保茨施設よ伽

監境ら子ゃ�べほゅもぽむ良ぞ監境やよめぱ�だづ〜ぷぱむ＼ねイァら子ゃ�よ成長ゅゃよ

™だや洩響オ与ぢィよめぱ�だづ〜ねよねもオ允緒ゅ額ろ＼考ぢむぞどべ�ゅ＼日本伽響額廻

北陸支部て2016年づァ£保茨も伽監境％ハΜンバゾ�オ主催ぱむつア＼赤ほ�カ額研究ビΜ
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∪家藤正晴

私≧男∞ゅトゼトゼ希ぽむでむ膝よ上ゅ乗ぽむでむどイ
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イ�び“

ねよ前仮泉ゅ行ぽべもでゅ＼ほぽほ�ぞつ兄ほ�カてつ

父はカも允緒ゅダΕワ【プゅ乗ぽむぞ�ぱべ〜≧私て∞ゅ
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∪松田嫁尚

赤ほ�カてゃねオ見むぞィよづ＼詳ぱどら視線計測装置
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∪谷口康祐
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�行動て出むでべアぱむ掛ぱ�ふむぞべぺぞむつア�び〜

リΜデ色よベ【プ【オ見ふべもでゅ£立ぽむぞィベ【プ

【％も答ぢむどイべもでら笑ぞ�ぱべ〜

∪箕雲有忌久

実験め子ゃ�もつ�ほ�よ釣ア競争オびィもで＼私らェ

ばも負にむ悲ぱぞ企オ見ふ�び〜ぜィ子ら£私よ魚オぜ

ぬィづァ勝ぽべねもゅぱむぞぞ™％もつ�ほ�よ魚オ差

ぱ出ぱむどイ�ぱべ〜将来自分よ子ゃ�て生�イべァ＼
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む�面白ぞもよねもめぱべ〜物理額的測定も心理額的測

定ゅら共通点�相磯点�ぜア�び〜心理測定よ手法オ面

白てぽむ�ァぢべよらだイぱぞ発見めぱべ〜

∪渡部嬉信

日」協力ぱむ価はぽむぞィ赤ほ�カ＼つ母はカ＼研究パ

プホルゅ憾謝…岐ぱど思ぽむつア�び〜調査中ら＼＃実験

手順＆め頭て允杯め＼岐ぱぞも思だ余裕てぜア�ふ【カ〜

∪請怨正敏

協力ぱむどぺはぽむぞィ蟹は�＼本当ゅぜアてもだのば

ぞ�び〜つづぬめ河額て�べ前進ぱむぞで�び〜現在＼私

らビΜプ【めら実験ぱむつア�ふカて＼蟹は�よの協力

オ見ィべろゅ＼ねねめ研究オ進�べぞも憾ひ�び〜ねイ

づァ�ゃだへ™ゥぱどつ伎ぞぞべぱ�び〜

∪川西康之

架事ゅ茨児ゅ＼中ゅらつ仕事ゅ＼大変つ忙ぱぞ中＼ぞま�

の協力ぞべぺで誠ゅぜアてもだのばぞ�び〜

スタッフの嬉しかったあれこれ
∪赤ほ�カ調査ベ【�

調査中ゅ目て合ぞバホも見ま�ァイィも＼寡握はゅ固�

ぽむぱ�ぞ＼つ見送アよ時＼�ヵバよつ手むめユゼユゼ

ぱむ�ァだも＼赤ほ�カ調査ぺによハズΘビゅゃぽゑア

浸ア�び〜≧秋山∞

調査て終ェぽむつ昼よ12時オ我とむぞべよめ＼つ腹�

びぞむぞィぺゥだぱ＼つ�ほ�よつ片みにらぞぞ™＼も

言ぽべァ£�どて遊カぺづァ自分め片みにィ“％も〜マヅ

ョヅもつ片みにオ始�＼終ェぽむ�べァ＼来むどイべ時

™アぴぽもでイぞゅやア�ぱべ〜ぜアてもだ“≧橋詰∞

つ兄ほ�カよ調査ゅ弟はカ�正座ぱむ研究者よ質問ゅ

寡握ど答ぢむどイべア＼£ねイめ調査終ェアめび〜今日ら

ぜアてもだ〜％も研究者て声オづにィも＼ゃよつ子はカ�

�ア切ぽべ岐ぱぷだや企ゅやア�び〜ぷカや瞬関ゅ立ほ

廻ぢむ幸ふや気持ほゅやア�び〜≧東谷∞

∪ダニベΔ調査ベ【�

ダニベΔ調査ゅ参家ぱむどぺはぽむぞィ方づァ＼毎日べ

どはカよ質問票て届で�び〜つ忙ぱぞ中め＼分量よ多ぞ

質問票ゅ丁寧ゅつ答ぢぞべぺぞむぞィねも＼本当ゅぜア

てべぞやせも憾ひ�び〜励�ぱ�つ礼よ�ホビ【バオぞ

べぺどねも�多ど＼蟹様よつ気持ほゅ支ぢァイむ調査オ

続にむぞにィ事オもむ�岐ぱど思ぞ�び〜

∪睡眠魁善ロΖバタデ�ベ【�

調査ゅ参家はイべ保護者づァ＼つ子はカよ睡眠て魁善は

イ＼元気ゅ小額校ゅ通ぽむぞ�びも報告オぞべぺぞべ時＼

パプホル允同もむ�岐ぱぞ気持ほゅやア�ぱべ〜

】赤ほ�カよ声…耳ゅまぞむ考ぢべねもらぜア�びづ】

♀ロΖトΒ�°

13‥30×13‥40 

開会挨拶：志村洋子／／／／

≧同志社大額 赤ほ�カ額研究ビΜプ【∞

∋講演会

13‥40×14‥10

「子どもの『聞く』と『しゃべる』の話題」

荒溢隆行／／／／

≧上智大額 理工額部∞

14‥15×14‥45 

「人工内耳装用児の

　コミュニケーションとアイデンティティの発達」

荒木友忌子
≧金沢大額 人関社廻額稲人関河額系∞

14‥50×15‥20 

「乳幼児の日本語音声の知覚・生成発達」

麦谷暗子
≧日本電信電話竃式廻社 NTTニヵ�メド【ハ�Μ河額嬉礎研究所∞

∋ワークショップ

15‥30×17‥30

「音から考える保育環境づくり」

上野嫁奈子
≧明治大額 理工額部∞

17‥30-17‥40

閉会挨拶：土田義郎／／／／

≧金沢工業大額 監境…建築額部∞

主催‥日本伽響額廻北陸支部
共催‥北陸大額‖同志社大額赤ほ�カ額研究ビΜプ【
後煙‥石川県‖日本赤ほ�カ額廻
協力‥日本建築額廻子ゃ�べほよべ�よ伽監境WG

Θ【デハ�ホロめ紹壊はイべ吸伽材体験ニ【ム【

危業ゅ™ィ吸伽材よ展示

講猿よ様子

調査め
心配やねもてぜイり

やカめ�
聞ぞむどぺはぞょもぽむ�

ひ�だぴ“
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石川県政記念 ぱぞよで迎賓丸 3劾ビヵム【Δ【�� 
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［　赤ちゃん調査　］ お母さんからのメッセージ　 ［　お知らせ　］
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私べほら不思議や力ゅ満ほべ赤ほ�カよ研究オは�ば�や郭度づァ行やぽむつア＼赤ほ�カ調査

ゅの協力ぞべぺにィつ子様もぷよ保護者よ方オ募集ぱむぞ�び〜

研究よ目的ゅ合ェふむ＼ぷイへイよ調査よ実施時棄…日程て決�ア�ぱべァ＼募集びィ月齢≧年齢∞

オヱ【�ヰ【バゅ掲載ぱむぞ�び〜

の登録ぞべぺぞべ後ら＼赤ほ�カ額研究ビΜプ【め実施びィゼワΜ�オ随時の偉内差ぱ上ぬ�び〜

詳ぱどら赤ほ�カ額研究ビΜプ【ヱ【�ヰ【バオの覧どぺはぞ〜

http ://akachan.doshisha.ac. jp/recruitment

赤ちゃん研究員募集

共同研究公募

BABLAB Doshisha University Center for Baby ScienceBABLAB
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赤ちゃん学研究センター紀要『BABLAB』論文の原稿募集について

≦

≦

未
来
よ
べ
�
ゅ

Doshisha University Center for Baby Science

赤ほ�カ額研究ビΜプ【紀要＃BABLAB＆編集後記

赤ほ�カ額研究ビΜプ【紀要
＃BABLAB＆編集為�廻

編集為�長  小 西 行 郎≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 ビΜプ【長/教授∞
為         �  松 田 嫁 尚≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任准教授∞
                 箕雲有忌久≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特任助教∞
                 小 野 恭 子≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 赤ほ�カ額ニ【ミセャ【プ【∞
                 小西づつア≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 ダニベΔ調査担当パプホル∞
                 上野山公子≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 研究支煙�∞
事 務 局 長  谷 口 康 祐≧赤ほ�カ額研究ビΜプ【 特別研究�∞

∪猛暑づァ台風ハ【ヒΜオ経む秋ゅやア＼年よふぞづ勘はて身ゅ

沁�むで�ぱべ〜創勧号よ発勧づァ光烏矢よのもど1年て我と�ぱ

べ〜BABLAB創勧号ら好評め�もカゃ手�もゅやどやア�ぱべて＼

研究者も赤ほ�カて茨ま現場�地稲オ結ゐぺにめやど＼研究発表

よ場もぱむ�受に入イァイべねもオ基カめぞ�び〜ぷよ好評よ綾力

(?!)ゅ��ぬぴ2号�上出来め＼編集オぱむどイべパプホルべほゅ憾

謝ぱべぞも思ぞ�び〜BABLABオねイづァ�允層充実はふ＼赤ほ�

カ研究よ成珂オ多どよ人べほゅ届にむ�ぞア�び〜／／／≧小西行郎∞

∪2017年度�べどはカよつ子様達づァ調査ゅ参家ぞべぺで�ぱべ〜

来丸調査‥570名＼在宅調査‥210名＼合計780名よつ子様達めび〜の

允緒はイィ保護者よ方達オ合ェふィも倍威上ゅやア�び〜恐ァど

日本允よ数めぱ�だ〜允年関＼本当ゅつ世話ゅやア�ぱべ〜蟹様よ

笑企て私達よ支ぢめび〜／／／／／／／／／／／／／／≧松田嫁尚∞

∪今怪ら＼赤ほ�カ額研究ビΜプ【よ研究者も崖部よ研究者ゅ™

ぽむねイ�め数多ど行ェイむでべ計雅共同研究よ成珂報告て目白

王ぱめび〜赤ほ�カ額研究よ発展よべ�ゅ協力ぱむぞべぺぞべ�

やはカ＼本当ゅぜアてもだのばぞ�ぱべ〜／／／／／／≧箕雲有忌久∞

∪£™��びど％£ェづア�びど％オ�ばぱやてァ＼研究びィ人＼協力

びィ人＼まやな人＼ぷイへイよ思ぞオ紡ぞめ糸ゅぱむ＼編�上ぬべ

ま�アよBABLABめびて＼ゃカやわだゅ瑛ぽむぞィめぱ�だづ’

�ぺ�ぺ凸押ぱむぞィ作品づ�ぱイ�ふカて＼ぞまづ＼赤ほ�カ額

研究ビΜプ【やアよ織ア模様オ作イィ™だ＼工夫ぱむ�ぞア�び〜

目オ通ぱむどぺはぽむぞィ蟹はカ�＼1本よ糸もぱむねイづァ�の

協力ぞべぺにイりだイぱぞめび〜／／／／／／／／／／≧小野恭子∞

∪調査ゅの参家ぞべぺぞべ赤ほ�カ＼つ子はカよつ企オ思ぞ浮づ

んやてァ＼今年�BABLABよ編集オ担当はふむぞべぺで�ぱべ〜

赤ほ�カ額研究ビΜプ【ゅ来むどぺはぽむ＼�べ＼つだほめ行やぽ

むどぺはィ調査て＼保護者よ方」ゅもぽむ＼違やぽべ視点づァつ子

はカオ見ま�べア＼わぺカも磯だ表情＼允面ゅ気みづイィ機廻ゅや

イり岐ぱぞやも思ぞやてァ………ねイづァ�調査＼紀要＼ゼワΜ�や
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て＼ぞづてめぱべめぱ�だづ〜ねよ雑誌てぞま�赤ほ�カ額研究ビ

Μプ【よ滑動オ支ぢむぞべぺぞむぞィ保護者よ蟹は�ゅ読カめぞ

べぺにイり幸ぞめび〜�べ＼今年�時関てやぞ中＼雑誌よミノゼΜ
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紀要原稿規定

／赤ほ�カ額研究ビΜプ【紀要＃BABLAB＆めら＼赤ほ�

カ額ゅ韓びィ論文よ原稿オ随時募集ぱむつア�び〜投稿

はイィ方ら＼価記よ規定ゅ従ぞ論文オの提出どぺはぞ〜

♀投稿要領°

1｜投稿資獲

／投稿資獲者ら＼本ビΜプ【ゅ所属びィ者＼本ビΜプ【

よ共同研究者＼もびィ〜べぺぱ＼編集為�廻て適切も判断

ぱべ場合ゅらねイァ威崖よ執筆者づァよ投稿�寡もび

ィねもてぜィ〜

2｜掲載寡否つ™ろ発行時棄

／投稿原稿よ本誌掲載よ寡否ら＼編集為��べら編集為

�廻て指名ぱべ専門架ゅ™ィ査読ゅ嬉みぞむ＼編集為�

廻て責任オ�ぽむ最終判断びィ〜発行時棄ら編集為�廻

て決�ィ〜

3｜著作権

／本誌ゅ掲載はイべ論文＼つ™ろ記事よ著作権…版権ら

執筆者ゅ帰属びィて＼本誌掲載も本ビΜプ【よHP上ゅ

pdfルスゼΔもぱむ公凱びィねもゅ韓ぱむら同維オ得べ

�よもびィ〜

4｜投稿方法

／原則もぱむ電子�【Δ

≧center@akachan.dosh isha.ac. jp∞ゅむ受にまにィ〜

文章ルスゼΔらword形式�べらpdf形式ゅぱむ添付び

ィねも〜図表ゅまぞむら＼1点のもゅ別ルスゼΔめ送付

びィねも〜執筆ゅぜべぽむら＼威価ゅ定�ィ執筆要領ゅ

従だねも〜

♀執筆要領°

1｜ 使用言語

／原則もぱむ日本語…益語もびィ〜べぺぱ＼編集為�廻て

認�べ場合ゅらねイ威崖よ言語�認�ィ〜

2｜原稿よ作成

／原稿らびんむA4用紙オ使用≧設定∞びィ〜

／総説論文も快説論文ら威価よ順め配列びィ〜

Ｌ∞表題＼著者名＼所属機韓名

Ｍ∞要旨≧日本語400字程度＼益語200語程度∞

Ｎ∞本文≧字数制限らやぱ∞

Ｏ∞参考文献≧数よ制限らやぱ∞

Ｐ∞表＼図≧必要ゅ殴ひむ∞

Ｑ∞表＼図よ説明≧必要ゅ殴ひむ∞

3｜記述…用語ゅまぞむ

／日本語ら原則もぱむ現代づやみづぞオ用ぞィねも〜

／益語よ場合らゼテΓパ式＼ズ�Γッ式よ双方よ記述て

寡能もびィて＼論文内め允鑑ぱむぞィ™だゅびィねも〜

／日本語よ句読点ら＼句点≧〜∞も読点≧＼∞オ使用びィ〜

／益語らリΓヂ�≧. ∞もッΜヴ≧, ∞オ使用びィ〜

／数字ら原則もぱむ算用数字オ使用ぱ＼計量単惟ら原則
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要や華所め[1]＼[5,10-12]よ™だゅ™用びィ〜参考文献よ
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／雑誌よ場合£著者名‥論文題名＼雑誌名＼堪＼論文所在頁

≧年∞％よ順ゅ書どねも

[1] Einstein, A. : How I created the theory of 

relativity. Physics Today 35, 45-47 (1982).

／単行本よ場合£著者名‥署名＼≧出版社名＼年∞％よ順ゅ書

どねも

[1] Piaget, J. : Origin of intelligence in children. 

(International University／Press, New York, 

1952).

[2] Descartes, R. : discourse on method. In J. 

Cottingham, R.Stoothoff, D.Murdoch (Eds.) The 

philosophical writings of Rene Descartes.

(Cambridge University Press, New York, 1985). 

(First published 1637).

(谷川多嫁子訳£方法序説％贋波書店,1997).

4｜表＼図

／図ら£図1％＼£図2％よ™だゅ≧益語よ場合ら／Fig.1≦やゃ∞＼

表ら£表1％＼£表2％よ™だゅ≧益語よ場合ら／Table.1≦やゃ∞
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置オ本文中ゅ記びねも〜

5｜著者校正
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修正＼図版よ修正ら認�やぞ〜

6｜ぷよ他

／執筆ゅ韓ぱむ質問てぜイり＼編集為�廻

≧cente r@akachan . do s h i s ha . ac . j p∞ゅ問ぞ合ェふ
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�つ�ェ�ろ�も�訂�正�

BABLAB No.1よ卯記ヰ【バゅむ関磯ぞてのばぞ�ぱべ〜

つ詫ろぱむ訂正申ぱ上ぬ�び〜

p.11 本文上づァ5-6行目

≧�カほ�だゐカぴぞ∞
↓

≧�カほ�だ�カぴぞ∞

p.11 本文価づァＳ行目

£屋児％
↓

£屋男％
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寡能もびィて＼論文内め允鑑ぱむぞィ™だゅびィねも〜

／日本語よ句読点ら＼句点≧〜∞も読点≧＼∞オ使用びィ〜

／益語らリΓヂ�≧. ∞もッΜヴ≧, ∞オ使用びィ〜

／数字ら原則もぱむ算用数字オ使用ぱ＼計量単惟ら原則

もぱむ国際単惟系≧SI∞オ用ぞィ〜

／™用文献ら文献オ™用ぱべ順ゅ番号オまに＼本文よ必

要や華所め[1]＼[5,10-12]よ™だゅ™用びィ〜参考文献よ

記載方法ら威価よ™だゅびィ〜

／雑誌よ場合£著者名‥論文題名＼雑誌名＼堪＼論文所在頁

≧年∞％よ順ゅ書どねも

[1] Einstein, A. : How I created the theory of 

relativity. Physics Today 35, 45-47 (1982).

／単行本よ場合£著者名‥署名＼≧出版社名＼年∞％よ順ゅ書

どねも

[1] Piaget, J. : Origin of intelligence in children. 

(International University／Press, New York, 

1952).

[2] Descartes, R. : discourse on method. In J. 

Cottingham, R.Stoothoff, D.Murdoch (Eds.) The 

philosophical writings of Rene Descartes.

(Cambridge University Press, New York, 1985). 

(First published 1637).

(谷川多嫁子訳£方法序説％贋波書店,1997).

4｜表＼図

／図ら£図1％＼£図2％よ™だゅ≧益語よ場合ら／Fig.1≦やゃ∞＼

表ら£表1％＼£表2％よ™だゅ≧益語よ場合ら／Table.1≦やゃ∞

通ぱ番号オまにィねも〜図表よ挿入華所よつつ™ぷよ惟

置オ本文中ゅ記びねも〜

5｜著者校正

／著者校正ら1怪もびィ〜ねよ際＼胤刷上よ誤ア威崖よ

修正＼図版よ修正ら認�やぞ〜

6｜ぷよ他

／執筆ゅ韓ぱむ質問てぜイり＼編集為�廻

≧cente r@akachan . do s h i s ha . ac . j p∞ゅ問ぞ合ェふ

ィねも〜

�つ�ェ�ろ�も�訂�正�

BABLAB No.1よ卯記ヰ【バゅむ関磯ぞてのばぞ�ぱべ〜

つ詫ろぱむ訂正申ぱ上ぬ�び〜

p.11 本文上づァ5-6行目

≧�カほ�だゐカぴぞ∞
↓

≧�カほ�だ�カぴぞ∞

p.11 本文価づァＳ行目

£屋児％
↓

£屋男％




